















































犬とハサミは使いよう10








更伊俊介





[image: ]

電子版　ファミ通文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　春はる海み和かず人ひとは、読書バカである。




　思い返せば、これまでに色々なことがあった。

　読書バカということ以外、大して特徴もない高校生だった俺は、ある日突然強ごう盗とう事件に巻き込まれて命を喪うしなった。しかし、死んだとしても、どうしても読みたい本の為ために、ミニチュアダックスフンドの肉体に宿って、この世へと舞い戻って来た。

　そうして始まった第二の生。

　恐らくそれは、奇跡の中の奇跡で。

　それでも、生き返ったのならば、やるべきことがある。自分にしか出来ないことがある。その為に生き返ったのだと信じて、行くべき道を進んだ。

　読書のみにて過ごす毎日。犬の身体からだで、本を傍そばに置いて過ごす、夢のような現実。

　しかし、そんな現実の中、俺の周りでは騒そう動どうの種が尽きることはなく、幾度となくトラブルの波に巻き込まれていったのだった。




　それは、街を恐怖で覆おおう通り魔の捜そう索さく。

　それは、闇やみの中から忍び寄る傀かい儡らいとの対決。

　それは、街中を駆け回っての競争。

　それは、謎なぞだらけの孤島を巡る冒険。

　それは、遊園地で過ごす一時の休息。

　それは、サイン会でぶつかった作家達の矜きよう持じ。

　それは、再びの孤島で目覚めた決意。

　それは、テレビで放送された意地の衝しよう突とつ。




　何度も訪れる厄やつ介かい事ごとの中で、俺はいくつもの再会を果たし。

　そしてまた、沢山の人達と出会うこととなった。




　それは、いなくなった兄の後を追いかけた妹。

　それは、自らの進むべき道を決めた内気な少女。

　それは、娘の為に恥を抱えながらも道を示した父親。

　それは、全すべてに対して全力で輝こうとするアイドル。

　それは、輝きを支えることを自身の責務とした巨きよ軀くの紳しん士し。

　それは、己の世界を抱えて生きて行こうとする車くるま椅い子すの少女。

　それは、妹の為に生命と未来すらも投げ出した兄。

　それは、主あるじの為に自らの過去を捨てて尽くしたメイド。

　それは、欲する本の為に全てを費ついやした蔵ぞう書しよ狂きよう。

　それは、自らの進む道に悩み答えを求める若者。

　それは、愛する作家に近付く為に執しゆう念ねんを燃やした信奉者。

　それは、己の目的の為に全てから恨うらまれる編集者。

　それは、己の目的の為に全てを裏うら切ぎった編集者。




　それは、俺にとって最愛にして最大の作家。




　そんな人々との出会いの果て、いくつもの事件の先に待っていた最後の騒動は、これまでのどんな厄介事よりも大きく、重く、強く、俺の肩に圧のし掛かかって来た。

　自分の手の届かない場所で、大切なものが、勝手に決められて行くかのような不安。

　何もかもが、自動的に決められてしまうかのような恐怖。

　既に決められてしまったものからは逃れることが叶かなわず。

　ただ、手の届かない場所から、終わりを待つことしか出来ない、そんな絶望。




　それでも。

　逃げることが出来ないのなら。

　前へ進むしかないと、そう決めた。




　今まで出会った人々の織りなす運命の変転は、俺の行くべき道を指し示している。

　たとえこの道の果てに、この道の終点に、どんな結末が待っていようとも。

　ただ、前へ。

　進んだ先で、確かめるしかない。




　春海和人は読書バカである。

　その一生は、ただ本を読み続けることに費やされる。

　それは、最初から最後まで、変わることはない。

　だから信じるのは、自分の中に生まれた、最初の感情。

　ただ一冊の本を読みたいという、想おもい。

　胸に抱えた想いの決着を確かにする為に。

　春海和人は、歩き出す。




　これは、読者と作者の物語。

　これは、死者と生者の物語。

　これは、バカとバカの物語。




　これは、犬とハサミの物語。
















　　　六月　七日






「キレてまぁーす！！！」

「ナイスポーズで～す！」

「おおきいィ──！！！」

『……うわぁ』

　夏なつ野の霧きり姫ひめの住むマンション『イマキュレット新しん稲いな葉ば』を訪れた俺達。

　しかし、その前に現れたのは、ビキニパンツに身を包み、全身の筋肉を惜しげもなくさらけ出したマッスル達。俺達の目の前、筋肉がテカテカと光っている。

　そんな衝しよう撃げき的てきな光景に、思わずここに来た理由を忘れてしまいそうになる。


　　　　　　　　



　南なん海かいテレビにて行われた『アイドルライブロワイヤル』。秋あき月づきマキシと早はや崎さきステラによるアイドル対決は、周囲のあらゆる物や人を盛大に巻き込みながらも、秋月マキシの勝利という形でその幕を下ろした。

　決着の後、興こう奮ふん冷めやらぬ様子でマキシ達が華やかなライブを開始した一方、薄暗い地下駐車場では、秋あき山やま忍しのぶと穂ほ積づみ雷らい火かによる、もう一つの対決が密ひそかに始められていた。

　凄せい惨さんなやり取りの果て、最後に立っていたのは秋山忍。その後、満まん身しん創そう痍いで柊ひいらぎ菜な沙ずなから全すべての真相を聞かされ、これで終わるかと思われた一連の騒そう動どうは、しかし、最後に現れた柊鈴すず菜なによって覆くつがえされることになった。

　秋山忍の担当編集者、柊鈴菜の目的は最初から、秋山忍に『色欲』を書かせることだったのだ。姉である菜沙の起こした騒動すら、単なる踏み台でしかなく、その仕上げとして俺は鈴菜にカッターナイフで襲おそわれ、血の海に沈むことになった。

　目覚めた時には、周りには夏野の姿も、鈴菜の姿もなくて。代わりにいたのは、秋山忍に対して尋じん常じようならざる執念を燃やした作家、穂積雷火。

　彼女から、血だと思っていたのがただの血ち糊のりだったこと、何な故ぜか俺の言葉が聞こえること、そして何より、夏野が他者を拒絶する状況に陥おちいったことを聞いた俺は、夏野の下へと向かうことを決意する。

　そう、これまでの全てに、決着を付ける為ために。




「仕上がってるゥゥゥゥ！！！！」

「ナイスポォォォーズ！！！！」

「ナイスカットォォ──！！！」

『……うわぁ』

　ここに来た理由を真ま面じ目めに思い出してみても、やはり衝撃的な光景は消えていない。大理石で造られたマンションのロビーは、今やマッスル達に埋め尽くされている。

　何なんだろう、この世紀末的な光景は。まさか、新稲葉サンバカーニバルが開かい催さいされるとでも言うのか。暑いし、テカテカしているし、ここまでシリアスな雰ふん囲い気きで来たのが台無しだと文句を言いたくなる。うん、これは酷ひどい。

「……何これ」

『何でしょうね？』

　ここまで共に来た穂積雷火を見れば、その顔は名状しがたい感情に歪ゆがんでいる。赤いマフラーで口元は隠されているが、しかし、どんな表情をしているのかは何となく分かる。さぞかし嫌そうな顔をしていることだろう。

「秋山先生は、普段からこんな、気持ち悪い場所で、生活しているの？」

『いやお前、気持ち悪い場所って……』

　あまりにも直球ストレートな言葉でアレだけど、確かに目の前のこのマッスルミュージアムを表す言葉としては的確だ。一人一人ならともかく、ロビー内に所狭しとマッスルが並んでいる様子は、さながらマッスルの競せり市いちのようですらある。

「こんな場所にいて、秋山先生は、大丈夫、なの？」

『いや別に、常にマッスル達に囲まれているって訳じゃ……まあ、そんなことは別にいいんだよ。とにかく急ごうぜ』

　そう、こんなマッスルミュージカルに気を取られている場合ではない。急いで最上階にいる秋山忍の……夏野霧姫の下へ、向かわなければならないのだ。

　南海テレビからここへと来る途中、夏野にも鈴菜にも連絡を試こころみたが、両者ともに連絡は取れず、現在の詳しい状況は分からないまま。雷火の言う通り、本当に夏野が引ひき籠こもってしまっていると言うのなら、一刻も早く会って、話をしなければならない。

　俺には、その理由がある。

　だから、早足でロビーを抜けて、奥にあるエレベーターへと向かおうとするが。

「キレてまぁーす！！！！！」

「ナイスポ────ズ！！！」

『筋肉達が邪じや魔まで前に進むことが出来ない!!』

　こんな嫌なバリケードがあるか!?

　ロビーを埋め尽くすマッスル達が、文字通り肉の壁となって、俺達の進路を阻はばむ。ひたすらに邪魔だし、あと暑くて臭い、テカテカして眩まぶしい。小さい犬の身体からだの俺ですら、前へ進めないのだ。いくら小柄な体型とはいえ、人間である雷火が通れる筈はずもなく。

「キレてまぁーす！！！」

「おおきーい──！！！」

「……!!　…………!!」

　マッスルとマッスルによるサンドイッチを食らい、無言の悲鳴を上げている。

『お、おい、大丈夫か!?』

「暑い臭い暑い臭い臭い暑い臭い暑い」

『これはもうダメかも知れんね』

　初めて見た時の雷火の印象は、何だか得体の知れない奴、という感じだったけど、迫り来るマッスルに対して悲鳴を上げる姿には若じやつ干かんの共感を持てる。いやまあ、これだけのマッスルに迫られて平気な人間なんていないと思うけど。

『ちょっ、ちょっと待ってろ!!　今助けるからな!!』

「おや、そこにいるのは犬君じゃないか!!」

『うおッ!?』

　雷火の下へと急ごうとした瞬間、少し離れた場所から声が掛けられた。

　聞き覚えのある、無む駄だに爽さわやかな声、宗むな像かた腕わん力りきだ。新稲葉が誇ほこる一番の筋肉、素晴らしきマッスル。中年男性連続失しつ踪そう事件の被害者でもあった人物である。

　宗像は、俺を見つけると無駄に爽やかな笑みを浮かべながらこちらに近付いて来る。そのおかげで、マッスル達の間にスペースが出来て、雷火も解放されることになった。

「うううううう」

『お、おい、大丈夫か？』

「暑い……臭い……」

　完全に疲ひ弊へいしきっている雷火。夏野との闘いの時ですら、ここまでの消しよう耗もうは見せなかったというのに、流石さすがはマッスルである。ちっとも褒ほめられたことではないけど。

「いやあ、犬君！　昨日はお疲れ様だったね！　ナイスラン！」

　そんな雷火とは対照的に、無駄に爽やかな宗像は、無駄に爽やかな笑みのまま近付いて来ると、無駄に爽やかにサムズアップを決めてみせる。

　ナイスランとは、『アイドルライブロワイヤル』での、俺の走りのことを言っているのだろう。ほとんど乱入みたいな形だったのに、良くあれが俺だって分かったものだ。

「ハハハ、あれから大変だったんだよ。ステラ君のおかげで、皆筋肉の興奮が抑えられなくなったのか、ジムにも沢山の人が集まっちゃってね！　ナイスマッスル！」

『ソレハヨカッタデスネ』

　まあ、筋肉のことはもういい。ともかく、これでエレベーターへの道が開けた。そそり立つマッスルの壁かべを踏とう破はして、最上階まで行かなくては。

「ハハハ、しかし突然エレベーターも階段も封ふう鎖さされて、マンション中が大混乱だよ！　全く困ったものだ！　おかげでジムも使えないから、皆ここでトレーニングをしているのさ!!　モアマッスル!!　ベストマッスル!!」

『……え？』

　困ったと言いながら、相変わらず無駄に爽やかな調子で語られる宗像の言葉。

　しかし、俺達にとってその言葉は、簡単に聞き流せるものではない。

『エレベーターと階段が、封鎖されているって？』

　俺達の目的は、最上階にいる筈の夏野に会うことだ。それなのに、エレベーターも階段も使えないのなら、そもそもそこに辿たどり着つくことすら出来ないじゃないか。

『お、おい雷火。どういうことか話を聞いてみてくれ』

「絶対に、嫌」

　ようやくマッスルのトラウマから立ち直ろうとしている雷火に頼んだら、ハッキリと嫌けん悪おの表情を向けられてしまった。確かに、あんな目に遭あった直後では酷こくな依頼だと思うけど、ここは我が慢まんしてもらわないと。

『しょ、しょうがないだろ。いくら筋肉とはいえ、犬の言葉は通じないんだからさ』

「…………」

『これも夏野に会う為だ、協力してくれよ』

「…………聞くって、何を？」

『エレベーターと階段が封鎖されている理由だよ。それが分からないと、最上階まで行けない。秋山忍に会うことすら出来ないんだぞ』

「……分かった」

　夏野の名前を出すと、不ふ承しよう不ぶ承しようという様子で、宗像の前に進み出る雷火。若干、筋肉に怯おびえるようにしながら、話し掛けようとするが。

「……あの」

「おおっと、初めて見る顔だね！　君も入会希望者かな？　うん、見たところなかなか素晴らしいマッスルを持っているじゃないか！　流石犬君！　こんな素敵なマッスルルーキーを連れて来るなんてやるねぇ！　ファインマッスル！」

「え、や、違……」

「ハハハ、何も心配することはないよ！　我が『ブートキャンプ新稲葉』はいつだって誰にだって門戸を開いているからね！　今日はちょっとエレベーターが動かないからジムは使えないんだけど大丈夫大丈夫！　筋肉はいつだって燃え上がるんだ！」

「エレベーターが、動かない、理由は……？」

「そうだ！　まずは、入会特典として、この特製プロテインをプレゼントするよ！　ここで飲んで行くかい？　よーし、じゃあググッといってみようか!!」

「！！！！」

　宗像の無駄な勢いのまま、ひたすらプロテインの摂取を強要される雷火。容器には、勿もち論ろん宗像印のマッスルマークがプリントされている。

「さあ！　ググッと！」

「!?!?!?!?」

　盛大に首を振りながら固こ辞じする雷火。恨うらみがましくこちらを見てくる目の端には、怒りの色に混じり、若干の涙すら浮かんでいる。

　そんな目で見られても、どうすることも出来ませんよ。

　俺は、ただの犬なんだからさ。




　結局、雷火による決死の聞き込みの結果分かったことは。

『マンションの危機感知装置が、地震と落雷と火事と竜巻をいっぺんに感知したせいで、エレベーターは緊きん急きゆう停止。階段や廊ろう下かには、非常事態用の隔かく壁へきが降りて通れなくなったって言うのか……』

「うん。装置の誤ご作さ動どうだろうって」

『そんなバカな』

　確かにこのマンション、変なスポーツジムがあったり、変な火力発電所があったり、変な住人が沢山住んでいたりするせいで、妙な騒動が起きるのは日常茶飯事だ。

　しかし今の状況、俺達が、夏野の下へ向かおうとしているまさに今。危機感知装置の誤作動が偶然起きて最上階へ行くことが出来なくなる、なんてことが生じるなんて有り得ない。

　そこには、何者かの意志が感じられる。

　俺達を夏野の下へ向かわせまいという、邪悪な意志が。

『誰が、そんなことを……』

　いや、分かっている。そんな企たくらみをする奴なんて、一人しかいない。

　柊鈴菜だ。

　俺へと凶刃を振るい、夏野を追い込んだ人物。夏野に、秋山忍に、『大罪シリーズ』最終巻『色欲』を書かせるという目的の為に、全てを計画した人物。俺と共通する目的を持ちながら、しかし絶対に相容れることのない、不ふ倶ぐ戴たい天てんの相手。

　最初から分かっていた、俺にとってのラスボスだ。

　鈴菜の目的は、『色欲』を夏野に書かせること。

　その為には、執筆を躊躇ためらわせてしまう俺の存在が邪魔だった。だからあいつは、俺を鮮血の中に沈め、夏野を執筆へと追い込もうとした。しかし結果として、夏野は外界から身を閉ざし、引き籠ってしまった。夏野が今何をしているのかは分からないが、鈴菜は、こうしてマンションごと閉ざしてまで、俺達が近付くのを阻もうというのか。

『……ったく』

　俺は、夏野と話をしなければならない。

　読者として、ずっと側に居続けたからこその言葉を、届けなければいけないのに。

『何か、上に行く手段はないのか？　例えば、強行突破とか』

「このマンションの、隔壁。何枚も、何ヶ所も、仕掛けられていた。私の手持ちの武器じゃ、どうにもならない」

『手持ちの武器？　お前、武器なんて持っていたのか？』

「……これ」

　俺の疑問に、雷火は懐ふところから万年筆を取り出す。どこにでもある普通の黒い万年筆だ。

「一応試してみたけど、私の万年筆じゃ、どうにもならなかった」

『いや、万年筆は武器ではないんですけど？』

　どうした、急に何を言い出すんだこいつ。

「私の万年筆、超速度で放たれた筆圧は、鉄板如ごとき簡単に貫く。人体も余裕」

『だから何を言い出すんだお前!?』

　こいつおかしいよ!!

　忘れていた。こいつは、あの秋山忍と渡り合う存在なんだった。全てにおいて規格外の秋山忍、その相手たり得る穂積雷火だ。そんな奴が、只ただ者ものである筈がない。

「どんな筋肉を纏まとおうとも、無駄」

『マッスルの皆逃げてぇ!!』

「とにかく、突破は無理。あれは多分、特別製だから。それに、マンションの危機感知装置が、迎げい撃げきモードになっている。外壁を登ろうとしても、迎撃される。何か、別の手段を考えないと」

『どういうマンションなんだよ、ここは』

　おかしいおかしいとは思っていたけど、ここまでとは。

　俺達は一体どんな魔境に住んでいたというのか。不思議なダンジョンかよ。




「おや、犬君。まだここにいたのかい？」

　これからのことを考えようと、ロビーの入り口の階段に腰を下ろしていたら、宗像が話し掛けてきた。雷火の身体が戦闘態勢を取る。頼むから落ち着いてくれ。

「ハハハ、別行動とは珍しいね。夏野君が新稲葉駅の方に向かって行ったから、そっちの方に何か用事でもあるのかと思ったけど、違うのかい？」

『え？』

　夏野が、駅の方に向かった？

『あいつ、この中にいるんじゃないのか？』

　てっきり、この閉ざされたマンションの最上階で引き籠り続けているものだと思っていた。というか、夏野をここに閉じ込めて、外からの接触を断つ、それこそが鈴菜による計画ではなかったのか。ここに夏野がいないのなら、マンションを封鎖する理由なんてないんじゃないのか。

『……一体、何をしようとしているんだ？』

　夏野の不在。

　それなのに閉ざされたマンション。

　状況は分からない。

「行こう」

『……ああ』

　雷火の声に顔を上げる。状況は分からない。だからこそ、今俺のやるべきことは一つしかない。

「あ、夏野君に会ったら伝えておいてくれないかな。何だか最近元気がないみたいだったけど、そんな時こそ筋肉を鍛きたえるべきだってね！　ハハハ!!」

『……結局筋肉なのかよ。まあ、伝えられたら伝えておくけど』

　宗像の声に了解の一ひと吠ほえを返して、外へ。

　夏野が向かったとされる、新稲葉駅の方に向けて駆け出す。

　今は、とにかく、一歩でも前へ。


　　　　　　　　



　雷火と並んで、新稲葉商店街を歩く。

　数日前までは、夏野と共に歩いていた道。

　早足で進んで行く雷火に付いて行く為には、俺の短い脚を精一杯動かすしかない。夏野は、俺の歩幅に合わせて歩いてくれていたのだと、今更ながらに気が付く。

　しかし、そんな夏野は、今はいない。

　通い慣れた道が、どこか遠い風景のようにすら感じてしまう。

「……あれは？」

　雷火が急に前方を指差す。指の先にあるのは、新稲葉商店街の中程にあるペットショップ『ＩＧＧＹ』。店の前を掃そう除じしているのは、アフロこと、犬いぬ飼かい潔きよしである。

「あれは、何？」

『何って、ご覧の通りのアフロだけど……？』

　マッスル宗像と同じく、中年男性連続失踪事件に巻き込まれた被害者の一人。人畜無害で良いアフロだ。まあ、悪いアフロってのを見たことがないから分からないけど。

　しかし雷火は、妙に真剣な様子でアフロを見つめると。

「あのアフロ、おかしい」

『いや、おかしいって何が？』

「あんな髪かみの毛……重力に耐え切れる筈、ない」

『お前、そこは言わないでおいてやれよ』

　もうあのアフロは、ああいうアフロだっていうことにしておこうよ。

「絶対、頭ず蓋がい骨こつの形が、おかしい」

『骨格にまで文句を付けるの!?』

　いや、きっと努力して、頑がん張ばって、ああいった見事なアフロにしているんだから、そこは空気を読んであげようじゃないか。アフロ制作の巨きよ匠しようたるゴメスさんの秘技とかの結果なんだよ、多分。本人もそんなこと言っていたし。

「確かめてみる」

『はぁ？　確かめるって、何を？　どうやって？』

「万年筆で突つついてみる」

『止やめて!!』

　絶対に止めて下さい。鉄板すら貫ける筆圧で突いた日には、アフロは無事では済まない。いやアフロが無事でも、多分アフロの中のアフロがダメになってしまう。そうなったら、後に残るのはただの黒いもさっとした物体である。

「でも、確かめないと」

『だから止めろって!!　あれはもう、そういうものなんだよ!!』

　しかし雷火は、俺の制止の声などお構い無しに、アフロへと近付いて行く。その目は妙に真剣で。

『だ、ダメだ！　アフロ！　逃げろ！　逃げて！』

　一歩、雷火の歩みがアフロに近付く。

　俺の叫びも空しく、アフロは気が付かない。中腰になって店の前の掃除をしている。それはつまり、アフロのアフロが、雷火にとって丁ちよう度ど良い高さにあるということで。

　手を伸ばせば届きそうな距離。

　雷火は、静かな表情のまま、手にした黒い万年筆を振り上げ。

『ちょっ、ちょっと待てって!!』

　このままじゃ本当にマズい。アフロに向けて駆け出す。せめて体当たりで打点をずらして、アフロの致命傷を回かい避ひさせないと！　アフロピンチ！

『アフロォォォォォォォォ！！！』

「おやクロ、こんにちわぁぁぁぁぁ!?」

　間かん一いつ髪ぱつ、アフロが俺に対して振り返ったことで、万年筆の一いち撃げきを回避。

　結果、目標を失った雷火の万年筆は空を切り、駆けつけた俺の右耳付近をかすめることとなった。結局のところ、貧乏くじを引くのはいつも俺なのである。




「いやー、いきなり襲い掛かって来るから、夏野さんかと思ったよ」

『その感想はどうなんだろう』

　何とか事なきを得たアフロ。アフロの中では、襲われるイコール夏野、という図式が成立しているのだろうか。まあ、あながち間違っていないかも知れないけど。

「あ、でも、今日は何だか元気がなかったかな？　さっきも店に来たんだけど、何をするでもなく、ただボーッとしていただけだったし。クロ、喧けん嘩かでもしたのかい？」

『いや、あいつと喧嘩なんてした日には五体満足じゃ済まない……って、ちょっと待てよ、アフロ。夏野の奴、ここにも来ていたのか？』

「どういうこと？　答えてアフロ」

「ひいぃぃぃぃ!?　な、何がですか!?」

　アフロ、再びのピンチ。雷火は、またもや万年筆を振りかぶると、アフロのアフロに向けて狙ねらいを定めながら、尋じん問もんを開始する。

「秋山先生……その人は、ここに来たの？」

「は、はい！　来ました！　すぐに出て行っちゃいましたけど！」

『やっぱり』

　宗像は、夏野が駅の方へ向かって行ったと言っていた。ここでも目もく撃げき情報があったということは、本当に夏野は今、あの閉ざされたマンションから離れ、この新稲葉の街のどこかにいるということだ。でもそれなら、あいつは一体、どこに向かっているんだ？

「行き先に、心当たりは？」

「あ、ありません！　知りません聞いてません分かりません！」

　泣きながら首を振るアフロ。雷火の万年筆は、既に真ん中ぐらいまでアフロの中に突き刺さっている。絶対に万年筆の使い方を間違っていると思うんだけど、誰がこいつにこんなことを教えたのか。文房具屋さんは教えてくれないよね？

「な、夏野さんは、店の中に入ってくると、そこの床のところを見つめて……声を掛けても反応がなくて、しばらくしたら、またフラッと出て行ってしまったんです！」

『店内に入ってきて、床を見つめる？』

　妙な話だ。夏野にとって、ペットショップに来たら、アフロのアフロを襲うのが当たり前の行為なのに。日課とも言える行為なのに。

　アフロの足下を通り、ペットショップの中、夏野が見つめていたという床を調べる。何の変へん哲てつもない、薄クリーム色のタイルの床だ。

『ここって……？』

　この場所からの視界には、見覚えがある。壁を埋め尽くす動物のケージ。天てん井じようの明るい照明。レジと、アフロの休きゆう憩けい用の椅い子す。細部に違うところはあるものの、かつて俺が一週間を過ごした時と変わらない光景が広がっている。

『そう、俺はここで、初めて夏野と……』

　そう思いを馳はせた瞬間、一つの考えが頭を過よぎった。

『あいつ、まさか……』

　夏野の行動の理由。引き籠ったと言っておきながら、何故かマンションから離れ、新稲葉の街を歩いている理由。

　それは、俺の思い違いでなければ、ひょっとして。

『おい、アフロはもういいよ。次に行こう』

「次？」

『ああ、夏野の行き先が分かった。ここから出て、駅の方に行った筈だ』

「駅？　駅に向かったの？　答えてアフロ」

「は、はい！　確かに、夏野さんは駅の方へ向かって歩いて行きました！」

「……そう、分かった」

　雷火は、僅わずかに残念そうにアフロから離れる。

　夏野といい、こいつといい、あのアフロにはそんなにも加か虐ぎやく心しんを煽あおる何かがあるのだろうか。まあ、踏んだら凄すごい気持ち良いのは分かるけど。

　ペットショップ『ＩＧＧＹ』を離れ、俺達は新稲葉商店街を駅の方へ向けて歩き出す。

　一度振り返ると、アフロがこちらに向けて大きく手を振っているのが見えた。




　新稲葉駅を抜けたところで、本ほん田だ書店のドジッ子店長、オッチャンこと本田文ふみ夫おにも出会った。『アイドルライブロワイヤル』では大だい活かつ躍やくしていたオッチャンだが、日常に戻ったオッチャンはやはりオッチャンで、オッチャンでしかなかった。

　どうやら、オッチャンも夏野を見かけたらしく、『フラフラとした様子で住宅街の方へと向かって行ったよ。何だか大きな鞄かばんを持っていたなぁ』とのことだった。あと、雷火が作家だと知って、サインを頼んでいたけれど、そういう勝手なことをしていいのだろうか。桜さくらか奥さんに確認を取った方が良いんじゃないの？

『やっぱり住宅街か』

「秋山先生の行き先に、心当たりが、あるの？」

『多分な。ちょっと確かめたいことがあるから、この先もう一ヶ所だけ寄るぞ』

「……分かった」

　雷火と並んで、新稲葉を駆かける。

　空が茜あかね色に染まろうかという頃、俺達が辿り着いたのは、人々から忘れ去られたように佇たたずんでいる廃はい墟きよ。あれから、まだ一年も経たっていない筈なのに。人が訪れることがなくなったせいか、雑草の類たぐいも生え放ほう題だいで、荒れ果てていた。

　そんな、打ち捨てられた建物。俺にとっては非常に大きな意味を持つ建物である。

　その建物の名は『喫きつ茶さ清せい陽よう』。

　かつての俺は、幾度となくここに通い、そして本を読んでいた。

　しかし、突とつ如じよ現れた強ごう盗とう犯はんの手によって、命を喪うしなうこととなった。

　俺と夏野が、最初に出会った場所で。

　そして、永遠に別れた場所。

『懐かしい、な』

　ここに来るのは、夏野と一緒に真犯人を吊つるし上あげた、あの日以来だ。まさか、こんな形で、自分が死んだ場所に戻って来るとは思わなかったけれど。

『俺の予想が確かなら……やっぱり、そうだ』

　凄惨な事件があったこともあってか、『喫茶清陽』の玄げん関かん扉とびらは、厳重に鎖くさりで封鎖されている筈で……しかし、その鎖は今、見事に切断されている。武骨な鎖の切れ端が、所在無げに揺れていた。

「この切り口は、秋山先生のハサミ」

『切り口で分かるものなのか？』

「余裕」

　何故か満足気に頷うなずく雷火。意味は良く分からないが、凄い自信だ。

　まあ、この鋭利さは確かに夏野のハサミによって切断されたものだ。この世で一番多く夏野のハサミを受けただろう俺には分かる。ハサミの切れ味は俺の身体が覚えている。間違いなく、夏野の仕し業わざだ。

『それじゃあ、中に入ってみよう』

「分かった」

　店の内部は、薄暗い。電気は通っておらず、頼りになるのは、窓に打ち付けられた木板の隙すき間まから射さし込こむ光だけ。

　そんな僅かな光を受けた店内は、ひどくがらんとしていた。テーブルと椅子が運び出され、その他の設備も取り外されているせいだろう、記憶の中よりも広く感じる。床には埃ほこりが積もっていて、間違っても、血が飛び散っているなんてことは、ない。

　あの事件のことを感じさせる痕こん跡せきは、どこにもなく。

　その代わりというように、床を埋め尽くす埃の上には、足跡が残っている。

『……夏野の足跡だ』

　それは、見覚えのある、夏野の黒いピンヒールの足跡だ。

「やっぱり、秋山先生は、ここに来たの？」

『ああ、間違いない』

　足跡は、店内を一回りした後、窓に近い一ヶ所に多く残されていた。その辺りを重点的に、何度も往復していたのだろう。果たして、夏野はここで何を思っていたのだろうか。

　かつては、喫茶店の座席があっただろう場所。

　ただの高校生が、いつも座っていたと思おぼしき、その場所で。

「建物の奥にも、誰も、いなかった」

　と、店の奥の方を見ていた雷火が戻って来た。

「秋山先生以外に、誰かがいた形跡も、ない」

『そうだな、普通はこんなところに、用はないだろうからな』

　吐き捨てるように呟つぶやくも。しかし、この店で読んだ本のことは、忘れようもない。泥のように不ま味ずいコーヒーの味も含めて、ここには思い出が多過ぎる。

　今の自分には遠い、そんな思い出が。

『……行こう。多分、次が最後だ』

　雷火を促うながして、外に出る。

　思わず涙が出そうになるのは、きっと埃か何かのせいだろう。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【大罪シリーズ】……　秋山忍の著作。秋山忍の著作の中でも最大級の難なん易い度どを誇る怪物図書。一巻『傲ごう慢まん』、二巻『嫉しつ妬と』、三巻『憤ふん怒ぬ』、四巻『怠たい惰だ』、五巻『強欲』、六巻『暴食』と、各巻のタイトルは『七つの大罪』に由来しており、最終巻のタイトルは『色欲』。春はる海み和かず人ひとは、『色欲』を読む為に、ミニチュアダックスフンドの肉体で蘇よみがえり。柊鈴菜は、『色欲』を書かせる為に、他の全てを巻き込んで騒動を起こすこととなった。『色欲』の結末は、秋山忍の手に握られている。






「ここ……？」

『ああ』

　イマキュレット新稲葉。

　ＩＧＧＹ。

　本田書店。

　喫茶清陽。

　夏野が痕跡を残していた場所。

　それはどれも、俺達の出会いの切っ掛けになった、そして多くの時間を過ごした場所。他の誰にも分からなくても、俺達だけには分かる場所だった。

　だから、最後にここに辿り着くのは、最初から分かっていたことだ。

　夏野の痕跡を追い求めて辿り着いたのは、俺にとって、何よりも思い出深い場所で。

　住すみ谷や荘そう。

　生前の俺、春海和人が、過ごし暮らしたアパート。

　ありったけの本を詰め込んだ、俺にとっての聖地、あるいは基地。この場所に対する思い出は、春海和人が今まで読んで来た本の重みに等しい。まだそれ程の時間が経っていないにもかかわらず、懐かしい思いが胸の中を駆け巡る。

「確かに、秋山先生が、ここに来ている」

『分かるのか？』

「間違いない。さっきの廃墟にあった足跡と、ここの泥に残っている足跡が、完全に一致している」

『お前、鑑かん識しきか何かなのか……？』

「これ位、誰にだって出来る」

『いや、誰にでもってことはないと思いますけど……っていうか、何やってるの？』

　雷火は、地面に這はいつくばりながら、夏野の足跡らしきものを検けん分ぶんしている。

「こうして調べれば確実」

『そ、そうか』

「味も見てみよう」

『止めて!!』

　マフラーをずらし、更に地面に顔を近付けようとする雷火を止める。画え的にも色々とマズそうだし、犬のアイデンティティが揺らぎそうになる。別に張り合う必要はないんだけど。

「……足跡は、部屋の方に、向かっているみたい」

　僅かに残念そうな顔をしながら起き上がると、雷火は部屋の方向を指差す。

『アパートの鍵かぎは、夏野が持っている筈だからな。さて、どの部屋にいるんだろうな。まあ、一つ一つ確かめてみればいいか』

「鍵が掛かっていたら、破ればいい」

『ああ、うん、そうだね。夏野も似たようなことを言っていたよ』

「秋山先生と似ているなんて……照れる」

『照れるところじゃないんですよ？　お前らの犯罪の手口が似ているっていう話をしているんだからね？』

　本当に、こいつらはどうしてこんな有様なんでしょうか。

　まあ、そんなことはどうでも良い。夏野が、何を思ってこの住谷荘に来たのか。何故、わざわざ俺達が関かかわった場所に痕跡を残しながら、まるで導みちびくかのようにここまで来たのか。それも、実際に会って話を聞けば分かることだ。

　門を抜け、敷しき地ち内ないに踏み込む。まず向かうのは一番近くにある部屋、一〇一号室。元々は俺が住んでいた部屋だ。

『よし、行くぞ』

「わ、分かった」

『……って、何か緊きん張ちようしていないか、お前？』

「緊張なんてしていない。あ、秋山先生に会えるからって、緊張なんてしていない」

　いや、どう見ても緊張している。表情が固まっているし、マフラーの先までカチコチじゃないか。どうなっているんだよ、そのマフラー。

　と、その瞬間。住谷荘一〇一号室の扉が、音を立てて開いた。

『!?』

「!?」

　誰かが、部屋の中から出てくる。

　まさか向こうから開くとは思わなかったので、完全に反応が遅れる。

『な、夏野!?』

「あ、秋山先生!?」

　しかし、扉の奥から現れたのは、俺達が待ち望んだ黒衣の作家ではなく。

「誰ぴょん？」

　頭にウサ耳を生やした、小さな女の子であった。




『お、大家さん!?』

　扉の奥から現れたのは、頭にウサ耳を生やし、明るい色に染めた髪をショートカットに切きり揃そろえた女の子。ウサ耳とお揃いなのだろうか、何だかフワフワモコモコとしていて、まるで着ぐるみのような服を着ている。

「わぁ、可か愛わいいワンちゃんだぴょん！　可愛いぴょん！　賢かしこそうだぴょん！」

　足下の俺を抱え上げると、元気に飛び跳ねる。外見だけを見れば、ウサ耳を付けた小さな女の子が、犬にじゃれついているように見えるだろう。しかし、実際は違う。

　住谷夕ゆう樹き。

　このウサ耳の正体は、俺、春海和人にとっては祖母の弟の娘の旦だん那なの友達の娘、という良く分からない関係の人物にして、この住谷荘の元大家である。こう見えて、歴れつきとした成人女性、しかも弁べん護ご士しなのだ。

「こ、この人は、誰」

　突然の事態に混乱する雷火。それもその筈だ、てっきり秋山忍が出てくると思っていたら、全く関係のないウサ耳が出てきたのだ。肩すかしどころの騒ぎではない。

『ああ、この人は住谷夕樹。この住谷荘の大家……いや、この建物の所有権自体は夏野に移い譲じようされているから、元大家か。つまり、そんな感じの人だよ』

　俺が死んでしまったことで空いたアパートを、夏野が管理することで存続させてくれたのだ。俺の部屋が無事に残ったことを、当時は感謝したものだけど。

　しかし何故、今になってこんな場所に元大家さんが現れたのだろうか。

「それで、何か用ぴょん？　ここに人が来るなんて珍めずらしいぴょん。ここには誰も住んでないぴょんよ？」

「あ、あの、私達……私は、秋山先生……夏野さんを、探していて」

　雷火は、若干戸と惑まどいながらも大家さんへと会話を試みる。見た目こそ奇抜だが、しかし基本的には常識人が相手なので、ちゃんと話をしようとしているのだろう。

「あー、霧姫ちゃんのお友達ぴょん？」

「お、お友達だなんて、そんな、恐れ多い、です」

「違うぴょん？　じゃあどんな関係ぴょん？」

「は、はい、その、あの、奴ど隷れい？」

『おい』

　一体何を言い出すんだ何を。悩んで考えた結果がそれかよ。どういう思考回路でその単語が出てくるんだよ。素直にお友達か、それが駄だ目めなら、同業者で良いだろうが。

「そっちのワンちゃんは？」

「下僕？」

『おいこら』

　今度は即答か。つーか、奴隷と下僕のコンビって、俺達は一体何者なんだよ。

「ふーん、ぴょん？」

『……？』

　大家さんは首を傾かしげながら俺達を見つめてくる。上から下まで、俺達を検分するかのように。そして最後に、視線を真まっ直すぐにぶつけてきて。

「……霧姫ちゃんなら、さっきまでここにいたよ？　ぴょん？」

『え!?』

「でも、ちょっとだけ遅かったぴょん。ついさっき、出て行っちゃったぴょん」

「出て行ったって……どこに!?」

「あっちぴょん」

　答えながら、大家さんは指を大きく上に向ける。

『……上？』

「せ、先生は二階に!?」

「ブッブー、だぴょん」

　両手で大きく×印を作りながら、大家さんは俺と雷火を交互に見つめる。その瞳ひとみはいたずらっ子のように楽しそうで。

「霧姫ちゃんは、どこかの出版社さんのヘリに乗って飛んで行っちゃったぴょん。確か、お家うちに帰るって言っていたぴょん」

『なっ!?』

「そんなっ!?」

　遅かったか。出版社のヘリってのは、恐らく鈴菜が用意した書しよ林りん社しやのヘリだろう。家に帰るというのはつまり、あのイマキュレット新稲葉に引き返したということだ。

『って、あいつ、本当に何を考えているんだよ』

　ここまで追いかけてきたのが無駄になってしまった。引き籠っていると思ったら外に出て、外に出たと思ったら引き籠る。やけに俺達の思い出に関係した場所ばかりを回っているから、てっきり、この住谷荘が終点だと思っていたのに。

「ああそうそう、霧姫ちゃんが言っていたぴょん」

『え!?』

「何を、ですか」

「誰かが来たら、この部屋の中を見せてあげて欲しいって」

「この部屋を、見せる？」

「そうぴょん。だから、君達はこの部屋を見て行けばいいぴょん。私は今から出掛けなければいけないから、戸締まりは任せるぴょん。鍵は机の上に置いてあるぴょん。って、もうこんな時間、急がないと大家サミットに間に合わないなこれ…………ぴょん」

　語尾が一瞬怪しかったのは、その大家サミットなるイベントのせいだろうか。つーか何だよ、大家サミットって。全世界の大家が集ったりするのか？　議題は、敷しき金きんの上手な徴ちよう収しゆうの仕方とか？

「そうそう、霧姫ちゃんに、流石にそろそろ器物破壊の規模がヤバいって伝えるぴょん。絶対に伝えるぴょん！　よろしくぴょん!!」

　そう叫び、大家さんはぴょんぴょん跳ねながら、住谷荘から出て行く。

　その場に残されたのは、呆あつ気けに取られた犬と人だけだ。

　数瞬おいて我に返る。

『行くしか、ないな』

「行くしか、ない」

　確認するまでもない。俺達は迷うことなく、目の前の扉に手を掛けた。




　俺達を迎え入れるかのように、あっさりと開く扉。

『……おお、来たな』

　途と端たん、鼻び腔こうを突くのは、馴な染じみの香り。

　それは、この部屋を埋め尽くす本の香りだった。

　ここは、かつて住んでいた俺が、必死になって集めた本の楽園。

　半分近くの本を夏野のマンションへと移動させたが、まだここには沢山の本がある。

　目を瞑つむっていても分かる。この部屋のどこに何があるのか、俺は良く知っている。久し振りに訪れたこの部屋は、変わることなく、俺を出迎えてくれた。

『……いや』

　違う。

　記憶通りの、本の森の中で一つだけ、異なる箇所がある。

　部屋の隅に置かれた机の上に、赤い何かが、積み上げられている。

　まるで石塔のように重ねられた、重量感のあるそれは、俺も良く知っている本で。

『これは……』

「秋山先生の『大罪シリーズ』。『傲慢』から『暴食』までの、既刊六冊」

『そうだ。いやちょっと待てよ。これって……？』

　積まれた本から視線を外し、部屋の奥の本棚を見る。そこに並べられた分厚い背表紙。それもまた、同じく秋山忍の『大罪シリーズ』。俺にとって一番大事な本だからこそ、この部屋にも大切に保管してあるのだ。

『俺の「大罪シリーズ」はそこにあるよな？　じゃあ、これは……？』

　机の上に積まれた六冊に手を伸ばそうとして、気が付いた。丁度、犬の前足が当たる部分に、僅かに跡が残っている。この跡には見覚えがある。

『これ、俺が付けた跡だ。犬の前足で、本を押さえる時に付く跡。この前も読み返したから分かる』

　ということは、つまり。

『これは、夏野の部屋にあった「大罪シリーズ」？』

　間違いない。俺が一度見た本を間違える筈がない。

　でもどうして、夏野家の『大罪シリーズ』がこんなところにあるのか。

『……いや、考えるまでもない。夏野が、ここに持って来たんだ』

　本田書店のオッチャンも、何か大きな荷物を持っていたと言っていた。恐らく、この『大罪シリーズ』こそが、大荷物の正体に違いない。どういう意図があっての行動かは分からないけど、こんな大荷物、気まぐれで持って来るようなものではない。

　そこには、何かしらの意図がある筈だ。

「じゃあこれは、秋山先生の、個人的な持ち物ってこと？」

『ああ、そうだ』

「そう……」

　呟く雷火。積まれた『大罪シリーズ』を見つめると、力を入れて持ち上げ。

　そのまま、自分の上着の中に突っ込んだ。

『……っておおおおおぉぉぉぉい！！！』

　いきなり何をしやがる。あまりにもいきなり過ぎて、一瞬ツッコミを入れるのが遅れてしまったぞ！

『お、お前、一体何をしているんだ？』

「私は、何も、していない」

『いや、お前がやったことを、俺はこの目でしっかりと、見ていたんですけど!?』

「目が腐くさっているに違いない。きっと」

『酷いこと言うな!?』

　吐き捨てるように言う雷火。どうしてそこまでストレートに罵ば倒とうされないといけないんだろうか。夏野だってそこまでのことはしなかったですよ!?

　まあ夏野の場合は『あら駄犬、アナタの目がどうかしているんじゃないかしら？　確かめてあげるから、ちょっと目を出しなさい。ああ、自分で出来ないって言うんだったら、私がこのハサ次郎で迅速に摘てき出しゆつしてあげるわ。私は死に神と呼ばれた医者の医術を全てマスターしているのよ、安心しなさい』となるので、どちらがマシなのかは難しい問題である。そいつ安楽死専門だしな。安心出来ねえよ。

「とにかく、君の目は腐っている。そして私は急用を思い出したから、帰る」

『そうか、だったらその本を置いて行けよな』

「何を言っているか分からない。私は、秋山先生所有の『大罪シリーズ』のことなんて、何も知らない」

『俺はお前が何をやっているのか分からないんだよ』

「分からないのは、君の頭が悪いのが悪い」

『お前は俺のことが嫌いなのか？　そうなんだな？』

　そんな、勇気ある万引き犯みたいなことをしている理由がサッパリ分からないんだ。

　秋山忍の『大罪シリーズ』は、相当な厚さを持つ本である。それを強引に詰め込んだ雷火の上着は、大きく膨ふくれ上あがっている。チェストバスターでも出て来るのかよ。本をポケットに詰め込んで武装としたどこかの強盗犯のことを思い出しそうになる。

『……お前。ひょっとして、その本が欲しいのか？』

「そんなことはない」

　無表情で否定する雷火だが、僅かに焦あせっているようにも感じられる。

「私は、そんなことは、しない」

『秋山忍所有の、秋山忍の人気作か。そりゃ確かに貴き重ちようなものだよな。お前、それをどこかの古本屋に売り払って小銭を稼かせごうって言うんじゃないだろうな。つっても所しよ詮せんは中古品だ。せいぜい一〇〇円ぐらいにしかならないと思うけど』

「そんなことない。一〇〇億は行く。殺すぞ」

『怖いな!?』

　一瞬にして殺気が膨れ上がる。超怖い。地下駐車場の再来かと思う程だ。つーか、めっちゃ動どう揺ようしているじゃないですか。何だか小刻みに震えているし、汗もかいている。筋肉達に絡まれた時よりも激しく動揺しています。

「私なら一〇〇億出す。心しん臓ぞうを質に入れても出す」

『質屋が困るから止めような？』

　しかし、その反応で分かった。

　こいつと俺が、確かに同類ということが。

　一見冷静で冷れい徹てつな性格に見える、穂積雷火。しかし、彼女は単なる秋山忍のファンではない。俺がまさにそうだから良く分かる。

　作家という立場で、秋山忍をライバル視しているのではなく。それ以前に、秋山忍自身に心酔しているからこそ、ああして俺達の前に現れたのではないか。

『いや、つーかさ、それって多分、夏野が残したメッセージだろうから、元に戻してくれないか。全部終わったら夏野に頼んでやるから。本でもサインでも、好きなものを』

「……本当？」

『本当だよ。約束する』

「ハグも？」

『……大丈夫じゃないかな。多分』

「斬きってもらえる？」

『言わなくても斬ってもらえると思うよ？』

「そういうことなら」

　素直に本を取り出し、元通りに積み直す雷火であった。つーか、ハグしてもらいたいのかよ。あいつ全体的に平たいから、ハグしても特に楽しくないと思うんだけど。あと、斬られたいの？　お前もそっち系なの？

「えへへ」

　雷火の顔は、相変わらず、感情の薄い表情のままだったけれど。長いマフラーで隠されたその口元が、僅かに揺れていたのを、俺は見た。共に秋山忍を愛する者として、上う手まくやっていけるに違いない。

『うん、それじゃあ、話もまとまったところで……』

　目の前には夏野の『大罪シリーズ』が積まれている。恐らく、これを置いて行った夏野には何かしらの意図があると思うのだけれど。ただ積まれている本を見つめているだけではどうにもならない。

『さて、どうしたもんかね』

「とりあえず、この本を読むべき」

『そうだな、それしかないな』

　そういうことになった。




　二時間後。

『いや、本を読んでいる場合じゃないよね!?』

　とりあえず一冊分読み終えてから、本から顔を上げて、高らかにツッコミを入れる。

「どうして、読み終わってから、言うの」

『だって、読み始めた本を途中で止めるとか、それは読書バカとしての道理に反しているし。友達に噂うわさされると恥ずかしいし……』

「それなら仕方がない」

『納なつ得とくされた!!』

　いや、別にツッコんで欲しかった訳ではないんだけど。まさか納得されるとは思わなかった。今までになかったタイプですよこの人。

　まあ、読んでしまったものは仕方がない。現代が誇る怪物図書『大罪シリーズ』なので、一冊読むだけでかなりの時間を費ついやしてしまった。しかし良い本を読んだことで、俺の調子も良い感じである。やっぱり困った時には読書に限る。ビバ読書！

　同じように読み終えたらしい雷火も、本を置いてこちらへと向く。雷火が読んでいたのは『憤怒』。なかなかのチョイスじゃないか。しかし、俺と同じようなスピードで読み終えたということは。

『お前、この「大罪シリーズ」、読み込んでいるな!?』

「答える必要はない」

　同好の士ということで、大変嬉うれしい限りである。多少テンションが上がるのも、無理なかろうというものだ。

『うーん、でも……』

　いくら本を読んで頭を働かせても、分からない。夏野の『大罪シリーズ』が、何故ここに置いてあるのか。ページを捲めくってみても、何かメッセージが書かれていたり、手紙が挟まったりしているということもなかった。

　あいつは、結局何をしたかったのか。

「秋山先生が、どうして『大罪シリーズ』を置いて行ったのか、考えていたの？」

『ああ。良く分かったな』

　雷火は、『憤怒』を机の上に戻しながら、こちらを見つめて来る。先程までのちょっとフワフワしていた様子とは違う、真剣な色を持った瞳で。

「私には、秋山先生の深遠な考えなんて、分からないけど。でも、何となく分かる。多分、伝えたいのは『大罪シリーズ』のこと。先生は、ここに来た人に『大罪シリーズ』のことを考えて欲しくて、ここに置いたんだと、思う」

　雷火は、机の上の『大罪シリーズ』既刊六冊を撫なでると、静かに告げる。

「……君のことは、鈴菜に聞いた」

『鈴菜に？　菜沙じゃなくって？』

「そう。秋山先生の『大罪シリーズ』の執筆を、妨さまたげている犬がいることを」

『あいつ、そんなことを言っていたのか』

　雷火は、俺を真っ直ぐ見つめながら語り始める。

「私の目的は、『大罪シリーズ』の執筆をしてもらうこと。最高の作品を、書いてもらうこと。だから、菜沙に従った。作家の成長を促すという、話に乗った。そうすることで、秋山先生が変わってくれることを、信じていた。『色欲』を書いてくれるって。だけど、結局、変わらなかった。だから」

『だから……？』

「本人に、聞くしかなくなった。何故『色欲』を書かないのか、その理由を」

『……そうか』

　秋山忍と会って、話すことで、何かが変わることを期待したのだろう。何かの答えを得られることを期待したのだろう。しかし結果として、夏野は雷火に対して満足のいく答えを返さず、だから雷火は強引な手段に出るしかなくなった。

『そういう、ことだったのか』

　それなら、地下駐車場で出会った時の雷火の行動にも納得が行く。

　雷火が俺に向けていた苛か烈れつな感情の正体。それは、俺の存在が『大罪シリーズ』の最終巻『色欲』の邪魔になっていると考えていたから。

　確かに。

　自分が読みたい本があって。

　それを妨げる原因が目の前にあれば。

　本を求めて、強引な手段に出ることも、理解出来る。

　俺だって、同じ状況ならそんな行動に出てしまうかも知れない。

「私の名前、『穂積雷火』という作家の名前。今までに聞いたこと、ある？」

『いや、聞いたことない』

　少なくとも、『穂積雷火』という作家のことを俺は知らない。

「それは、当然のこと。だって、この名前を、一度も使ったことが、ないから。これは、私の、本名だから」

　穂積雷火は、いくつものペンネームを使い分けている作家だ。浜はま田だ陽よう一いち。野の田だ拳けん治じ。竹たけ口ぐち詳しよう子こ。加か賀が鉄てつ人ひと。猫ねこ野の不知火しらぬい。いくつもの名前を変えて、作風を変えて、驚きよう異い的てきな執筆速度で、何作もの作品を書き続けてきた作家。しかし、数多あまたある名前の中でも、穂積雷火という名前は、一度も使われていない。

　にもかかわらず、それが自分という作家の名前であると、アピールしていた。

「本当は、この名前はまだ名乗るつもりじゃなかった。この名前は、いつか私が書く、最高の本の為に、取っておいてある名前。大切な、名前。でも、秋山先生の前に立つ時は、偽物の名前じゃなく。本当の名前で、立ちたかったから」

　雷火は、ここにいない誰かに語り掛けるように喋しやべり出だす。

「だから、私は、私の為に、作家としての一歩目を踏ふみ出だす為に、秋山先生の『色欲』を読まなくてはならない。秋山先生の出す答えを、知らなくてはならない」

　それが、穂積雷火の理由。

　秋山忍を自らの相手として選んだ理由。

　作家としても、読者としても、秋山忍のことを知ることが、雷火の目的で。

　その目的は、今もなお続いている。

「……だから、その為には、どんなことでもしてみせる」

『雷火？』

「私は知っている」

　絞り出すように告げられた、雷火の言葉。

「秋山先生の『色欲』が完成することで、君が、消えてしまうかも知れないこと」

『…………そうか』

　当然、その可能性のことも聞いているだろう。俺にとって、一番聞かれたくはなかった言葉。あのドＭめ、本当に、余計なことばかりしてくれる。

　雷火は、こちらを一心に見つめている。

「だから、私は、秋山先生に、聞いた」

　そう、彼女もまた、秋山忍の『大罪シリーズ』最終巻である『色欲』の完成を、心待ちにしている。読者として、そして作家としても、自分が前に進む為に必要としている。それは、人生を懸かける程に真しん摯しな想おもい。

「どうして『色欲』を書いてくれないのか。最終巻を書かない理由は、何なのか。でも先生は、それに、答えてくれなかった」

　夏野は答えなかった。

　だからこそ、俺に問うて来る。

　絶対に答えを聞くという意志を秘めて。

　あの時、俺の首を絞めながら伝えられた意志に、噓うそはない。

「その理由が、君にあるのなら。私は、聞かなければ、いけない」

　向けられた、冷たい視線。

　俺が、決して目を逸そらすことの出来ない問いが、投げ掛けられる。




「この先『色欲』が完成することで、自分の存在、命が、失われるかも知れない。それでも、君は本当に、秋山先生に『色欲』を書いて欲しいと、そう言うの？」




　作家として、秋山忍を追い続け。

　読者として、秋山忍を求め続けた、その生き様。

　そんな穂積雷火の、真剣な問いに。




『当たり前だろ。俺は、誰よりも、あいつの書いた「色欲」が読みたいんだから』




　そう、迷うことなく、答える。

　最初から、それを読む為に、犬の肉体になってまでこの世に舞い戻ってきたのだ。

　それを誤ご魔ま化かすことだけは出来ない。

「本当に？」

『ああ、本当だ』

「自分が、消えるかも知れない、それなのに？」

『ああ。俺は、俺がどうなろうとも、夏野霧姫に、秋山忍に、「色欲」を書いて欲しいって思う。俺は秋山忍の一番の読者として、それを望んでいる』

　そう、それこそが純粋な想い。

『だから、俺はあいつに会わなくちゃならないんだ。あいつが今、何を考えているのかは分からないけど。会って、この想いを、あいつに伝えなければならない。俺はあいつに、書いて欲しい。そして、それを読みたいんだ』

　秋山忍の書いた『大罪シリーズ』最終巻『色欲』を読みたい。

　その想いに支えられて、俺は今、ここにいる。

「……それで、秋山先生は、納得するの？」

『する。俺が、納得させてみせる』

「秋山先生は、書いてくれる？」

『ああ、書かせてみせるさ』

「ただの読者が、そんなことを言うの」

『ただの読者だから言うんだ。それが、作家に届くって、そう信じているから』

　ここまで、夏野と共に歩んで来た道があった。その道程で知ったことがあった。

　その意味を、夏野に伝える。伝えなければならない。

　それで、俺がどうにかなってしまうとしても。

「……そう」

　雷火は、大きく息を吐いて、また俺を見る。その瞳の苛烈な色は、薄れていて。

「君が、秋山先生とずっと、一緒にいたことは、知っている。君が、秋山先生が大好きであることも、その覚悟も。だから、私は、信じる。君と、先生のことを」

『……ありがとう』

　その言葉に、どこか救われたような気がした。

　夏野と離れてしまっていて。人と話すことも出来ずに、不安になってしまっていた。

　それでも、彼女の存在があった。

　穂積雷火。俺と同じ意志を秘めた、作家。

　こうして言葉が通じることが、本当にありがたいと、そう思う。

　春海和人が、秋山忍を想う心。

　穂積雷火が、秋山忍を想う心。

　両者の間には、確かに共通する想いが存在する。

　片方は、本の続きを読みたくて、犬の姿で死の淵ふちから蘇り。

　もう片方は、少しでも近い存在になる為に、同じように本を書き続けた。

　自らの身も心も、秋山忍に捧ささげた俺達は、確かに、雷火が言ったように『同じ』なのかも知れない。ひょっとしたら、お互いに、秋山忍を想うからこそ、こんな風にお互いの言葉が聞き取れるのかも知れない。

『いや、流石にそれは考え過ぎか……？』

　でも、あながち無関係でもないだろう。想いが通じれば、言葉だって通じる。そんな物語、今まで何度だって読んできた。一度ぐらい、実現しても良いじゃないか。

「……でも」

　雷火は、俯うつむいていた顔を上げると、こちらを真っ直ぐに見つめて言う。

「君の言うことで、一つ、間違っている部分がある」

『……はぁ？　間違っているって何だよ』

　結構真面目に考えて、しっかり悩んで出した結論である。しかも、俺の命に関わる問題なのだ。正直、外からあーだこーだ言われたくはないんだけど。

　雷火は、憤ふん然ぜんとした様子で言う。

「君が、秋山先生の一番の読者だというのが、間違い。一番の読者は、私」

『はぁ!?』

　開戦。こいつ何を言い出したんだ。

『いーや、一番の読者は俺だ!!　秋山忍の読者オブ読者と言ったら、春海和人だと言っても過言じゃないからな！　現にこの「大罪シリーズ」も、読書用と保存用でしっかりと揃えているし!!』

「違う。それも、私の方が強い。私は、読書用と保存用と観賞用と崇すう拝はい用と添そい寝ね用で、五セット揃えているから」

『布教用はないのか？』

「秋山先生の本を読むことは、ＤＮＡに刻きざまれている真実。遠からず、誰もが秋山先生の素晴らしさに目覚めよと呼ぶ声が聞こえる。わざわざ、私が伝えるまでもない」

『お前、それは狂信者って奴なんじゃ……』

「私の脳内は秋山先生で出来ている」

『いや、それは俺の方だって同じだからな！　もう俺の中は秋山忍で埋まっているに違いない!!』

「とにかく、私の方が強い」

『そもそも強いって何だよ!?』

「私の読書力はスカウターが壊こわれるレベル」

『おうじゃあ、そのスカウターを持って来いよ。こっちは測る前に爆発させてやる！』




　春海和人と穂積雷火。

　共に、一人の作家を想う者の不毛な語らいは、夜まで続き。

　結局、俺達は、そのまま住谷荘で一夜を過ごすことになったのだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【柊菜沙】……　柊鈴菜の実姉。書林社第二文芸部副編集長。その苛烈なまでの仕事内容と、また歯に衣きぬ着きせぬ物言いから、鬼として恐れられることもあるものの、部下の編集者や作家からの信頼は厚い。それは、彼女が個人個人の能力を的確に見み出いだし、適切な道に導くという、判断力と人物観察力の鋭さ、更には行動力故である。編集長『ビッグファイア』の名を継ぐ者と目されているが、本人は今のまま編集者として仕事を続けたいそうだ。
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　翌朝。

「それじゃあ、温泉に行きますわよ!!」

『……はぁ？』

　眠気が一瞬で醒さめる。

　起き抜けに、何だかとんでもないことを言われたような。




　結局、雷らい火かとの舌戦のまま、いつの間にか眠ってしまっていたようだ。そして目覚めたら、いきなり目の前にそいつが立っていて、しかも訳の分からないことを言い出した。

　言葉の主は、水み無な川がわ真ま秀ほ。

　見た目は令れい嬢じよう、中身はポンコツの、お馴な染じみ駄だ嬢じよう様である。

　知らない相手ではないし、一昨日行われた『アイドルライブロワイヤル』の活かつ躍やくから考えるに、労ねぎらいの言葉の一つでも贈ってやるべきなんだろうけど。

　しかし、どうしてこいつがこの、住すみ谷や荘そうの部屋にいるのか。

「ふむふむ、この蔵書量、なかなかですわね」

　混乱する俺の前、ポンコツ駄嬢様はぐるりと室内を、というか室内を埋うめ尽つくす本達を見回した後、満足したように一つ頷うなずくと。

「良いでしょう！　この部屋を、わたくしの一〇八の図書館の一つに加えて差し上げますわ！」

　そんな突とつ拍ぴよう子しもないことを言い始めたのであった。

『はぁ!?　何を勝手に決めていやがる!!』

「ええ、最近、わたくしの図書館がみるみるうちに数を減らしていまして。少し補充しなければいけないと思っていたんですのよ」

『それは……えっと……誰のせいでしょうね？』

　図書館を撃げき墜ついしたり、破壊したりする誰かさんのせいでしょうね、きっと。

　俺が関かかわった件もあるので、そこについてはあまり強く言えないけど。

「しかしそこで、わたくしは気付いたのです。そもそも、図書館を飛ばしたり戦車にしたりする必要なんてないのではないかということに！」

『気付くの遅かったなー』

　大分遅かったと思いますよ。もう少し早めに気付いていたら、撃墜される図書館はなかったんじゃないのか。

「新たにわたくしだけの図書館を造るよりも、日本中に普通の図書館を造り、沢山の人々が利用出来るようにした方が有益でしょう。それこそが我が務めだとそう考え、こうして各地を回って、図書館に相応ふさわしい場所を探しているんですのよ」

『それがこの住谷荘なのか』

　やろうとしていることは立りつ派ぱだと思うけど、生あい憎にくここは俺の部屋なので止やめて下さい。そういう、金持ちの道楽めいたことは他でやってくれないだろうか。

「あらあら、ワンちゃんも喜んでくれているようですし、早速手続きをしておきましょう。名前は……そうですわね、『わたくしとワンちゃんのドリームハウス』とでもしておきましょうか？」

『喜んでない！　そして名前がダサい!!』

　いや、名前がカッコ良ければ了承するとかじゃないけど。他の図書館の名前は横文字でバッチリ決めていたのに。今更そのネーミングセンスは何なの？

「あらあらうふふ、早速ドリームハウスで本を読みましょうね」

『こ、こら、勝手に話を進めるな!!』

「ちょっと待てよ、真秀。そいつ嫌がっているんじゃねぇのか？」

『その声は!?』

　聞こえたのは、新たな声。

　その人物は、学ランの裾すそを翻ひるがえしながら部屋の中に入って来ると、ジッと俺の方を見つめて来た。その目はまるで、俺の心を見透かそうとしているかのようで。

「アフロ師匠との厳しい特訓で、動物を見る目は多少培つちかったつもりだからな。その犬、何だか不満そうにしているぞ」

『ステラ!?　何でこいつまで!?』

　早はや崎さきステラ。

　秋あき月づきマキシとアイドル対決を繰くり広ひろげた、男らしくも女らしい、アイドル作家だ。

「この部屋は、この犬にとっては大切な場所みたいだからな。お前みたいな奴に土足で踏ふみ込こまれるのは嫌だってさ」

「そんなことないですわ!?　こんな、本しかない部屋でわたくしを待っていてくれたのですから、もう嬉うれしさのあまり失禁しそうな勢いですわ!!」

「どこを見たらそう見えるんだよ。どう見ても、不満だって顔をしているじゃないか」

『はい、ステラさん大正解』

　ステラの言う通りである。実質的な持ち主が別にいるとしても、ここが俺の部屋であることに間違いはない。色々と思い出のある場所なのだ。勝手に他人の図書館にされてたまるか。この周囲の土地を買い取ってそこに図書館を建造するとかだったら、諸もろ手てを挙げて賛成するんだけど。

『ってか、おい、起きろよ』

　すぐ隣となり。『大罪シリーズ』を胸に抱きながら、ベッドに横になっている雷火の服を引っ張り、起こす。

『おい、お前の仲間が来たぞ。変なこと言い始めたから何とかしてくれよ。仲間だろ』

「何？　秋あき山やま先生の二番目のファンの犬」

『くっ、お前、まだ決着は付いてない筈はずだぞ！』

「もう勝負付いているから」

『黙っていれば調子に乗りやがって！　良いだろう昨日の続きだ！　古今東西、名前に「る」が入るキャラクターの名前！』

「……それで、真秀とステラは、どうして、ここにいるの」

『おぉい!?』

　スルーは止めてスルーは。

　寝起きということで、普段よりも若じやつ干かん不ふ機き嫌げんそうな顔の雷火は、俺のベッドから起き上がると、依然として言い合っている真秀とステラに向けて問いかける。

「あら、雷火さんも起きましたわね。それじゃあ全員揃そろったということで、温泉に行きましょう!!」

「……温泉？」

『だから何で温泉!?』

　今まで温泉に行く要素って何もなかったよね？　どうして急にホットスプリングス？

　何もかも分からないことばかり、早急に説明が要求されるんですけど。

　しかし真秀は、自分のペースを崩さない。

「本当は、秋山忍しのぶ先生も誘おうと思っていたんですけど」

『お前、この状況で夏なつ野のを誘おうとしたの!?』

　それは何というか、凄すごいですね。空気が読めないというか、何というか。

「お住まいのマンションまでは伺ったんですけどね。わたくしの家よりは簡素な建物でしたわ。だけどあのマンション、何だか妙な仕掛けばかりで、お部屋まで辿たどり着つけなかったんですの。そうですわね、佑ゆう斗と」

「そうだな、ご主人っていう足手まといがいなかったとしても、あれは無理だったな」

「足手まといではないですわ!?」

　ここぞとばかりに、主人に対して辛しん辣らつな言葉を飛ばすのは、汐しお待まち佑斗。

　水無川真秀お付きのニンジャ執しつ事じであるが、しかし主人に対する敬意が明らかに足りていないタイプの執事だ。無言で真秀の背後に控ひかえていたが、口を開けばこれである。

　佑斗は、やれやれ、というように肩を竦すくめて。

「まあ実際、あのマンション、どうかしているよ。あんなに激しく迎げい撃げきされるなんて思っちゃいなかったし。ステラにも手伝ってもらってどうにか逃げ出したけど、どうしてご主人は無茶をするんだか」

「ああ、大変だったな。マジで。真秀が余計なことを言い出したからだな」

「全く、ご主人は素直に図書館に籠こもって、『全国図書館だらけプロジェクト』とかいう計画を進めていればいいんですよ。それ以外のことを無理にやろうとするから失敗する訳で、もう普通に邪じや魔まだし」

「本当、何を考えているんだか分かんねえよな」

「ふ、二人共、わたくしに対して厳きびしくありませんの!?」

　いや、適切な対応だと思います。このポンコツ駄嬢様には、ちょっとキツ過ぎるくらいで良いと思うんですよ。

「雷火さんもほら、何か言って下さいまし!!」

　二人から攻められ、涙目になった真秀は、助けを求めるように雷火の方を見るが。

「真秀は、もっと本を大切に扱うべきだと思う」

「ぐはぁ!?」

　あ、とどめを刺した。

「う、ううううう……」

　そのまま部屋の中央にうずくまる真秀である。

　いや、この部屋ってただでさえ本のおかげで狭くなっているのに、中央にドレス姿のお嬢様がうずくまったら、ますます狭くなっちゃうんですけど。作家三人＆執事一人＆犬とか、明らかに許容範囲を超えているんだ。早く出て行って頂けないだろうか。

　そうして、部屋の外に注意を向けた瞬間。

『……ん？』

　何だか、部屋の外が騒がしい。ぎゃあぎゃあと、騒がしい声が聞こえて来るし、何だか辺りが明るくなったような。

『……嫌な予感がする』

　今の時点でも十分に大変な事態だというのに、まだこれ以上何かが起きそうな。

「さあ皆、この輝くシャイニングマキシ様と一緒に、温泉に行くわよ！」

『やっぱりかぁぁぁぁ!?』

　玄げん関かん扉とびらの向こうにシャイニング。輝けるアイドル作家、秋月マキシの登場だった。




　突とつ如じよ現れるなり、存分に光を発して輝くのは、アイドルと作家の二足の草鞋わらじを履はきつつ、若手芸人としての道を爆走する暴走シャイニング。

「そう、ここからはあたしのステージよ!!」

『帰ってくれないかなぁ』

　嫌な予感が完全に当たってしまった。どうしてこの人まで来てしまったのか。

　正直、今いる四人だけで俺のツッコミキャパシティは限界値に達しそうだというのに、更に濃こいキャラクターを追加するとはどういうことか。こってりラーメンの上にステーキを追加したような暴挙ですよ。胃もたれするんだよ。

「ふん、このあたしが、こんな狭苦しくて輝いていない部屋に来るなんてね!!」

『悪かったな!!』

「だけど何も問題はないわよ。あたしの輝きは、どんな犬小屋だって明るく照らして見せる！　あまねく衆生を照らし続ける、ブッダも照しよう覧らんするほどのシャイニングシンフォニー!!　そう、こんな狭くてどうかしている犬小屋であっても!!」

『犬小屋って言うな!!』

　そりゃ犬が家主なんだから、犬小屋ですけど。そこについては全く以もつて否定のしようもありません。しかし、呼んでもいないのに、人の部屋に入るなり文句を付けるとはなんたる無礼だ。嚙かみついてやろうか。

「ひィッ!?」

　威い嚇かくする俺に気け圧おされて、マキシが悲鳴を上げる。犬嫌いのくせに、犬小屋に入って来るとはいい度胸だ。犬に襲おそわれる覚悟があったんだろうな、おい。

「い、いぬいぬいぬいぬ」

『おいおい、ビビってんのか？　ああん？』

　一昨日の『アイドルライブロワイヤル』の時もそうだったが、犬嫌いはまるで治る気配がないらしい。ふふふ、俺の部屋を犬小屋呼ばわりした報むくいを受けるがいい。

「いぬいぬいぬいぬいぬ、いぬぅ」

　青ざめながら後ずさるマキシと入れ替わるようにして、更にもう一人。

「あ、あの……？」

　小さな声。マキシの背後に隠れながら、顔を出したのは。

「わ、私も、お邪魔します」

『……映は見み？』

　それは、今日初めて会う、真っ当な人間。

　大おお澤さわ映見。

　俺の生前の同級生にして、現役女子高生作家、藤ふじ巻まき蛍ほたる。ちょっとアレな父親を持ち、大分アレな先せん輩ぱいを持ちながらも、立派な作家になろうと日夜頑がん張ばっている少女だ。

「あ、和かず人ひと君……じゃなくて、ええっと、その……」

　映見は、慌てて自分の口を塞ふさぐと、そっとこちらに寄って来て、俺の耳元で囁ささやく。

「えっと、あのね？　秋山先輩が、大変なことになっているって聞いて。何だか電話にも出ないし、マンションに行ったらもっと大変なことになっていて」

『そうだったのか。ありがとう』

　俺の言葉は、映見には通じない。だから、頷くことで感謝を示す。それに対して映見は、俺の考えを汲くみ取とってくれたようで。

「うん、そうしたら、秋月先輩もマンションに来ていて。黒服の人達に肩車されて、マンションの壁に張り付いていて。外から登ろうとしていたのかな」

『何やってんだ、あいつ……』

　完全に芸人の行動ですよね。

　マキシも夏野に会う為ためにマンションに向かったが、しかし他の皆と同じく最上階に行くことは出来なかった。それでマキシなりに考えた結果、肩車で辿り着こうとしたのか。それにしたって無理筋だろう。黒服をどれだけ積み上げれば、マンションの最上階に届くというのか。ジェンガじゃないんだぞ。

「そうしたら、あの筋肉の人から、和人君がいたって話を聞いて」

『ああ、マッスルだな』

「その後、商店街に行って、あのアフロの人からも話を聞いて」

『ああ、アフロだな』

「その後、駅に行って、桜さくらからも話を聞いて」

『あ、オッチャンはいなかったんだね』

　色々とあって、奥さんに色々とされているに違いなかった。

「そうしたら、ここに……和人君の家に、着いたの」

『そういうことか……いや、お前が来るのは良いんだけど、あのアイドルは別に連れてこなくても良かったんじゃないのか』

　マキシの方を顎あごで示すと、映見は困ったように笑う。

「秋月先輩は、いつの間にか私の背後についていたみたいで」

『背後霊か何かなの？』

「しかも、黒服の人達も大勢、秋月先輩の後ろに並んでいて」

『百鬼夜行なの？』

　あいつ、この前あれだけ大々的に歌ったり踊ったりしていたんだから、ちょっとくらいは休んでくれても良かったのに。

「良し！　ともかく、温泉に行くわよ!!」

　そんなアイドルは、立ち直るのも早い。犬の恐怖から立ち直ったマキシは、部屋の中へと戻って来て、天てん井じように向けて人差し指を伸ばしながら、叫ぶ。

「もうとっくに準備は出来ているわ！　全員分の支し度たくもこっちで終えているし、あとはこのまま温泉に向かうだけ！　さあ、バスに乗り込みなさい！　道中ではあたしと後こう輩はいのミニライブをお贈りするから!!」

「ふぇ!?」

「おっと、ライブと聞いたら俺だって黙っちゃいられないな。よっしゃ、秋月マキシ、この前の続きと行こうじゃねえか!!」

「ら、ライブですって!?　ど、どうしてもと言うのなら、わ、わたくしも、一緒に歌ってあげてもよろしくてよ？」

「ご主人、止めとけって。人前で歌ったことないんだから、酷ひどいことになるぞ。虫さんカエルさん相手とは訳が違うんだぞ？」

「う、うるさいですわ！」

『……え、本当に行くの？　マジで？』

　目覚めてまだ一〇分も経たっていないというのに、いつの間にか、完全に温泉に向かう段取りになってしまっている。ちょっと待って。何でアイドルも駄嬢様も、急に温泉に行く流れになっちゃってるの？

　俺は、マンションに引き籠っている夏野に会わなければならない。読者の言葉を、届けなくてはならないのだ。温泉なんかに行っている場合ではない。

『おい雷火、こいつらは放ほうっておいて、とりあえずマンションに戻ろう。とにかく、何とかして夏野に会わないと……』

「温泉で読む本は、きっと格別」

『おいいぃぃぃぃ!?』

　この裏うら切ぎり者もの!!

　何ちゃっかり、バッグに本を詰め込んで楽しそうにしているんだ!!

　しかもそれは俺の本だろ!?

「大丈夫。これも全すべて、秋山先生の為」

『……はぁ？』

「そう。秋山先生に会う為には、温泉に行かなければならない。私を、信じて」

『そんな訳ないだろ!?　信じられるか!!』

　駄だ目めだ、こいつもすっかり温泉に気持ちが向いている。

　周り全てがどうかしているこの状況、せめて俺だけでも、正気を保ち続けなければならない。こんな時に温泉に行くなんてどうかしている。そんな意味の分からない展開なんかに屈したりはしない。

　温泉なんかどうでもいい。優先すべきなのは、夏野の、秋山忍のこと。それ以外のことに関わっている場合ではないのだ。

　そうだ。

　俺は絶対に温泉なんかに、行ったりしないぞ!!






《以下の単語が用語集に登録されました》

【秋月マキシ】……　アイドルと作家の二足の草鞋を履く、今を時めくアイドル作家。アイドルとしての華やかな活動から、世間の認知度も非常に高く、国民的と呼べるほどの人気を持つ。作家としての腕も確かなもので、彼女の著作が世間にブームを引き起こし、また牽けん引いんしていくその姿から、『波乗り系アイドル』『時代の担い手』『地じ引びき網あみ作家』などと評判である。彼女を語る上で欠かせないのは、ライブとサイン会を一体化させた秋月マキシ独特のイベントである。全ての来場者にサインをしながら数十曲を歌い切るというその圧巻のパフォーマンスは、開かい催さいされる度に新たなファン層を開かい拓たくし、秋月マキシの名を確固たるものにしている。






「着いたわね、温泉!!」

「着きましたわね温泉!!」

『着いちゃった、温泉に!!』

「この全ての元素をあまねく輝かせる秋月マキシプロデュースによる、ゆったりまったり温泉旅行！　日頃の疲れを忘れて、存分に楽しむと良いわ!!」

「ふふふ、我が水無川グループが誇ほこる温泉旅館!!　勿もち論ろん、後継者であるわたくしが最高のおもてなしをお約束致しますわ!!」

「温泉イエー!!」

「温泉イエー!!」

『どうしてこんなことに!!　まあ全部こいつらのせいだけど!!』

　何な故ぜ来てしまったのかと言えば、この二人、マキシと真秀の勢いに流されてしまったとしか、言いようがない。

　今俺がいるのは、何とも風情のある、ひなびた温泉宿。しかし、その前でハイタッチなどをかましている騒がしい二人のせいで雰ふん囲い気きは台無しである。何でこいつらこんなにテンションが高いのだろうか。

　結局、マキシ達六人プラス黒服の皆さんプラス俺一匹という珍妙な集団は、真秀の所有するバス型図書館に揺られ、山やま間あいの温泉旅館へと連れて来られたのであった。

『本当に、こんなところに来て良かったのか……？』

　周りの勢いに呑のまれて来てしまったけど、やっぱり一いち抹まつの不安は残る。本当に新しん稲いな葉ばを離れても良かったのだろうか。

「秋山先生なら、今は大丈夫」

『……雷火？』

「自分の手であのアパートに『大罪シリーズ』を持って来たということは、秋山先生には自分の意思が、しっかりあるということ。自じ暴ぼう自じ棄きでは、ない」

『まあ、そうかも知れないけどさ』

　少なくとも、引き籠って大変なことになっている訳ではなさそうだが。

「だから、まずは、しっかりと、作戦を練ねる。どうやって秋山先生に会うか。どうやって、あのマンションに入り込むか。じっくりと、考えるべき」

『……成なる程ほどな。でもそれって、別に、温泉じゃなくても出来るんじゃないの？』

「温泉に浸つかると、良いアイデアが浮かぶ。作家と温泉は、切っても切り離せない関係だから。君には、分からないかも知れないけれど」

『ア、ソウデスカ』

　駄目だ、雷火は、完全に温泉の魔の手にやられてしまっている。作家にとって、温泉とはそれ程の魔力を持つものなのか。こいつ、キャラ変わり過ぎじゃないだろうか。

「どうしたの？　和人君？」

『……映見か』

　雷火が駄目となると、常識人である映見に頼るしかない。俺と同じように、強引に連れて来られただろう映見ならば、俺の訴えも聞いてくれるだろう。

『どうしたもこうしたもあるか。温泉に来ちゃったんだぞ、どうするんだよ』

「はぁ、こんな立派な旅館に泊まれるなんて、素敵だよね」

『乗り気だな、おい!?』

　すっかりやる気でございますね、この娘こも。俺と同じく、大たい概がい周りに流されるタイプの映見もまた、すっかり馴染んだ様子で温泉旅館を眺めている。こいつ、テレビに出演したことで、変な度胸が付いたんじゃないだろうな。

『駄目だ。何だか駄目な気がする』

　話を聞いてくれる相手がいない。というか、騒いでいるのは俺だけだ。ひょっとしたら、俺の方が間違っているのだろうか。こういう切せつ羽ぱ詰つまった場合には、温泉に向かうのが常識だったりするのだろうか。困った時こそ温泉に浸かるのが、業界のルールだったりするのだろうか。くたばっちまえそんなルール!!

「ほらワンちゃん、行きますわよー」

『うおッ!?』

　そうやって悩んでいる俺の身体からだが、不意に宙に浮いた。

「一緒にお風ふ呂ろに入りますわよ!!」

『ちょ、放せよ!!』

「うふふふふ、全身を隅すみから隅まで洗ってあげますわ！　裸はだかのお付き合いですわね！」

　俺を抱え上げたのは、ここに来て無駄にテンションが上がっている駄嬢様、水無川真秀。真秀は瞳を無駄にキラキラ輝かせながら、とんでもないことを呟つぶやく。

『な、何この人怖いんだけど!?』

「おいご主人。犬にかまうのはいいけど、あんまり下へ手たなことはするなよ？　首は三六〇度全方向には曲がらないからな？　動かなくなっちゃうからな？」

「だ、大丈夫ですわ！　いつもぬいぐるみちゃんで練習していますもの！　洗剤をたっぷり混ぜた熱々のお湯の中に、三分間頭の先までつけ込めばいいんですのよね!?」

『何言ってるのこのポンコツ!?　本当に放してぇ!!』

　抱え上げられ、真秀の胸に押し付けられたまま、温泉旅館の中に入る。

　中は外観同様、歴史を感じさせる佇たたずまい。しかし古くささは感じさせず、何とも上品な造りである。こんな時でなければ、もう少し楽しむ余裕もあっただろうに。

「そんなに喜ばなくても、温泉はすぐですからねー」

『喜んでない！　別に温泉に入りたい訳じゃない!!』

「何でも、ここの温泉は、目に良く効くらしいですわ。どんな眼がん精せい疲労でも、根こそぎ取ってしまうほどに強力な泉質だとか。読書の疲れには最適ですわね！」

『ほう、それは少しだけ興味がある、けど』

　こちとら職業柄、目を酷こく使しする感じなので、それは良い温泉ですね……俺の職業って何なのか分かりませんけど。

「歴史的に名のある作家も、この温泉に逗とう留りゆうして数々の名作を生み出したと聞いていますわ。かの大澤愁しゆう山ざん先生なども訪れたとか！」

『あいつかよ……微妙に不安だな』

「そんな見事な旅館も、今でしたら使い放ほう題だい!!　わたくしのお家うちの子になれば、この温泉にいつだって入浴出来るということですのよ。ですから貴方あなたも、さあ水無川家にようこそ、ですわ!!」

　叫びながら、廊ろう下かをずんずん進んでいく真秀。そしてその腕の中で抵抗出来ないままの俺。他の奴ら、完全に放っておいているけどいいのだろうか。この人、本当に何でこんなにテンションが高いの。

「さあ、到着しましたわよ!!」

『……!?』

　真秀の歩みが止まる。目の前には『ゆ』と書かれた赤い暖の簾れん。

　しかし、ちょっと待って欲しい。その暖簾の色って。

「さあ、一緒に入りますわよ!!」

『いや女湯はマズいって!!』

「さあさあ、ゆっくりしましょうねー」

『だから!!　ちょっと待っ』

　しかし、俺の口から文句は最後まで発せられることはなかった。叫ぶよりも早く。何か、異様な雰囲気を感じたから。

　妙な風切り音が、耳に届いたかと思うと。

「ごふぅッ！！？」

　真秀が、吹き飛んだ。

　横合いから飛んで来た何かが、駄嬢様の身体を直ちよく撃げきしたのだ。吹き飛ばされながら倒れ込む真秀。従って俺もそのまま、廊下に落下しようとして……しかし直前で、横から伸びて来ていた網の中にキャッチされた。

『……へ？』

　この、あまりにも理り不ふ尽じんな急展開には、覚えがある。

　果たしてその元凶は、すぐに俺の前に現れた。

『紅葉もみじ？』

「はい。久し振りです、和人さん」

　こんな所で出会うとは思ってもみなかった。

　車くるま椅い子すに乗ったまま網を構えた少女が、温泉宿の廊下に佇んでいたのだった。




　姫ひめ萩はぎ紅葉。

　藍あい色の和服を身に纏まとった、静せい謐ひつな雰囲気を持つ車椅子の少女。

　独特な世界観を持つ作家である彼女は、監かん獄ごく島とうと呼ばれる孤島に閉じ籠り、執筆活動を行っていた。故ゆえあって島を訪れることになった俺達は、そんな紅葉を島から出すことに成功し、そして紅葉は何故だか俺の部屋の隣に住むことになったのである。その後も、紅葉と共に遊園地に出掛けたり、監獄島に戻ったりと、色々な経験をしたものだ。

「探しました、和人さん」

『お前、どうしてここに……？』

　姫萩紅葉は、俺をキャッチした網を手元に引き寄せると、俺を取り出し、膝ひざの上に乗せて話し掛けて来る。今まで俺と紅葉の会話を中継していた九く郎ろうさんはいない為に、言葉は通じない。しかし紅葉は、俺の疑問を感じ取ったかのように言う。

「成程、どうして私がここにいるのか、と聞きたいのですね」

『まあ、そうなんだけど』

「発信機の反応を追いかけて来ただけです」

『まだ付いてるのか発信機!!』

　どこにある!?　俺の身体か!?　俺の身体なのか!?　夏野に仕掛けられる度、お風呂場で必死になって探していたものだったが、どうして皆すぐに発信機を付けたがるの!?　観察処分なの!?　俺のプライバシーって障しよう子じ紙がみよりも薄くないか!?

「噓うそです」

『噓なのォ!?』

　ピースサインなどする紅葉。おどけて見せたいのかも知れないが、いかんせん無表情のままなのでどうしようもない。

「まあ、冗談はこの位にしましょう」

『そうしてくれると助かりますな。非常に』

　紅葉の場合、冗談でも冗談でなくてもテンションが一切変わらないので、こっちは反応に困る。その湖面のような瞳で見つめられると、どうにも居い心地ごこちが悪くなるのだ。しかし膝の上に乗せられた俺は、紅葉から逃れることは出来ない。

　と、廊下でひっくり返っている真秀の姿が目に入る。ピクリとも動かないんですけど、まさか死んでいるんじゃないだろうな。

「安心して下さい。ゴム弾です」

『いや別にゴム弾であっても、暴ぼう徒と鎮ちん圧あつくらいは出来るんですけど……』

　いくら愉ゆ快かいなお嬢様であっても、いきなり撃うたれる理由にはならないんだよ。そりゃ微妙にウザったいし、人の話を聞かないし、イラッとすることも多いけど、でも撃つのは最後の手段なんじゃないの？

　しかし紅葉は、特に何の感情もないような口調で。

「成程、私が彼女を撃った理由を聞きたいのですね」

『そうだ。人を撃つんだから、そこには相応の覚悟が必要なんだぞ』

「和人さんが助けを求めている気がしたので」

『まさかの俺原因!?』

　ごめんよ真秀、俺のせいで撃たれるなんて知らなかったんだ!!

　そう、胸中で真秀に対して謝あやまっておいたので、もうこの位で良いだろう。改めて、紅葉の方に向き直る。

『……それで、本当は何をしに来たんだよ』

「私がどうしてここに来たのか、というお話でしょうか？」

　紅葉の、湖面のように澄んだ瞳。それに見つめられると、こちらの考えを見透かされているような気がしてしまう。

「そうですね、和人さんと一緒に温泉に入りに来ました」

『お前もそうなのか!?』

　そりゃそうだよね。ここは温泉旅館だもんね!!

　温泉に入る以外のことをする方がおかしいよね!!

「ちなみに今、兄さんはこの車椅子『天あめの鳥とり船ふね』の座席部分に格納してあります。未いまだ意識を失った身ですので、連れてきました。兄さんも、温泉に入りたいでしょうから」

『……その考え方は殊しゆ勝しようでいいと思うけどさ』

　妹の尻に敷しかれているってことだよね。それ、九郎さんは絶対に大喜びしているでしょうけどね。

「では、そろそろ入浴しましょう……佐さ茅ちさん？」

「はい、お嬢様」

『うわぁ!!』

　紅葉が手を二度叩たたき、名前を呼んだ瞬間、上からメイドが下りて来た。

　森もり部べ佐茅。

　白と臙えん脂じ色を基調としたメイド服に身を包んだ、赤髪の女性。姫萩紅葉に仕つかえるメイドで。紅葉に対する忠誠心が高いというか、高過ぎる為に、色々と過激なこともやらかすデンジャラスメイドである。あと、戦闘力がやたらと高い。俺もたびたび酷い目に遭あいます。どうしてこんな危険人物が近くにいるの？

　いや、紅葉がここにいるのだから、当然佐茅もここにいるに決まっているけれど。つーか、今天井から下りて来たように見えたんだけど、ずっと張り付いていたのだろうか。何なの、忍者なの？　それとも蜘く蛛も男おとこ？

　紅葉は、佐茅が現れたことが当然だというように、言う。

「佐茅さん。温泉に入りますので、準備をお願いします」

「かしこまりました、お嬢様」

　それだけの言葉を交わして。

　そのまま、紅葉の車椅子を押して、女湯へと入って行くメイドだった。

『いや……だから結局、女湯なの？』

　当然ながら、俺の意思は無視したままである。もうどうにでもなーれ。




『あふぅ……』

　温泉は、大変気持ち良いです。

　もう全身が溶けて行きそうな感覚に襲われている。こんな風に、のんびりと温泉に入ることの喜びを、まさか死んでから感じることになるとは思わなかった。

　犬が温泉に入っても良いのか、とのご意見もあるかも知れないが。紅葉が『和人さんをしっかり洗ってあげて下さい』と言い、メイドが『かしこまりました、お嬢様』と力強く答えたことで、色々と察して欲しいものである。白い犬になるかと思いましたよ。

　流石さすがに直じかに入るのもあれなので、佐茅が用意したという温ぬるめのお湯を、木製の桶に張ってもらい、そこに横になって浸かる、というような形を取っている。

「お湯加か減げんはどうですか、和人さん」

『んん？　まあ、良い感じだけど』

　そんな俺を抱えるようにして、紅葉が湯に浸かっている。この体勢だと、まな板の上に乗せられているような気分になる。上から見つめられるのは、何だか落ち着かない。

「問題があるようでしたら、佐茅さんに頼んで、もっと熱くしてもらうことも可能ですので、言って下さい」

『……温度を下げるのはともかく、熱くするってどうするんだ？』

「火炎放射器で何とかするそうですので」

『うん！　お湯加減最高！』

　穏おん便びんに行きましょうよ。つーか火炎放射器で水温は上がんねぇよ。

　紅葉の視線の先では、身体にバスタオルを巻いた佐茅が温泉の端に仁王立ちして、しかもお馴染みの穢殺刃ケガレザツパーを構えている。女湯が覗のぞかれていないか監視をしているらしいが、どうして武器を風呂に持ち込んでいるんだよ。どうか誰も覗きに来ませんように。だって迂う闊かつに来たら、あの穢殺刃で斬ざん殺さつされることになっちゃうから。この穏やかなバスタイムが、一転して惨さん劇げきのブラッドバスに変わっちゃうから。

『……はあ』

　湯煙の中、ゆらりと揺れる視界には、紅葉の瞳と、白い柔肌が見える。こうして湯に揺られ、紅葉に見つめられていると。穏やかな時間の流れに、身を委ゆだねていると。

　考えてしまうのは、やっぱり九郎さんのことで。

　もう、思い残すことはないと。

　そう最後に笑った、あの人のこと。

　姫萩九郎。

　姫萩紅葉の兄。

　俺と同じように、一度死んだ後、カラスの肉体に宿る形で復活し、紅葉の未来の為に策さく動どうしていた姫萩九郎。しかし監獄島への再訪の際、真秀との対たい峙じを経て、紅葉が自らの想おもいを確かにして、自分の作家としての未来を確定したのを、九郎さんは見届けて。紅葉が成長したことを見送ったかのように、カラスの身体は意識を失ってしまった。

　まるで、やるべきことをやり終えた、というかのように。

　姫萩九郎は、最後まで自分の妹の幸せを願っていた。

　元々、俺と同じように、一度死を経験している身であるのならば。

　それは、還かえるべき場所に還ってしまったと、そういうことなのだろうか。

　今、九郎さんが宿っていた筈のカラスの肉体は、昏こん睡すい状態に陥おちいっている。

　そしてそれは、『大罪シリーズ』の最終巻『色欲』を読むという未み練れんを果たすことで、俺が迎えることになる姿なのかも知れない。

　一度死んで、カラスの肉体で生まれ変わったということ。それは妹の成長を見届けたいという思いが、執着が、未練が叶かなえた奇跡で。

　ならば、俺の場合。どうしても読みたい本があるからこそ、生まれ変わったこの魂たましいは。

　その、読みたい本を手にして、そして読み終わった時、どうなってしまうのか。

　夏野が書く、『色欲』を読んだのなら。

　分かっている。

　分かっているのだ。

　どうにもならない思いが、胸の中を駆け巡る。

　その、狂おしく激しい思いを、どうしたら良いのか持て余している、そんな時に。

「……兄さんは、幸せだったのでしょうか」

　そんな、紅葉のか細い声を聞いた。




『……紅葉』

　だった、と。

　過去形で語られた、その言葉。

　それはまるで紅葉が、九郎さんがもうどこにもいないことを、分かっているかのような言い方で。いや、紅葉にとって、九郎さんは唯一の兄である。俺なんかよりもずっと深く結びついていて、多くの時間で分かり合っている間柄の筈。

　いや、だからこそ、分かるのか。

　彼女にとっての兄が、もう、どこにもいないのかも知れないということを。

「私は、兄さんにずっと想われていたと、そう言えます」

　紅葉は俺を抱えるようにして、訥とつ々とつと語り始める。

「思えば。兄さんが、自分の為に何かをしていたと、そう言えるようなことを私は知りません。私にとっての兄さんは、私の作家としての活動と、常に隣り合わせのものでした。書くこと以外の何かを知らない私に、まるで合わせてくれているかのように。兄さんに、兄さんらしさと呼べるものは、ありませんでした」

『……そうなのか』

　妹のことを想い続けていた兄。

　俺と出会う前の紅葉は、部屋に引き籠り、ただ本を書くばかりの生活をしていたということだが。そんな紅葉に付き合い、編集者として支えていたのだとしたら。確かにそれは、九郎さん個人の生き方だとは言えないものかも知れない。紅葉の為に生きている人生だったと。

　だけど、きっと九郎さんは、それでも良かったのだ。

　それが、自分の全てを懸かけるだけのものだと、分かっていたのだ。

　俺が、本と共にあるように。

　九郎さんは、紅葉と共にあることを、選んだ。

「申し訳ないことをしたと、今更ながらに思います。あの頃の私には、兄さんのことを考えるという意識がなかった。自分の人生が、兄さんによって支えられているものだということを、理解していなかった」

　世界全てから遠ざかっていた紅葉。

　紅葉にとって、そして九郎さんにとって、それが常じよう態たいだったのだとすれば。

　今の姫萩紅葉は、どうなのだろうか。世界を知り、他人を知って、外へと向かっていく紅葉は、九郎さんの目にどう映っていたのか。

「それでも、兄さんがカラスになってからは、前よりも話をすることが出来たような気がします。不ふ思し議ぎなことに、以前とは印象が変わったようにも感じましたが。もう少し真ま面じ目めな人なのかと思っていました」

『……あ、やっぱ生前とは違うのね』

　良かった。あのシスコントラップバカカラスが、元々のものじゃなくて良かった。

　あんなのが編集者をやっていたとしたら、それはもうショックですし……と思ったところで、俺の脳裏でドＭ編集者が笑い出したので、この話は止めておこう。編集者ってのは元々おかしい連中なんじゃないかな。偏へん見けんだけど。でも俺が出会った編集者も作家も、どいつもこいつもおかしいんだよな。

　しかし、九郎さん。カラスになったとはいえ、それでもそうやって紅葉と触れ合うことが出来たのだったら、それは良いことだと思う。生きている間に出来なかったことを、しっかりとやり遂とげられたのなら。

『……ああ』

　気付かないうちに、俺も。

　九郎さんがもういないという体ていで、話をしていた。

　受け入れまいと、そう思っても。

　しかし絶対に変えられないものが、世界にはあるというように。

　紅葉の話は、続く。

「それでも、まだ足りないと、そう思います。兄さんと、もっといろんな話をしたかったと、そう思います。私がこれまで、兄さんに支えられていた分を、しっかりと返してあげたかった」

『紅葉……』

「今の私は、兄さんや、佐茅さんや、そして和人さん達によって、支えられて、こうして生きています。そんな私も、兄さんの為に何かをしたかった。未だ世界の多くを知らない私にとって、何をしたら良いのかはまだ分からないけれど。少しずつ知って行って、それを兄さんに返したかった」

　紅葉にしては珍めずらしい、多くの言葉。

　それが途と切ぎれると、不意に紅葉は、空を見上げて。

　星と月とが輝く、遠い夜空を、見つめて。




「だけど、兄さんは、姫萩九郎は、もういないのですね」




　そう、呟いた。

　紅葉の顔は見えない。どんな顔をしているのか、分からない。

　だけど言葉には、深い悲しみがあった。

　届かないものを想う、切なさがあった。

　兄と妹。

　二人だけの想いが、そこにあった。

　とても、何か言葉を掛けるような雰囲気ではない。佐茅もまた、紅葉の想いを感じ取っているのか、近寄って来ない。

　だから、俺も黙って、考える。

　残された者の悲しみについて、考える。

　俺が、猟銃に撃たれて死んだ時。俺自身は、死んでしまったことにあまり実感がなく、本を読み続けるという生活もあってか、深く考えるということをしなかった。人間の俺と犬の俺と、特に分けて考えるのではなく、一続きの生き方として、あっさりと受け入れてしまっていた。

　しかし、それはあくまでも俺だけの理解だった。

　そこには断だん裂れつがある。

　生と死。決して結びつくことのない、決定的な差があるのだ。

　俺がそれを思い知ったのは、円まど香かのことがあったから。円香が、俺の死によって戸と惑まどい、感情を抑え切れなくなってしまったことを、俺は知った。自分の死が、他人に影響を与えているということを、思い知らされた。

　人の死とは、重いものだ。

　他人の人生を変えてしまう程に、辛つらいものだ。

　確かにそこに存在していた誰かが、いなくなってしまうということ。それは、本当の本当に、残ざん酷こくな事実。

『……それなら』

　俺の場合は、どうなるのか。この先俺が、『色欲』を読み終わり、本ほん懐かいを遂げて、未練を失なくして、どこかへ行ってしまう、その時に。

　残された者は。

　あいつは。

　夏野霧きり姫ひめは、何を思うのか。

　春はる海み和人と、夏野霧姫の関係。

　元々他人だった身ではあるが、しかし少なくない日々を共に過ごしたことで、多少なりとも情のようなものが生まれているのではないかと、我が事ながらそう思う。最早その生き方において、相手を無視出来る存在ではない筈で。

　俺も、夏野がいなくなることを想像したくはない。

　あいつがいない生活など、考えられることではない。

　しかし事実として、俺がいなくなるかも知れないという未来が、そこにある。

　そうなった時。

　夏野は、どうするのだろう。

　あるいは、作家としての夏野は、秋山忍は、どうするのだろう。

　作家ならば、書くべきだ。

　書くべきものがあるのならば、書くべきだって、そう思う。

　だが、夏野霧姫ならば……作家ではない、ただの人間としての夏野は、俺がいなくなるというその事実に対して、何を思うのか。

　いや、あるいは。

　そうなる未来を否定したいという思いが、夏野にはあるのか。




「さあ、お待ちかねの温泉タイムよ！！！！」

『うおッ!?』

　底のない考えに落ち込んで行きそうな俺の心を繋つなぎ止とめたのは、温泉の外から聞こえて来た、賑にぎやかな声。

「今日は貸し切りということで、早速だけどあたしのシャイニングバスタイムオンステージよ!!　ほら後輩、あたしと一緒に、夜空に歌声を響かせましょう!!」

「あ、あの、その」

「…………うるさい」

「そうですわ、温泉とはもっと穏やかに過ごすものですわ!!　何故か先程までの記憶がなくて、気が付いたら温泉の前に倒れていましたけど、きっと温泉に入れば治る筈!!　さあステラさんも、一緒に入りましょう!!」

「俺は男湯だっ!!」

「ご主人。大丈夫か？　いつものアヒルさんがなくても入れるのか？」

「う、うるさいですわ佑斗！　黙りなさい！」

　そんな、大変賑やかな集団の声。

　考えるまでもなく、輝かしいアイドル達ご一行様によるものだ。

『……ふう』

「和人さん？」

　その騒がしさに、気が逸それてしまった。

　いや、これも良い機会だ。ここにいるのは、作家ばかり。俺の周りには不思議とぽこぽこいるけれど、しかし本来ならばこうして集まることなんて稀まれだろう。

　ひょっとしたら、最初からこの為に集められたのではないかと思うほどの機会。

　俺の、読者の悩みを、是非とも作家に訊きいてみよう。




「いっちばーん！」

　最初に飛び込んで来たのは、予想通りにマキシだった。

　何故か手にマイクを持っているという、温泉を馬鹿にしているとしか思えない出いで立たちで現れたアイドル様は、そのまま高らかに歌い始めようとして……しかし、既に温泉に浸かっていた紅葉の姿を捉とらえた。

「ひ、姫萩紅葉!?」

「はい。お久し振りです」

　呼ばれた紅葉もまた、普段の様子を取り戻している。

　俺の入った木の桶を身体に寄せ、マキシの方を見つめる。

「ちょっと、こんな所にいるなんて聞いてないわよ!!」

「そうですか」

「早崎ステラというライバルを苦く闘とうの末倒したあたしだけど、まだまだ相手は多いんだから！　だから早速、黒いのとあんたも倒してやろうとマンションに行ってみたけど、何か変なことになっていて入れなかったし！　だから温泉にでも入って英気を養やしなおうとしたのに、何であんたがここにいるのよ!!」

「そうですか」

「さ、さては、温泉に入って無防備になったあたしのことを暗殺でもしようとしていたのね!?　女湯だったら黒服の皆もいないと思ったんでしょ!?　だけど油断したわね、こんなこともあろうかと、黒服は隣にある男湯に全員詰めているのよ!!　私の合図一つで、ここに雪崩なだれを打って突入して来るんだから！　そうよね!!」

「「「ＹＥＳ!!　マキシ様の言う通り！！！！」」」

　男湯の方から野太い声が聞こえる。

　マキシの言う通り、いつの間にか、黒服達も勢揃いしているようだ。こちらに飛び込む準備は万全らしい。だけど女湯に入ってきたら、それはもう犯罪だからな？　今の俺が言うのもなんだけど、普通に駄目だよ？

　というか、仮に黒服が、犯罪も辞さずにやって来たとしても。

「佐茅さん？」

「はいお嬢様、外敵が現れ次第、斬きりますので」

　紅葉の傍そばにはソルジャーメイドがこのように控えておりますので、多分無理なんじゃないかな。黒服がいくら集まったところで、メイドにぱっぱと掃そう除じされて終わってしまうことだろう。

「ふん！　面白い、正々堂々と勝負よ!!　って、なんでその犬がここにいるのよ!?」

　言葉通り、そのまま紅葉に詰め寄って来そうな勢いだったが、しかし俺を入れた桶を紅葉が抱えているということで、近寄って来られないらしい。犬バリアーって感じの、俺の扱いだった。

「卑ひ怯きようよ、姫萩紅葉！　その犬を放しなさい！　犬は何かこう、温泉から出して、遠くにやって、それから勝負よ!!」

「今は入浴中なので静かにして下さい」

「ぐぬぬぬ。出たら覚えていなさいよ」

　紅葉の正論に、マキシが黙った。黙ったまま、静かに紅葉から離れるようにして移動し、静かに湯船に入って、そしてこちらを非難するような目で見つめている。いやお前が騒ぐからいけないんだよ？

「あの、先輩？　どうかされたんですか？」

　マキシに続いて、他のメンバーも次々と温泉に入って来る。

　その、先輩を心配するかのようなか細い声は。

「え？　和人く……んッ!?」

　映見は、湯船に浮かんでいる俺の姿を見ると、瞬間的に何かを言おうとして、しかし思おもい止とどまっていた。そのままそっと、離れた場所に浸かる。気のせいか、こちらをジト目で見ているような。

『ち、違うんだ映見！　これは不ふ可か抗こう力りよくなんだ！』

「何だろう、全身で言い訳しているみたいに見えるんだけど……」

『いやそうとしか思えないだろうが、本当にわざとじゃないんだ。こんなつもりじゃなかったんだ。俺はやっていない。信じてくれ』

　完全に犯罪者の言い分ですよね。いや、俺も正直、元同級生と一緒に風呂に入るとかいうラブコメ的展開になるとは思っていなかったので、凄く気恥ずかしいんですけど。どうしたら良いんだ、こういう場合って。教科書では教えてくれなかったぞ。

　とにかく、前足で出来るだけ視界を覆い、映見を直視しないように努力するしかない。

　しかし映見は、なおもこちらに非難めいた視線を送ってきたかと思うと、一つ深呼吸をした後、生温かい微笑ほほえみを浮かべる。

「うん、そうだよね。自分にはどうしようもないことって、あるよね」

　それは、俺がしばしば理不尽な目に遭っていることを分かってくれているようで。

「今の私は、もう何でも出来る気がするよ。和人君と一緒にお風呂に入ることだって、大したことじゃないよ」

『映見さん……』

　そりゃ、テレビであんな事しちゃったら、もう怖いものはないですよね。マキシによって強引に行われた映見のテレビ出演だったが、それは映見の精神を大きく成長させたようだった。代わりに、映見が何だか妙な悟りを開いちゃったような気もするけれど。

「もう何も怖くないよ。だってテレビに出ていた私は、本当の私じゃないから。本当の私は今でも揺ゆり籠かごの中でぐっすりと眠っているんだから、もしくは緑色の溶液の中で脳みそだけが浮かんでこの世界の夢を見ているの」

『映見!!　戻って来い!!』

　虚うつろな表情で笑いながら、そのままどこかへ飛んで行きそうな映見だった。

　本当、あのアイドルはろくなことをしませんよね。




　木の桶に乗って、ふよふよと湯船を漂ただよう。

「……何を、やっているの？　覗き？」

『こんな堂々とした覗きがあるか』

　冷たい表情で落とされる言葉。辿り着いたのは、雷火の所だった。

　温泉ということで、流石に今はマフラーを取って、その素顔が丸見えになっている。初めて見る雷火の顔は、思っていたよりも穏やかで。

「つまり、セクハラ？」

『違う!!』

　いや、本当に違うんすよ……これ本当、不可抗力なんすよ。俺はそんな、三次元の裸体とかには一切興味のない犬コロなんですよ。完かん璧ぺきな裸体よりも、文字列に刻まれた描写こそを大切にする男なのだ。本当、文字列になって出直して来いよ。

「安心して」

『何が？』

　雷火は、俺の入った桶を抱えて。

「このまま湯船に沈めたら、全員が幸せ」

『俺が不幸になるよね!?』

　こいつったら言葉少なめのくせして、その少ない言葉がズバズバとこちらを抉えぐりに来るんですよね。悪あく罵ばのマシンガン掃そう射しやたる夏野とは、また違った趣おもむきがある。どちらにしろ俺の精神は減るんだけど。

『そうだ、ちょっと手伝ってもらいたいことがあるんだけど』

「撮さつ影えい？」

『違う！　秋山忍に関わることだよ！』

「私に、出来ることなら」

『……こいつ』

　いきなりコロッと態度を変えやがった。

『ああ、俺の言葉を、ここにいる皆に、伝えて欲しい。訊きたいこと……訊いてもらいたいことが、あるんだ。その上で得られる答えを、俺は知りたい』

「答え？」

『そう、俺が夏野と会う前に知っておきたいことなんだ。それは……』

　俺が、作家に対して訊きたいこと。

　その問いを、雷火に託す。

「分かった」

　雷火は頷くと、突然立ち上がり、温泉の中央に向かって歩いて行った。いや、少しは身体を隠したりしないんでしょうか。率直に言って全裸ですけど。だからといって全裸にマフラーとかされても困りますが。

　そうして、ここに揃った作家達を見据えて。

「皆に、訊きたいことがある」

「……？」

　雷火は、温泉の中央で、湯船に浸かる皆に問いかける。

　俺の、これから行くだろう道において。

　光明となる、その問いを。




「もしも、自分の書いたものが、誰かを傷付けてしまうとしたら、皆はどうするのか」






《以下の単語が用語集に登録されました》

【水無川真秀】……　作家。その著作の特色として、暴力的なまでの厚さが挙げられる。全国の書店で『本棚が傾かしいだ』『店の床が抜けた』といった苦情が相次ぐほどの厚さは、内部に秘められた情報の奔ほん流りゆうの激しさと相まって、水無川真秀という作家の特徴として良く語られる。作家としての活動とは別に、国内有数の大企業である水無川グループの後継者の地位と財力を使い、各地の図書館への援助を行っていたり、また本人自らが移動図書館を伴ともなって全国を回るなど、本の普及の為に精力的な活動を行っていることでも知られている。




















「私は。自分が書いた作品の為ためならば、他のことを顧かえりみないと、そう思っている」

　口火を切るように。あるいは、他の作家達に考える時間を与えるように。

　自らが問うた問いに、雷らい火か自身が語り始める。

「だから、その他のことは、あまり気にしていない。ただ、自分の思うがままに、書く。何な故ぜなら、私には書くことしか出来ないから」

　それは普段の様子とはまた違う、熱の入った声だった。




「そんな私のことを認めてくれた菜な沙ずなには、だから感謝をしている。こんな私は、きっと真っ当な作家ではないから。私が複数のペンネームを持つのも、様々なジャンルに渡る作品を書くのも。全すべては、最終的に完成すると信じている、究極の作品を書き上げる為の助走距きよ離り。自分の中にあるものを全て吐き出して、その結果残るものこそが、私の中の純然たる思いだと、そう確信する為の行動。最終的に、穂ほ積づみ雷火という私自身の名で世に問うことになる、最後の作品の為に、私の現在はある」




「今はただ、全速力で、駆け抜けることしか考えていない。だから、読者のことを考えている、とは決して言えないと思う。私にとって書くということは、自分の求道の為のものだから。私の自己満足的な行いの結果零こぼれ落おちて行ったもの、過か程ていから生まれた産物。誰かの為ではなくて、自分の為にだけ書かれているもの。そんな私だからこそ、質問に対する答えも、決まっている」




「誰が傷付こうと。私の速度に、変わりはなく。後ろを振り返ることも、きっとない。私を止めるのは、私だけ。私は、私の覚悟にただ寄より添そい、走り続けることだけを自分に課かしている。そして未来が確定している以上、止まることはない」




「そんな私は、作家と呼べる存在なのか。読者のことを、通り過ぎる風景のように扱っている私は、作家なのか。それは、私だけのやり方で、敬愛する作家とは違うやり方なのだろうと、そう思う」




「だけど、迷うことはない。誰に否定されても、私は作家で。そして、目指すべき地平、完成させたい作品の為に、走るしかないと、そう決めている。無理をしても、限界を超えても、私はゴールに辿たどり着つくまで、決して倒れたりはしない。最後の最後に訪れるものを見て、確認するまで、絶対に膝ひざを折ったりはしないと、私は私に誓ちかっている」




「それだけが、私の意味で。あるいは、私という半はん端ぱ者ものが、読者の為に出来る唯一の、信頼。絶対に最後まで諦あきらめないという意志の提示」




「だから、私は、ただ、走る。いつかの為に、どこまでも」




　珍めずらしくも、多くを語り終えて。

　雷火は力尽きたように、温泉の中に沈んだ。

　今語られた、雷火の作家としての想おもい。それは、普通の作家としては、あまりにも逸いつ脱だつしているものだ。

　彼女の目的は、未いまだ完成していない作品にこそある。

　そこに至るまでに生まれた物語を、作品を、過程であると言い切った。

　それは、確かに、作家として極めて特異な存在である。

　何故ならば穂積雷火という作家は、今のところ存在していない。まだこの世に現れていない。最後の作品が完成したその瞬間だけに、本人が初めて名乗ることを許される、未来にのみ語られる作家なのだ。

　過去と現在に、何かを伝えることはなく。

　ただ、自分の未来を、信じている。

　穂積雷火の答えは、覚悟。

　顧みることなく、今の読者を傷付けるとしても、未来にて報むくいると信じること。




　しばしの沈黙。

　突とつ如じよとして始まった問答に戸と惑まどっているのか。

　誰もが、周りの様子を窺うかがうかのように見回している。しかし、そんな中で。

「何だか分かりませんけども！　雷火さんが珍しく頑がん張ばっているようですし、わたくしもしっかりと答えようじゃありませんか!!」

　次に立ち上がったのは、水み無な川がわ真ま秀ほ。

　本を蒐しゆう集しゆうすることに命を懸かけている彼女。蔵書の量は凄すさまじく、図書館さえも所有している稀き代たいの蒐集家。むしろそちらが本職じゃないかと思わせるような徹てつ底ていぶり。

　そんな、蔵書狂とも、蒐集家とも言える、作家。

　彼女の、答え。

「わたくしにとって、本とは、自分の知識を活いかすもの、ですわ!!」

　真秀もまた、湯船に浸つかる皆を見回しながら答え始める。




「自分の手で集めた知識。多くの書物、積み重なった叡えい智ち。それはそのままでは、ただ眠っていくものでしかありませんわ。それが書物の常とはいえ、ただ朽くちていくに任せることを、わたくしは許せないと思いましたの」




「知識とは、然しかるべき扱いを受けるもの。その為に、力あるものによって統とう御ぎよされるべきもの。だからこそ、わたくしは自分の図書館に書物を詰め込んで守ることを、自らに課せられた使命だと理解しました。いえ、その図書館が落ちたり燃えたり沈んだりしたのは、流石さすがに困りましたけど」




「そうやって守った知識を、本という形にすること。それは元々、趣味の一いつ環かんとして始めたようなものでしたが……次第に、面白く感じるようになっていったのですわ。知識を、自分の手で紡つむいでいくこと。新しいものを、知識の重なりから生む行為。それは思いの外刺激的で、没ぼつ頭とうしていきましたの」




「わたくしにとって読者とは、知識を分け与えていくもの。それが、知識を蒐集する者の使命だと思います。それで傷を負おう者も、出るでしょう。他者から与えられるものは何であれ、大小の痛みを伴ともなうものだと、そう思いますもの。自分とは違うものを全て受け入れられるほど、誰もが強い訳ではないのですから」




「しかし、その傷を癒いやすのもまた、与えられた知識の為せる業わざです。傷を負った者は、新たに得た知識によって傷を癒す。癒された者が、また別の者に知識を与えることで、その輪は、知識は繋つながっていきますわ」




「知識とは決して孤独なものではありません。多くの人々によって築きずかれていくもの。寄せては返す知識の波は、きっと誰かの手から、誰かに対して伝えられていく。多くの知識に触れたわたくしには、分かります。だから、蒐集し、そして繋いでいきます。沢山の図書館を造ることで、少しでも繋がりの手助けをしていきたい。それが、わたくしに出来ること。誰かが悲しみに泣くとしても、そうして繋いだ手の温ぬくもりが、いつか巡り廻めぐって届くと信じていますわ」




　語り終えた。

　人が繋いでいく知識、そこから生まれる人の想いを、滔とう々とうと。

　水無川真秀の答えは、期待。

　知識という人類の結晶に触れたからこそ得た、本というものの繋がりを信じること。




　穂積雷火、水無川真秀、二人の答えが終わって。

「成なる程ほど、貴き重ちようなお話です。私も、それならば、答えましょう」

　次に続くのは、姫ひめ萩はぎ紅葉もみじ。

　紅葉が俺の方を、ちらりと見る。この問いの意味を、分かっているというように。

　紅葉がこうして、他人の意見に耳を傾かたむけ、そして自分自身について話をするということは、かつての姿からすれば在り得ないことだっただろう。

　それはきっと、姫萩九く郎ろうが必死の想いで得たものだ。

　自分の妹が、作家として、人として独り立ちするという、その未来は。

　その結果が、この紅葉の言葉。

　自分自身から生まれた、紅葉自身の言葉。

　紅葉の声は小さくとも。この夜空の下、聞く者達の心に確かに染しみ渡わたって行く。




「私にとって執筆とは、自分の内に眠るものと、向かい合うことです」




「世界を知らなかった私が、ただ一つだけ理解出来るもの、でした。外の世界とはかけ離れているということにも、気付かないままで。私は私の知る限りの世界を、本として書き上げていました」




「それが、私という作家の特徴として認められているということを知ったのは、後になってのことでした。沢山の人の手助けを得て、外の世界に踏み出すことを選んで、そうして見えた、自分の内なる世界との差に、戸惑ったりもしました。ここが、私の知るものとは違う条理で動いている場所であるのなら。ここで生きて行くことを選択したのなら。私は、私の知らない多くを知り、変わらなければならないと、思いました」




「けれど、そうではなかった。変わるべきものとは別に、変わらないことで意味のあるものを、知りました。進むことも、立ち止まることも。得ることも、失うことも。プラスもマイナスも、全ての可能性を秘めているものこそが世界なのだと、知りました」




「私は、作家です。私の書き上げた世界が、誰かを傷付けてしまうことが、あるでしょう。私の世界が、軋きしみを生むことも、あるのでしょう。その全てに対して、責任を負うことは、正直な所、難しいと思います。私の手の届く世界は、決して広くはないのですから」




「そんな私に出来ることは、可能性を示すこと、だと思います。傷付いてもなお、人は前に進んで行くことが出来るのだということを、私が身をもって示すこと。生き様で、本で、読者に向けて示すこと。身を引ひき裂さかれるような悲しみに襲おそわれたとしても、一人ではないというそのことが、いつか自分の足を奮ふるい立たたせて、前に進んで行けるのだという、そのことを」




「自分がどうするのか。光の差す方向へと歩いて行くのか、あるいは暗くら闇やみに身を任せて微睡まどろむのか。どちらも、一つの可能性です。どちらかを選ぶことも、選ばせることも、私のやるべきことではない。それは、それぞれの人が、それぞれに決めていくこと。だから私は、先に立って、自分が誰かから与えられたものを、示します」




「かつて自分の世界に籠こもっていた自分が、たとえ一人でも、その未来を照らす光になれるのなら。あるいは、その眠りを守る闇になれるのなら。それは、私がこうして生き続けていることの、その意味になるでしょう」




　九郎さんを二度も失った紅葉が、それでも出した答え。

　それは、傷付いているとしても前に進んで、その生き様にて他の誰かに示すこと。多くの選せん択たく肢しの中から選んだ、作家という在り方を貫くという、その覚悟。

　俺は、その答えを、確かに心に刻きざまなければならない。

　姫萩紅葉の答えは、理解。

　自分を取り囲むあらゆるものを、あるがままに認めた上で理解すること。




「……なあ」

　と、今度は温泉の外から声がした。

　それは壁……女湯と男湯を隔へだてる壁の向こうからである。

「おい、何だか楽しそうな話、しているじゃねーかよ。俺も混ぜろって」

「じゃあこっちに来ればいいじゃありませんの」

「俺は男だっ!!」

「ああ、そうでしたわね。何だかあんまり違い和わ感かんがないから分かりませんでしたわ。ねえ、雷火さんもそう思いますわよね？」

「そうかも、知れない」

「何でだっ!?」

　ステラは何というか、女湯にいてもそれほど違和感がないような奴なので、別に良いんじゃないの。少なくとも、犬が温泉に浮いているよりかはマシのような気がする。まあ、下へ手たなことしたらメイドに大変な目に遭あわされるかも知れないけどさ。

「まあ、そういう訳だから、ここから失礼させてもらうぜ」

　すると突然、壁の上から、頭が生えた。

「見えるかー？」

　黒いサングラスを掛け、その下に黒いネクタイで目隠しをしたステラの頭が壁の上に生えている。サングラスと目隠しは多分、こちらが見えないようにという配はい慮りよなんだろうけど、しかし問題は。

「ステラさん、そんなに身長、高かったかしら？」

　そう、明らかに高さがおかしい。いや、その壁ってどう見ても三メートルくらいの高さがあるんですけど、どうなっているんだよ。

「男湯にいた皆に手伝ってもらっているんだ。サングラスとネクタイも借りて、ピラミッド隊形だ！」

「ちょっと！　あたしの黒服に何しているのよ!!」

　騒ぎ出したマキシを放ほうっておいて、壁の向こうから、早はや崎さきステラの言葉が始まる。




「俺の場合は……どうなんだろうな。正直、まだ作家としての意識は、強く持っていない。ここまでの段階で、深く考えていなかったってのもあるが、そこまで余裕がなかったって理由もまあ、あるんだよな。だけど、色々とあって、未来が見えた。自分のことについて、余裕が生まれて、選択肢が見えたんだよ」




「まだ正直、俺がこれからどうなっていくのかについては、悩んでいることばかりだ。だって、やりたいことがいっぱいあるから。とにかく楽しいんだよ。目の前を覆おおっていたものが取れたみたいに、これまでは見えていなかったものが、沢山見えているんだ。星空みたいに、色んなものが、行く先に輝いていることが」




「作家という道も、その中の一つだ。最初は深く考えずに選んだ道だけど。周りにいる仲間や、戦いたいライバルと同じ道を進みたいって、今は素直に思う。そんな、作家としてまだ始まってもいないような俺だけど、それでも一人の作家として答えるなら。俺の書いたものが、人を傷付けることがあるのなら。そいつは、俺に伝えて欲しいんだ」




「お前が書いたせいで、俺が苦しんでいるって、そう訴えて欲しいって、そう思うんだよ。今のご時世、作家本人にメッセージを伝えるような手段は、いくらでもあるだろ。俺だって、それは貴重な経験になると思うから、いつでもウェルカムだもんな」




「だから、俺に言ってくれたのなら。俺はそれを、ちゃんと正面から受け止める。誰かの技法を、真ま似ねること。それは相手を知ることから、全てが始まる。相手の、本気が込められた行動を、俺もまた本気で知ろうとすることから、真似ってのは始まるものだからな。俺はさ、相手のことを知ろうとするのが、きっと得意なんだよ。分かりたいと思うから、分かるんだ。俺の書いた物が、何かダメなことに繋がっているとしても」




「それを知ることは、俺にだって良いことだ。だから、一緒に知りたいって、分ぶん不ふ相そう応おうながらも思うんだよ」




　早崎ステラの答えは、共感。

　人を学ぶという才覚から来る、相手と本気で真まっ直すぐに向かい合うということ。




「全く！　何よ、皆して!!」

　さて、いよいよこいつの番が来た。皆が盛り上がっている所にやって来て、それ以上の盛り上がりを提供していくという無茶な奴。こちらの想定を、斜め上の方向へと吹き飛ばして去っていく、とにかく最高な作家。

　宵よい闇やみに包まれていた温泉が、俄にわかに明るさを取り戻す。

　放つオーラが、夜さえも駆く逐ちくしようと輝いているのだ。

「このあたしのターンが、いよいよ始まるようね！　さあ、それじゃあ覚悟して静聴しなさい！　あたしの言葉を！　太陽光よりも豊かな恵みに包まれた、あたしの美声に聞きき惚ほれなさい!!」

『……ああ、本当に』

　こいつは、最初からそうだった。何者にも恥じることなく、ただ己の輝きを高め、堂々と振る舞っていた。どれ程の困難が迫ろうとも、一切を笑い飛ばして進むのだ。

　秋あき月づきマキシという、アイドルにして作家。

　その眼まな差ざしに、一切の後悔はなく。

　その足取りに、一切の躊ちゆう躇ちよはない。

　どんな障害も、その足取りを止めることはない。




「あたしの書いた本が、誰かを傷付ける、ですって!?」

　雷火を通した、俺の問いに。

「そんな問い有り得ない。全然輝いてないわ！　だって、そもそも誰も傷付かないように書けばいいんじゃない!!」

『えええええええええええええええええ!?』

　質問の前提を軽く蹴けり飛とばして。

　マキシは、叫ぶ。




「いい？　あたしはアイドルで、しかも作家なの。このあたしにしか履はきこなせないような二足の草鞋わらじ、だけどその本質は、あたしが思うに、とても良く似ているわ。つまり、読者＝イコールファンという、自分を高めてくれる誰かの存在によって成り立っている、という点において、ね」




「だから、一番に考えるべきは、その誰かのこと。自分を受け止めて、高めて、そして支えてくれる皆のことを、考えるの。それこそが、あたしの魂たましいに刻まれた、まず知っておくべき大原則。だから、そもそも傷付いたらどうするか、なんて質問に、意味はないの。最初から傷付かないように、しているんだから」




「凡百の作家は、当然違うんでしょうね。でも、あたしのやり方は、アイドルであっても作家であっても、同じよ。多くの人々に見られているという前提がある以上、極端に走ることは出来ない。走るべきは王道、そしてたまのスパイスで邪道に向かうとしても、基本として正道を行くということは絶対の基本、守るべきものなの。予想は裏うら切ぎっても、期待は裏切っちゃいけない」




「そりゃあたしも、誰も彼もが傷付かないようなものばかり届けていく、なんてことは出来ないと思うわよ。誰もに受け入れられるようなネタであっても、不快になる人だって、きっといる」




「だけど、自分の道を曲げることはしない。他人の意見を聞くことはあっても、他人の意見に流されちゃいけない。だってあたしは、アイドルで作家だから。何があっても、それを上回るあたし自身の魅み力りよくによって、取り戻していかなくちゃいけないの」




「だから、あたしは輝き続けるしかない！　いつだって全力で、向かっていくことを、自分に課しているんだから。あたしは常に、光の速さで進化していくの！　一秒前のあたしを、今のあたしだとは思わないで欲しいわね!!」




「そう、あたしは常に全力疾走。傷が癒いえるくらいの光で、どこまでもあたしは輝き続ける！　立ち止まってなんかいられないって、皆に思ってもらえるように！　あたしに付いて来なかったら損だって、そう感じてもらえるように！」




「だから安心して付いて来なさい、皆！　あたしの輝きは、あたしの歴史は終わらない!!　最高にシャイニングのままで、世界を照らし続けてあげるわ！！！」




　頭上に広がる、星月夜。

　そして地上に降りた、もう一つの輝ける月。

　秋月マキシという光は、これからも、輝き続けていく。

　とにかく、規格外で破は天てん荒こう。

　秋月マキシの答えは、未来。

　ひたすらに自分を輝かせることで、常に変化していく可能性の化身。




「あ、えっと……」

　そして。

　この場に残った作家、その最後の一人。

　彼女は、大おお澤さわ映は見みは、自分に集まる視線に、一度目を伏せて。

「……私の、番、ですよね」

　しかし、顔を上げて、全てを受け入れた。

　映見もまた、俺の関わった色々において、大きく成長を遂とげたと言える。俺の知っている頃の映見は、とにかく自分に自信が持てない少女で、嫌なことがあるとすぐに机の下に逃げ込んでいたような覚えがある。気の小さな娘だったのだ。小さ過ぎるくらいに。

　それでも、いくつかの困難を経て、変わった。その困難ってのは、主に映見の周りにいる奇人変人によってもたらされるものだったけれど。妙な連中の餌え食じきになりがちなんですよね。そこで光っているアイドルとか。

　とにかく、作家としての意味が揺らぐような事件があって。

　自分の意思とは関係なしに脚光を浴びるようにもなって。

　映見は変わった。

　自分の立ち位置を理解し、自分の未来を見据えて、成長した。

　そんな映見が、俺の問いに対して出す答え。




「私は……作家として、偉えらそうに言える立場にはないって、そう思います。まだ経験も実績もない、新人です。多くのことを知らない、初心者です。それに、全然自信もないし、立りつ派ぱでもないし、むしろ貧相だし、周りの人の方が凄すごくて霞かすんで見えているような気もするから……ごめんなさい。本当にこんなので、ごめんなさい」




「だけど、私は作家だって、そのことは忘れません。この道を選んだのは、私だから。どんなに苦しくても、辛くても、険けわしくても、果てがなくても。それでも、作家として歩いて行くことを決めたのは、私だから。だから、しっかりと答えます。私が、私として。これからも、ある為に」




　映見はそこで、ちらりと俺の方を見た。

　何かを訴えるかのような、不安そうなその瞳ひとみ。

　胸元に手を重ね、温泉の中だというのに震ふるえている。

　しかしすぐに視線を外すと、前を見つめ、言葉を続ける。

　映見の、成長から来る言葉を。




「作家として、人として半はん端ぱな私は、昔に過あやまちを犯しました。望まない結果を、読者に与えてしまうということ。作家の勝手な思いで、読者に被害を与えてしまうということを、行いました」




「だから、作者と読者の枠わくを越えて、相手を傷付けてしまうということ。それは、本当に、許されないことだって、そう思います。作家というのは、とても凄い職業で。影響力があって。多くの人々を動かすかも知れない、重要なものです。だからこそ、自分がやってしまうことに対しての責任についても、考えないといけないって、思います。自分の書いたもので、誰かが変わってしまうこと。自分の筆一つで、誰かを失うかも知れないこと。それについて、考えることを止やめちゃいけないって、思います」




「でも、それでも、考えに考えて。作家として、どうしても書きたいものに、出会ってしまったとしたら。書かなければいけないと、これが自分の宿命だって、そう確信出来るようなものを、見つけてしまったのだとしたら」




「私は、迷ってしまいます。自分の為に、書くのか。それとも、誰かの為に、書かないのかを。それでも。答えを出さなければいけないって、そうなったのなら。答えが必要になるのなら、私は……私は、きっと。書かないことを、選びます」




「書きたいという想いは、作家として確かにあると思います。それでも、結果として失うものがあるのなら、その時の私は作家ではなくなってしまうと思います。そして、書かないという道を選んだ自分のことを、許せます。だってそれは、作家としての私の偽いつわらざる想いだから」




「私は、私の想いに従って、私の一番をちゃんと摑つかみます。私の前で、その誰かが失われることの、ないように」




『……映見』

　大澤映見の答えは、勇気。

　誰も傷付かないように、自分が傷付くとしても、優しさを忘れないこと。




　こうして。

　全ての作家の答えが、出で揃そろった。

　俺が出会った、六人の作家。

　そして聞き届けた、六つの答え。

　それぞれが真剣に考えてくれた答えは、俺の中に、ゆっくりと染み渡って行く。

　読者である俺が、最愛の作家に向かい合う為の、その武器となるもの。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【藤ふじ巻まき蛍ほたる】……　女子高生作家。『蛍けい星せい恋話』によって作家デビューを果たしたものの、数日後に作品が回収されるという騒動が発生した。そこには彼女の父である作家、大澤愁しゆう山ざんの意向があったとされているが、詳しいことは明かされていない。その後、数ヶ月を経て再デビューを果たした彼女の新作は、瑞みず々みずしい青春の姿を描いたものということで、若年層から多くの支し持じを得ることとなった。また彼女自身、女子高生作家という一面においても人気を持っているが、あまり人前に出ることを良しとしないらしく、その露ろ出しゆつは最低限に抑えられている。しかし、時折作家としての先せん輩ぱいである秋月マキシと共にテレビに出演することがあり、将来的にアイドルとしてデビューするのではないかという噂うわさが立っている。本人はかたくなに否定している。






『……流石にのぼせたな』

　温泉から上がった後、庭に面した廊ろう下かに座り込み、ぼんやりと夜空を見上げていた。

　穂積雷火の口を通して、作家達に問うたこと。

　──もしも、自分の書いたものが、誰かを傷付けてしまうとしたら？

　皆のおかげで、俺が出すべき答えは確かに見つけることが出来た。結局、何の為に温泉に来たのかは未だに分からないままだけど、それを知ることが出来ただけでも、ここに来た甲か斐いがあるというものだ。

　夜が明け、明日になったら、俺はもう一度改めて夏なつ野のの下へと向かう。

　俺はそこで、春はる海み和かず人ひとの答えを出さなければならない。

『うん……よし』

　怖くないと言えば、噓うそになる。しかし、目を逸そらすことは出来ない。

　だからせめて、覚悟して進むのだ。

「……和人君？」

『ん、映見？』

　床の軋む音に振り返れば、大澤映見が立っていた。お風ふ呂ろ上あがりの濡ぬれた髪かみと浴衣ゆかたに身を包んでいる姿が、何だか妙に色っぽく見える。特に上半身の一部分に関しては平均値を遙はるかに超えるものを持ってらっしゃるので、思わず目のやり場に困ってしまう。

「隣となり、座ってもいいかな」

　映見はそのまま、俺の横に座り、庭に足を投げ出した。何かを話すこともなく、ジッと空を見上げている。

　温泉で映見は、俺の方をジッと見つめていたが。

　その意味は、映見の答えを聞いた今ならば、何となく理解出来る。

　作家の書いた作品が、読者を傷付けるかも知れないというその仮定。雷火から作家達に投げ掛けられたその問いの、本当の出題主が俺であることを、映見は恐らく理解しているのだろう。雷火の言を借りた、俺の言葉だと。

　ならば問いの意味さえも、きっと、分かっている筈だ。

　作家が書くべき作品。

　傷付けられる読者。

　ここでそんな問いが出る意味。全てから導みちびき出だされた結論を、映見はそっと口にする。




「……和人君は、『大罪シリーズ』が完成したら、どこかに行っちゃうの、かな？」




　俺のことを良く知っている映見だからこそ、辿り着いた真実。

　一度死んでしまった俺に、再び出会えた時。映見は、とても嬉うれしそうな顔をしてくれた。言葉は通じなくて、しかも犬の身体からだをしている俺のことを、すぐに春海和人であると信じてくれた。

　そんな映見と話をする機会も、最後になってしまうかも知れない。一度俺が死んだことで、途と切ぎれてしまった関係。しかし犬として蘇よみがえったことで復活したその関係が、今度こそなくなってしまうかも知れない。

『読者を傷付ける作品は書くべきではない』という、映見の答え。

　それは、映見自身の過去の経験から来るもの。自分の作品で、読者を操あやつってしまったという罪を踏ふまえてのもの。

　そして、俺がどうなってしまうかを理解しているからこそ出た答え。

　俺のやろうとしていることとは、きっと正反対のもの。

「ねえ、和人君？」

　呟つぶやきと同時、映見の手が俺の身体に伸びてくる。

　どうしようか。どうすべきなのか。一度決めた覚悟を、突き通すべきなのか。あるいはここにいる一人を選ぶ。そんな選択だってあるのかも知れない。

　映見は、伸ばした手で、悩んでいる俺を持ち上げて。

　自分の膝の上に乗せて、俺を撫なでながら。

「それでも。行っちゃうんだろうね、きっと」

　そっと、微笑ほほえんだ。

『……え？』

　俺を止めるような言葉は、そこにはなかった。

　俺を止める素振りも、何もなかった。

　ただ、突き放したように。あるいは呆あきれたように。

　俺のやろうとしていることを理解した上で、何もしない。

　涙もなく。震えもなく。ただ、そうなるべきものがそうなったことを、分かっているというように。自然体で、映見はそこで微笑んでいる。

『……映見』

　その微笑みを見て、今、分かった。

　生まれて、死んでから、生き返って、ここまでの間。

　大たい概がい、勝手な生き方をしてきたつもりだった。自分の好きなようにやってきたつもりだった。本ばかりを見て、その他のものを顧みることなく、一直線に進んで来た春海和人の、自由で無茶で、読書まみれな生き様。

　そんな俺を、誰よりも理解してくれていたのはこいつだって、そう分かった。

　あの日、東ひがし川かわ高校の図書準備室で出会った時から、ここまで。俺のことを、こんなにも分かってくれていたなんて、今更ながらに気が付いた。

　でも、そんな彼女に、今の俺は何も返す術すべを持たない。これから、どうなるかも分からない道に進む俺には、残される映見に対して、何かをしてやることなんて出来ない。

　それでも。

　去り行く俺と、残される彼女と。

　せめて、後悔のないようにと、そう、決めて。

『……映見。ごめんな。ありがとう』

　遠く離れてしまうかも知れない、大切な人への言葉。俺の言葉が伝わらないのは分かっている。それでも、言わないままでいることは出来なかった。

「……え？」

　届く筈はずのない謝罪と感謝。

　宙に消えるだけの筈だった、その声が。

「………………………………え？」

　しかし、この瞬間においては、違った。

「あ、あれ、今？　か、和人君!?」

　映見が驚おどろいたように、こちらを見下ろしてくる。その顔に浮かんでいるのは、大きな驚きよう愕がく。信じられない、というような表情。

「いいいいいい今、確かに、か、和人君の声がした!?　あ、ありがとうって!!」

『ほ、本当か!?』

「また！　『本当か!?』って……ぼんやりとだけど、聞こえた！　久し振りに聞いた、和人君の声!!」

『な、何で、今更……？』

　映見と俺の間では、交わされることのなかった言葉。

　それが、今。確かに、届いていた。俺の言葉を、映見は認識していた。

　俺の前に現れた穂積雷火。そして今、大澤映見。新たに現れた、二人の理解者。

　今まで、俺の犬の言葉が聞けるのは、夏野霧きり姫ひめ、柊ひいらぎ鈴すず菜なの二人だけだったのに。

　四人に共通していることは。

『……まさか、秋あき山やま忍しのぶ、なのか？』

　それぞれが、秋山忍に対して、強い想いを抱いていること。

　夏野霧姫は、言うまでもなく己自身、作家としての一面であるからこそ。

　柊鈴菜は、秋山忍の編集者として付き従うことに、己の存在を賭けていた。

　穂積雷火は、秋山忍への執しゆう着ちやくから、読者を越えて作家にまで至った。

　そして。

　大澤映見は、俺と一緒に、秋山忍のことを想っていた。

　俺だって、そうだ。秋山忍に対する想いは、死に瀕ひんしていた魂を引き上げて、再度の生へと導いた程のもの。

　秋山忍への想いという共通点、そのせいで言葉が通じるようになっていたと、そういうことなのだろうか。同じものに対する強い想いが根底にあるからこそ、犬と人間という種族の壁を越えて、その意識が限定的に繋がり、奇跡を呼び寄せたのか。

『まさか、そういうことなのか……って、うわぁ!?』

　突如、足下が揺れる。映見が立ち上がったのだ。

「和人君！　聞いて！　渡したいものがあるの！」

　映見はテンション高く、自分の脇に置いてあったものを手に取る。それは、やけに分厚くて大きい茶ちや封ぶう筒とうで。

『封筒？　何だこれ？』

「えっとね。私が書いた、手紙、かな？」

『いや、手紙って厚さじゃないんだけど……』

　数センチほどの厚さの茶封筒。何だかずっしりと中身も詰まっているようで、もし殴なぐられたらちょっと大変なことになるレベルの重量がある。

　映見は、その手紙を、俺の方に押し付けて。

「和人君は、これから秋山先輩の所に行くんだよね？　そ、それなら、これを渡して欲しいの。これはね、手紙。あの人と出会って、そうして私が思ったこと、私が感じたことを、秋山先輩に宛あてて書いた、手紙。原稿用紙で書いたから、ちょっと厚くなっちゃったけど！」

『手紙……っていうか、それは』

　作家が書いたもの。

　原稿用紙に向けて、筆を振るったもの。

　それは即すなわち、作品に他ならない。

　作家、藤巻蛍による、想いの結晶に他ならないのだ。

『……分かった。俺が責任を持って届ける』

「うん、ありがとう、和人君。秋山先輩に、よろしくね」

『ああ。任せておけ』

　映見が差し出した茶封筒を受け取る。見た目通り、かなりの重量が感じられる。読者として、そして作家として近くにいた映見の想い、絶対に夏野に届けてやる。

「あ、いた!!　そこにいたのね、後輩!!」

「秋月先輩!?」

　やかましい声と共に、どたどたと廊下を走って来る人影。そちらを見なくても分かる。秋月マキシだ。廊下は走ったら駄だ目めって習わなかったのだろうか。

「ほら、受け取りなさい!!」

『え!?』

　マキシは、俺の存在に怯おびえながら映見のすぐ後ろまで来ると、手を必死に伸ばして、それを俺の前に置いた。

「ほほほほら、この犬が、あの黒いののとこに行くって言うんでしょう？　この超銀河アイドルのあたしが、あいつなんかに直接渡すなんて勿もつ体たいないわ。だから、特別にあんたに代わりに持って行く権利をあげようじゃない！」

『まさか、お前も……？』

　マキシが差し出して来たのは、映見と同じようなもの。やはり分厚い茶封筒、その中には原稿用紙の束が入っている。

「聞いて驚きなさい!!　あたし直筆の、必殺シャイニングな手紙よ!!」

『はぁ？　なんだよ必殺って』

「あたしの言いたいことを全て詰め込んであげたわ！　これを読めば、あの鉄面皮の黒いのだって、感謝を全身で表現しつつ、滂ぼう沱だの涙を流して喜ぶに決まっているわ！　あたしの本気を叩たたき込こんだ必殺兵器！　感謝しなさいよ、あたしが、あんな奴の為に書くなんて、初めてなんだから！　だから絶対に、これ、届けなさいよね!!」

『……ああ』

　いつも通りのマキシの、いつも通りの言葉。憎まれ口を叩きながらも、しかし差し出された手には力がある。その厚さには、本気がある。

　確かにその想い、受け取った。

「あらあら、騒がしいですわねー」

「おう秋月マキシ、何をやっているんだ？」

「……良いお風呂だった」

　マキシに続くように、他の奴らも集まってきた。全員がお風呂上がりということで浴衣姿。浴衣姿に囲まれるというのは何だか落ち着かない。

「あら、マキシさんったら、もうお渡しになっていたんですの？」

『ん？』

　新たに現れた中の一人、水無川真秀が、俺の前に積まれた茶封筒を見て笑う。

「そうよ！　偶然書いた手紙があったから！　しかも、偶然この犬があの黒いののところに行くっていうし、だから偶然渡したのよ！」

「何を仰おつしやっているんですのマキシさん。いい加か減げん素直になった方が良いと思いますわ。そもそもこの温泉旅館、この手紙を書く為に場所を用意して欲しいと、貴女あなたの方から仰って来たんじゃありませんの？」

「は、はぁ!?　何言ってるの!?　こ、この秋月マキシ様がそんな輝かないことをする訳ないじゃない！」

　真秀の言葉に、マキシは興こう奮ふんしたまま言葉を返す。

「随ずい分ぶんと急ぎの依頼でしたけど。まあ、我が水無川グループ傘下の温泉旅館ですから、構いませんけど。あんな真剣に頼まれたら、断れませんわ。美しい友情ですわよね」

「な、何よ!?　偶然だって言っているでしょ!?　温泉だって、ちょっとライブで疲れたから入りたかっただけなんだから！」

「そうだぞ！　一度、仲間達とこういう合宿みたいなことがやりたかったって、泣いて喜んでいたのはご主人の方じゃないか！　良い思い出が出来て良かったな！」

「うるさいですわ佑ゆう斗と！」

『つーか、温泉にそんな意味があったのか』

　この温泉旅行の意図を盛大にバラされるマキシと、いつも通り執しつ事じに茶々を入れられる真秀。どこか似たところのある二人による、粋いきな心こころ遣づかいという奴だろうか。てっきり行きたいから行きたい、くらいの適当な理由だと思っていましたけど。

「べ、別に、最近あの黒いのが元気なかったとか、思ってないんだからね!!」

『今更なんだよそのツンデレ』

「マキシさんや映見さんだけではなく、わたくし達も、丁ちよう度ど良い機会ですから、それぞれ秋山先生宛に、手紙を書きましたわ。何でも大変なことになっているみたいですし、わたくし達も微力ながらお手伝い出来れば幸さいわいですものね。これをワンちゃんに託たくして、マンションに突入させることが、わたくし達の計画、その最終段階となります」

『ああ、ありがたいことだ……計画？』

　何だそれ。普通に初耳なんですけど。しかも嫌な予感しかしない。俺の身体が物理的に痛めつけられるタイプの予感。

「詳しくは明日になってからお話ししますけれど。この作戦、多くの人員を投入することは出来ないかも知れません。しかも、帰って来られる保証もありません。ノルマンディー上陸作戦にも匹ひつ敵てきする難事、だから確実にマンションへと送り込めるのは、ワンちゃん一匹くらいとなるでしょう」

『どういうことなの!?』

　俺が知らない所で、壮大な展開になっちゃいませんか。あのマンションはもう本当に何なんだよ。そして俺は何を背負っているんだよ。

『……まあいいか。どうせ覚悟の上だしな』

　やると決めたこと、その為には、何だって乗り越えて見せる。その為ならば、多少の重みだって平気へっちゃらです。俺の背中に何でも載のせやがれ!!

「わたくしのこの想いも、貴方あなたに、託します」

『ああ！』

　言って、真秀もまた俺の前に、分厚い茶封筒を置く。

「そういうこった。俺も、言いたいことを書けるだけ書かせてもらったぜ。こいつもよろしく、頼んだぜ」

『……ああ』

　ステラが、その上に茶封筒を重ねる。

　当然、分厚い奴だ。

『厚いよ』

　これで既に分厚い茶封筒の手紙が、四人分となりましたね。いくら日課の本屋通いに慣れている俺といえども、ここまで沢山の原稿用紙を背負ったことはないです。つーか、どいつもこいつも本気を出しているので、絶対に普通の書籍よりも重量がある気がするし。紙って重いんだよ？　俺の身体、もってくれるよな……？

「……私が」

『雷火？』

　ステラの背後から現れた雷火が、俺にだけ聞こえるような小声で呟く。

「本当は、私が行きたい、けど」

『ああ』

　その言葉には、本気の響きがある。雷火は、俺がどうなるのかという事情に踏み込んでいるからこそ、安易に俺に想いを託すようなことはしない。俺が躊躇ためらうようならば、自分が行こうとするのだろう。

「もう一度、聞く」

『……ああ』

　釘くぎを刺すように、俺の意思を問う。

　同じ秋山忍にその一生を捧ささげた者として、真剣に。

「君は、本当に、『色欲』を読む為に、命さえも、捨てるの？」

『捨てるんじゃない。読みたいからこそ、この俺の全力を、出すだけだ』

　幾度も投げられた問いに、しかし俺の答えは変わらない。

　俺の意思に、もう揺らぎはない。

　この役目も、誰にも譲ゆずるつもりはない。俺自身が、夏野と話をしたいという強い願いを持っているのだ。その先に何が待とうとも、僅わずかの後悔も躊躇も、何もない。

「本気、なんだね？」

『当たり前だ。本に関しては、俺はいつだって本気だからな。読書バカを舐なめるなよ』

「そう。君は、そういう子なんだね」

　雷火は僅かに微笑んだ。それは、彼女が初めて見せる、生のままの感情で。

　そして、俺の上に茶封筒を乗せる。他のよりも一際分厚い奴を。

『ちょ、重い!?　潰つぶれる!?』

「私の想いは、とても重い」

『まさかのダジャレを言う必要ありましたか!?　つーか他の手紙に比べても重過ぎるだろ！　早くどけて!!　置く場所違うでしょ!?』

「書きたいことが、多過ぎて」

『限度があるだろ!!　重い！　中身が出ちゃう!?』

「私の愛の重さを、全身で味わうと良い」

　意味ありげに微笑んで、雷火は離れて行く。雷火の想いも、俺へと託された。

　いや、本気で重いので、どけてくれないか。このままだと作戦に移る前に、俺の肉体がブレイクするんですけど。

　そして、最後に。

「……和人さん」

『紅葉か』

　最後の一人も、こうして現れる。

　佐さ茅ちに押された車くるま椅い子すの膝の上、大事そうに抱えているのもまた、原稿用紙の入った茶封筒だ。紅葉は、視線を真っ直ぐに俺に合わせて、呟く。

「誰かに手紙を書くのは、初めてです」

『……まあ、手紙っていうか、これもう小説だけどな？』

「私の考えたこと、伝えたいこと、沢山のことを書きました。作品を書くよりも、難しかったような気がします。誰か一人のことだけを考えながら書くということは、大変だけど楽しかったと、そう言えます」

『そっか』

「いつか、もう少し心の整理が付いたら。兄さんにも手紙を書いてみようと思います」

『そりゃ喜ぶだろうな、きっと』

「そしていつかは、他の人達に対しても、手紙を書きたいです。でも、今は、ただ私の想いを届けたいと、そう思います。ですから和人さん。私の手紙を、私の想いを、よろしくお願いします」

『ああ。任せておけ』

　強く頷うなずいて見せると、紅葉もまた頷いて、俺に茶封筒を乗せる。

　多くを語ることのない紅葉ではあるが、その書き上げた物には、確かに姫萩紅葉の言葉が宿っている筈だ。語られた千の言葉よりも雄弁に、紅葉の想いを相手に伝えることだろう。そしてこれも超重いです。




『流石に、これだけあると壮観だな』

　目の前に積まれたのは、六個の分厚い茶封筒。六束の原稿用紙。

　それは、六人の作家が、ただ一人の為だけに書いた、手紙という形を取った小説。

　そして、それぞれに名付けられた、六つの題名は。

『専心』。

『慈愛』。

『節制』。

『信頼』。

『平穏』。

『探究』。

　かの『大罪シリーズ』に似て非なるもの。秋山忍に向けた想いが、そこにはある。

『…………良し』

　これで準備は整った。

　立ち向かう想いも、必要なものは、全て。

　沢山の想いを背負って。

　一つの意思を、貫きに行く。

　この小さなダックスフンドの身体には重過ぎる運命でも。

　そこに秘めたる硬い意志が、決して足を止めない。

　さあ、俺が、俺達が愛した作家に会いに行こう。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【早崎ステラ】……　アイドル作家。似た経歴を持つ秋月マキシをライバルとして、時には目標として、テレビ等で良く絡みを見せている。彼の名を一いち躍やく有名にしたのは、とあるテレビ番組にて『村おこし系アイドル作家』という企画が放送されたことである。村を発展させる為に農業に勤いそしみ、建築をこなし、特には歌も歌うというその八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍が、多くのファンを生む結果となった。何でもこなしてしまうそのマルチな才能から、『無人島に連れて行きたいアイドル』というランキングで一位に選ばれている。
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「あのマンション、予想以上に、厄やつ介かいな代しろ物ものですわ」

　温泉旅館を出発する前に、旅館の一室で行われた作戦会議。ホワイトボードに貼はり付つけられている、イマキュレット新しん稲いな葉ばの平面図を示しながら、真ま秀ほが説明する。

「下の階から伸びた通路は、全すべての経路が封ふう鎖さされています。各所に降りた隔かく壁へき、特殊ベークライトで固められた通路など、あらゆる手段で侵入を拒んでいます。全てを突破するには、一個中隊の動員が必要となるでしょう」

『後先を考えちゃいないな……』

　真秀やマキシが侵入しようとして、しかしそれは果たせなかった。マンションの各部に展開された迎げい撃げきシステムが、侵入者の到来を阻んでいるのだという。一夜明けても、依然として誤作動を起こしたまま絶ぜつ賛さん稼か働どう中ちゆうらしい。何なんだよ本当に。

「かといって上方からの侵入も、また困難を極めますわ。屋おく上じように設置された武ぶ装そうによる迎撃、機き銃じゆう掃そう射しやの嵐あらしが待ち構えていますもの。そこを下へ手たに突破しようものなら、特殊兵へい装そうスカラーシステムにより、周囲一帯ごと焼き払われることでしょう。それはわたくし達としても望むところではありません」

『だから、何なの？』

　俺の住んでいた平穏なマンションはどこに行ったの。完全に要よう塞さいか何かですよね。しかも無理に入れば自爆するとか、完全に本質を見失っているじゃないかよ。

「という訳で、残された侵入方法は一つ。つまり、高速で最上階に接近してからの、一いち撃げき離り脱だつ戦法。迎撃よりも早く行動して、目的に必要な人員……つまりはワンちゃんを何としても投下する、という方法しかありませんわ！」

　真秀が強く断言する。確かに、近付いただけで攻こう撃げきされるというのなら、攻撃される前にマンションに取り付く、という手段は理に適かなっている。

　そう、確かに理に適ってはいる。しかし、気になるのは。

『……投下って、何？』

　それ、文字面だけで考えるのなら。マンション付近まで近付いて放ほうり投なげる、ということでよろしいでしょうか？　攻撃されないギリギリまで接近して、そのまま俺をマンションに投げ込むと、そういうことなんでしょうか？

『いやぁ、凄すごいな！』

　だって、近付いたら迎撃されるってのに、その中を飛べって言うんだもの。それは、俺の安全を保障してくれるものなのでしょうか。どう考えても駄だ目めじゃないの？　俺が全力の機銃掃射を受けることになったら、マジどうやって責任を取ってくれんの？

「ともあれ、ゆっくりしている時間はありませんわ。直ただちに必要な人員を用意しますので、我々も現地に急ぎましょう」

『おい聞けよ』

　時間がないって、思いっきり温泉を満まん喫きつしておきながら何を言っているの。朝あさ風ぶ呂ろもゆっくり浸つかっていましたよね？　ご飯もおかわりしていたよね？

「大丈夫、皆さんの協力があれば、この作戦は必ず成功しますわ。皆さん生きて帰って来たその時には、祝杯を挙げるとしましょう」

『だから聞けって!!』

　誰も俺の文句を聞いちゃくれない。俺の言葉が聞こえている筈はずの雷らい火かは、完全に無視しているし。映は見みは、『和かず人ひと君が選んだのならしょうがないよね』みたいな顔をしているし。こんな危険な方法は選んでねーよ。もうちょっと安全性の高い作戦を用意してくれても良かったのではないだろうか。

　いや、まあ、いいんだけど。やると決めたのは俺だから。

　どうせ一回死んだこの身だ、怖いものなんてない。

　俺の全生命と全精力、派は手でに賭かけてやろうじゃないか。

「それでは最終作戦開始の号令を、映見さんにお願いしますわ!!」

「ふえぇ!?」

　まさかのキラーパス。ほとんど流れ弾が当たったって感じですけど。

　急に話を振られた映見は、おろおろと辺りを見回すも、誰も助けに来てくれない。むしろマキシから向けられた期待の視線を確認すると、下手なことをせずに大人しく従った方が傷は浅いと判断したのか、おずおずとその場で立ち上がり。

「えっと……ご紹介に与あずかりました、大おお澤さわ映見です。本日はお日柄もよく……」

『何を言い出したの!?』

「良いわよ映見！　流石さすがあたしの後輩！　とっても輝いているわ！」

「さあ、映見さん！　この作戦の全ては映見さんの双そう肩けんに掛かっているんですのよ！」

「ひう!?」

　よくよく面めん倒どうなのに気に入られる映見だ。そういうのを呼び寄せる体質なんだろうか。

　しかし、映見は決然とした表情で一度こちらを見ると、正面を向いて腕を真まっ直すぐに掲かかげ、宣言する。

「それじゃあ、最後の作戦を……『作戦・弾丸犬オペレーシヨン・メテオドツグ』を、始めます!!」

『……おう』

　思ったよりノリノリだった。

　何その不吉な作戦名。













　　　　　　　　



「それじゃあ行くわよ皆！　あたし達の輝きを、あいつらに存分に見せつけてやるんだから！」

「ああ、陽よう動どうは任せてくれ。存分に弾はじけてやろうじゃないか、サンキュー!!」

「二人とも、あまり出過ぎるな。危ないぞ」

「うるさいわね大だい門もん！　一番前じゃなきゃ輝かないじゃない！」

「分かりました！　大門師匠！」

「さあ、皆行くわよ!!」

「「「「ＹＥＳ!!　マキシ様の言う通り!!」」」」

　無線を通して聞こえて来るのは、秋あき月づきマキシと早はや崎さきステラの声。そして、マキシの担当編集者兼マネージャーである仏ほとけ坂ざか大門と、マキシの黒服連中の叫び声。

『あいつら、作戦通り動いているみたいだな』

「うん、そうだね」

　俺の呟つぶやきに、オペレーターを引き受けた映見が無線越しに応こたえる。

　今俺のいる位置からは、マキシや映見達の行動を見ることは出来ない。しかし、聞こえる声からは、全てが計画通り進んでいることが分かる。

　今回の作戦における、マキシ達の役目。それは陽動だ。

　精一杯騒ぎながら、マンションの下の階から、強引に駆け上っていく。

　あくまで本命は俺達。マキシ達は、ほんの少しでもその本命から目を逸そらさせる為ための、しかもどんな意味があるのかも分からない、下手したら捨すて駒ごまにしかならない役割。

　しかし、そんな役割を伝えられた秋月マキシは、一言も文句を言うことなく。

「ふん、面白いじゃない！　一流のアイドルはね！　わざわざ空なんて飛ばなくても、地上に降りた太陽として存分に輝くの！　それが生き様なのよ！　見てなさい、あんた達がノロノロしている間に、あたし達が先に最上階に辿たどり着ついてみせるんだから!!　ステラ、あんたも行くわよ！」

「おう、任せておけ！」

「大門に、黒服の皆も、行くわよ！」

「ああ。早めに終わらせるぞ。次の仕事もあるからな」

「「「「ＹＥＳ!!　マキシ様の言う通り!!」」」」

　マキシの呼びかけにステラ、そして大門が応える。

　鈴すず菜なや菜な沙ずなの計画に対して、何か感じることがあるのだろう。仏坂大門は、黒服達を率ひきいて俺達の前に現れると、協力を申し出てくれた。

　今、彼らは揃そろって、イマキュレット新稲葉を駆け上っている。封鎖された道をこじ開け、閉ざされた隔壁を打ち砕きながら、ひたすらに進んでいる。

「よっし！　開いたわよ！　って何よこの音……ってちょっと!?　何で室内なのに岩が転がって来てるのよ!?　皆、早く逃げて!!」

「マキシ様がピンチだ!!」

「マキシ様をお守りしろー!!」

「マキシ様に触れさせるなー!!」

「むしろマキシ様に触れたいでーす！！！」

　複数の殴おう打だ音おん、そして倒れる音。

「ちょっと!!　何で全員殴なぐり合あって倒れているのよ!!　逃げるわよ!!　大門、あたしを抱えて転進よ!!」

「大門師匠！　俺が抱えますか!?」

「いや、これは俺の仕事だ。お前は、後ろの黒服達に脱落者がいないかどうか、確認していてくれ」

「ういっす、了解しました!!」

「良し、それじゃあ行くわよ！　秋月マキシの輝き、見せてあげるわ！」

「「「「ＹＥＳ!!　マキシ様の言う通り！！！」」」」

　逃げて行くマキシの声が、エコー交じりで無線から聞こえて来る。岩に追いかけられているらしいが、大丈夫かあいつら。一応映見に聞いてみる。

『……映見、大丈夫なんだよな？』

「うん、いざとなったら、私が盾たてになってどうにかするから」

『そこまでしなくても良いんじゃない？』

　映見の役目は、地上から突入するマキシ達のサポート役。オペレーターとして、俺達とマキシ達を繋つなぐ役割なのだ。身体からだを張るのは、芸人的奴らに任せておけばいい。

「和人君、そっちは大丈夫？」

『ああ……』

　無線機から流れる映見の言葉を聞きながら、改めて、今いる部屋の中をぐるりと見渡す。室内にあるのは、いくつもの計器とスイッチと、座席。そして大きな窓の先に見えるのは雲一つない青空。

　今、俺達は空にいるのだ。

　真秀の提唱した『作戦・弾丸犬』。

　それは、空中で迎撃されないギリギリの位置まで近付き、部屋のバルコニー部分から無理矢理中に押し入るという乱暴な作戦。乱暴というか、リアルに命の危険を感じざるを得ない。そんな無む謀ぼうな作戦なのである。

「下の誘ゆう導どうが効きいているようだ。今のところ、こっちは問題なさそうだぞ、ご主人」

「それは良かったですわ。できる限り安全飛行で近付くんですのよ？」

「あ、あの、地上の方も、問題ありません。秋月先せん輩ぱい達も無事なようです」

「ありがとう映見さん。貴女あなたがいてくれて助かりますわ。この作戦が終わったら、わたくしおススメの図書館を差し上げますからね」

「ご主人、フラグっぽいことを言わないで欲しいな。そして藤ふじ巻まき先生を巻き込むんじゃない。一人で勝手にフラグを回収しておけよ」

「何を言いますの!?　わたくしがいなくなったら、佑ゆう斗と、執しつ事じである貴方あなたも路ろ頭とうに迷うんですのよ!?」

「いや別に、他の主人を探すだけだし」

「キー!!」

『おいお前ら、いい加か減げんにしろ』

　俺達がいるのは、飛行図書館『風待の文蔵ビブリオテカ・ウエントス』。水み無な川がわ真秀が所有する、世にも珍めずらしい飛行型機き動どう図書館に乗って、イマキュレット新稲葉に向かっているのである。いや、何で図書館なんだよ。この図書館、この前撃げき墜ついされてなかったか？

　そんなツッコミを何度もしそうになったけど、しかしどうやらこの図書館、相当な速度と機動性を備えており、並のヘリなんかよりは余程高い性能を有しているらしいとのことだった。そのスペック、図書館に必要なのか？

　この図書館に乗って撃墜された経験からすると、非常に乗りたくないのだが、仕方がない。今は確実に、目的の場所へと辿り着ける手段を選ばなくてはならない。

　旅客機ではないので、乗れる人数は多くはない。俺の他の乗員は、操そう縦じゆうを担当する汐しお待まち佑斗と、サポートに入る水無川真秀。

　そして。

「ああ、お嬢じよう様さまを一人にさせて大丈夫だろうか。あんな小動物みたいなのに任せて、本当に大丈夫だったのか」

　狭せまい室内を、心配げに歩き回る長身の赤髪メイド、森もり部べ佐さ茅ちであった。

　普段は、紅葉もみじと常にセットなソルジャーメイド。一人でこの『風待の文蔵』に乗り込んでいるのには理由がある。それは、こちら側の人員の中で、最も荒事に慣れている人材だ、というのが一つ。もう一つは、俺達が目指すべき場所が、彼女に深く関かかわる場所だからである。

　そう、『作戦・弾丸犬』において俺達が目指すべき場所は一つ。

　高層マンション、イマキュレット新稲葉の最上階の中でも、ただ一点のみ。

　それは、夏なつ野のの住む部屋の、隣となりの部屋。

　即すなわち、姫ひめ萩はぎ家である。


　　　　　　　　



　出発前に行われた作戦会議で、紅葉が言っていた情報。

「マンションの屋上や最上階には、迎撃システムが設置してあるそうですが、私の部屋にはそういったものはない筈です。姫萩家の防護に関しては、兄さんが全て管理していましたから。兄さんの意にそぐわないものは、存在しません」

『成なる程ほど、凄い説得力だ』

　あのシスコントラップバカこと姫萩九く郎ろうのことだ。紅葉が住む部屋に、自分以外の手が加わることなど許さなかっただろう。つまり、鉄てつ壁ぺきに見えるマンションの警けい備びの中でも、姫萩家に相当する部分だけには、穴があるということになる。

『つまり、紅葉の、姫萩家のバルコニーにうまいこと辿り着けば、安全にマンション内に入ることが出来る、ってことだな』

　今まで、何度も無む駄だにダメージを負わされてきたシスコンのトラップだが、ここに来てようやく役に立つのか。

「とはいえ、決して安全ではありません。私の部屋のバルコニーは、兄さんの仕掛けたトラップで埋うまっていますから……そうですね、やや危険というところでしょうか」

『あのシスコンガラス、なんで大人しくしてないんだよ』

「兄さんは、いつも新しいトラップを仕掛けていました。『僕の目の黒いうちは誰も侵入させないよ紅葉！』などと言いながら。まあ、今の兄さんは意識がないので、目は白くなっていると思いますが。ですから和人さん、大丈夫です」

『そういうことを言うものじゃありません!!』

　いくら身内だろうが、不ふ謹きん慎しんにも程があるでしょうよ。

　ともかく、そんな感じの、姫萩九郎の置おき土産みやげ。いや、まあ、あるでしょうね、罠。あのシスコンガラスが、愛する妹のいる部屋に侵入させまいとして、手塩にかけて仕掛けた罠が、当然待ち構えていることだろう。本当あのシスコンは最後までアレだな。

　まあそれでも、機銃に撃たれるよりかは、まだ引っかかり慣れている奴の方が、いくらかはマシである。まさかこうなることを見越して九郎さんは俺をトラップに掛けまくっていたのではないだろうか。いや、そんなことねぇよ。

　とにかく、道は繋つながったのだ。九郎さんが繋いでくれた一筋の光明……ということになるが、だったら解除しておいてくれよと切に思います。

　とにもかくにも、『作戦・弾丸犬』の詳細は、こうだ。

　佑斗の操縦する飛行図書館で、速度を出したまま姫萩家の前を通過する。そこで俺を抱えた佐茅が、図書館とバルコニーが近付いたそのタイミングで、跳ちよう躍やくしてバルコニーに飛び移る。飛行図書館の機動力と、森部佐茅の身体能力、その両方を活いかした、実に単純な作戦である。

『うん、単純だな……』

　単純なものである。

　単純なものである。

　単純過ぎて、単純に死ぬんじゃないか俺？

『いややっぱり無茶だよね!?』

　どう考えても無茶としか思えないんですけど。つーか俺だけじゃなくて、佐茅もこの無茶をするのである。いくらソルジャーメイドでも、流石に不安ではないのか。

　しかし佐茅は、堂々とした様子で。

「何、失敗しても、たかが死ぬだけさ」

『たかがって何!?　そこまで歪ゆがんだ死生観持ってないんですけど!?』

「ああ、この犬も、どうやら覚悟をしているらしい。来きたるべき作戦を前に、戦意を向上させているようだね。兵士としての才能があるね、その意気だよ」

『その才能は要らないです!!』

「安心しなよ、必ず成功させる。お嬢様から託たくされたこの作戦、絶対に成なし遂とげてやるさ。この私の、メイドの誇ほこりに懸けて」

『いやメイド部分は特に関係なくない？』

　こうして俺は、メイドに命運を託すことになってしまった。

　こんな無茶な作戦に対して、俺は勿もち論ろん反対したのだが、その他に挙がった案というのが『天あめの鳥とり船ふねの砲撃で撃ち込む』『穢殺刃ケガレザツパーの砲撃モードで撃ち込む』といった砲撃オンリーのものだったので、涙を呑のんでメイドに任せたのである。ああ、『図書館ごとぶち込む』ってのもあったな。ただの事故じゃねえか。


　　　　　　　　



「お嬢様、お嬢様、お嬢様お嬢様お嬢様お嬢様」

『本当に大丈夫なんだろうな、こいつ』

　そんなメイドは、主人である紅葉と離れたことで、精神的に不安定になっているようだ。こいつに命を預けなければいけない身としては、不安なことこの上ないのです。本当に大丈夫なのだろうか。

　そう、自分の未来を心配した瞬間。

　強い揺れが、飛行図書館を襲おそった。

『ぬおッ!?』

「な、何ですの!?　何が起こったんですの!!」

「皆伏せろ！　ミサイルに狙ねらわれているみたいだ！」

『ミサイルぅ!?』

　佑斗の声から感じる焦あせりの色。普段、飄ひよう々ひようとしている分、その声からは事態の異常さが感じ取れる。つーか、ミサイルって。それもマンションの警備機能によるものなのか。もう本当になんだってんだよこのマンション。過か剰じよう防ぼう衛えいにも程があるでしょうよ。

「くそ、ミサイルまであるなんて聞いてないぞ、ご主人!!」

「わたくしだって聞いていませんわよ！　根性で避よけなさい!!」

「そんな無茶な命令はどうなんだよ!!　って駄目だ、これは追尾式の奴だ。完全にロックオンされているぞ！」

「じ、事前に察知出来なくてごめんなさい!!」

『いや、誰にだって無理だよ、こんなのは!!』

「お嬢様……お嬢様……」

『そこのメイドも何とかしてぇ！』

　駄目だ、全員混乱していて、どうにもならない。

　こんなに絶望的な状況、佑斗の乾いた笑い声が響く。

「あー、まさか、人生に二度も墜つい落らくすることになるとはな。凄いなご主人、どこぞの一族も真っ青だぞ」

「何をノンキに言っているんですの!?　早く何とかしなさいな!!」

「無茶言うなよご主人。回かい避ひすることなんて出来ないし、もうこの距きよ離りじゃ、外に出て叩たたくことだって出来ない。あえて手段があるなら、どこか遠くから撃墜してもらうぐらいしか無理だよ」

「そ、それでも何とかしなさい!!」

『お、おい、冗談じゃないぞ!!』

　窓の向こうに、こちらへと弧こを描いて飛んで来るミサイルの姿が見えた。

　それを見て、あまりにもあっけなさ過ぎる死を覚悟した瞬間。

『う、うおぉぉぉッ!?』

　大揺れと轟ごう音おんが、俺達を襲った。

「こ、今度はなんですの!?」

「な、まさか着弾したのか？　でも、だったらこんな軽傷な筈は……あれ、ないぞ？」

　誰よりも早く衝しよう撃げきから立ち直った佑斗が、計器をいじりながら辺りを確認すると、驚おどろきの声を上げる。

「ちょっと佑斗、ないって、何がないんですの!?　大丈夫ですわ、あなたの敬愛する主人、水無川真秀ならちゃんとここにいましてよ？」

「今ちょっと大事なところだから、黙っていろよご主人……やっぱりだ！　いつの間にか、ミサイルがなくなっている！　綺き麗れいサッパリ、消きえ失うせているぞ!?」

「……今の衝しよう撃げきは……お嬢様？」

『はぁ？　お前、何を言って……』

　立ち上がり、フラフラとした足取りで窓へと近寄っていく佐茅。こんなに大きく揺れているというのに、何な故ぜこいつはこんなに簡単に歩けるのか。正直、安定した四本足でもキツいんだけど。

「ちょっと佑斗!!　また何か飛んで来ましたわよ!?　今度は二本も!?」

「なっ!?」

　真秀の言葉に、佑斗が声を上げ、ミサイルが迫る。

　しかし、次の瞬間には、何もない。

　ただ、図書館から遠い所で、爆音と衝撃が響くだけで。

「……どういうことだ。また、ミサイルがなくなっているぞ!?」

「ふん、分からないのかい、後輩。全部、打ち落とされているのさ。私達に近付こうとしている、そのミサイル全てが」

「何だって？　打ち落とすって、誰が……」

　と、無線から映見の声が聞こえた。

　それは、妙に興こう奮ふんしているかのような、テンションの高い声で。

「あの、姫萩……先輩が、何だか凄いことを!!」

『も、紅葉が……!?』

　まさか、この状況を引き起こしたのは。

　室内のスピーカーに雑音が混じる。

　聞こえてきたのは、確かに姫萩紅葉の声で。

「皆さん、ご無事ですか？　ミサイルの迎撃は、こちらにお任せ下さい」

『ああ、うん、そういうことか……！』

　地上に残った紅葉が、その超兵器車くるま椅い子す『天鳥船』を起動させて、こちらの行く手を阻むマンションからの攻撃を撃ち落としているのだ。紅葉の卓たく越えつした車椅子操作だからこそ出来る、神がかった砲撃術。

「私達が全力で、和人さんと佐茅さんの突入をサポートしますので」

『え？　私達？』

「えっと、ここに向けて、話せばいいの？　穂ほ積づみ雷火だよ。姫萩先生のこの車椅子と、私の万年筆で、マンション側からの攻撃は全て打ち落とす。だから、安心して」

『おいおい、マジかよ……！』

　地上からここまで、どれぐらいの高さがあると思っているのだろうか。紅葉の車椅子はともかく、雷火の万年筆が届く距離じゃないんだけど、何なの？　文字通りのロケットペンシルだとでも言うの？

「おや、また出て来ました。穂積雷火さん、少しエネルギーの充じゆう塡てんに時間がかかるので、お願い出来ますか？」

「分かった」

　爆音と衝撃。マンションから発射されたミサイルが、爆音と共に打ち落とされている。

「一応、気を付けるけど。手元が狂うかも知れないから、急いで」

「出来るだけ図書館には当てないよう、努力します。佐茅さん、和人さんのことをよろしくお願いします。それでは」

「あ、あの、じゃあ、そういうことで!!」

　一方的に切れる通信。安全を考こう慮りよして地上に置いてきた紅葉と、佐茅の代役として置いてきた雷火。その二人からの通信は、何というか色々な点でぶっ飛んでいるというか、もうこいつらがいればいいんじゃないか。あの二人と一緒にいる映見が心配になるばかりである。あと、ついでに。

「あ、あの音は、あの音はぁぁぁぁ……!!」

　紅葉の砲撃音がすっかりトラウマになっている真秀が、がたがたと震ふるえ始はじめている。そりゃトラウマにもなるよね。

「ふん、この揺れは思い出すね。超高空からの潜入任務、パラシュート一つで夜間降下を成し遂げたものさ。あの時はすっかり仲間達も怯おびえちまって、私が景気付けの為に歌を歌ったものだよ」

　紅葉からの言葉を聞いて気合いを取り戻したのか、佐茅が復活していた。その両足は、衝撃で揺れる室内でも動くことはなく。その視線は、人を殺せそうなほどに鋭い。

「マンションからの攻撃は、お嬢様達が何とかする。そろそろ行こうじゃないか」

「……分かった。まだ少し不安だけど、何とか近付いてみる。タイミングは一瞬きりだ、絶対に見逃さないでくれよ!!」

「了解。ほら犬行くよ、準備しな」

『本気で行くのか……』

　ついに決行の時が来た。

　空中の戦力。

　そして地上の戦力。

　こうして行われるのは、まさに総力戦。

　全員が、必死に戦い、必死に道を繋いでいく。

　それは全て、俺を、夏野の下へと向かわせる為である。

『分かっている。それは、分かっている、けど』

　けれど、流石に空に飛び出すとなると、恐怖を感じずにはいられない。佐茅に促うながされて、止まらない震えをどうにか抑えながら、全身の装備をチェックしていく。

　装備と言っても、俺は自分の身一つで挑いどむことになる。俺が装備するのは、六人の作家から託された、大切な六つの分厚い手紙。それを丸めて、着込んだスーツの各部に固定してある。これが、決戦の地に向かう俺に用意された全装備。言うなれば、フルアーマー和人の全容である。

『せめて、エアバッグぐらいあればいいのに』

　いざとなれば原稿用紙が多少ショックを和らげてくれるのかも知れないが、しかしこんな高さから落ちたら多分、どうにもならないよね。だから、失敗することを考えるべきではない。全身に掛かるこの重みこそ、退けない理由そのものだと、鼓こ舞ぶする。

「壁、開きますわよ!!」

　真秀の声と共に、図書館の壁の一部が開いて、空が前面に展開された。

　下がどうなっているのかを確認する余裕は、流石にない。

「今から水平飛行で、バルコニーの前、やや上方を通過します。広い部屋のバルコニーとはいえ、許された時間は一秒にも満たない筈です。その前後で、マンションからの攻撃を受けるのは必至、故に再度のチャレンジはありません。一発勝負です」

「ああ、任せておきな」

『本当に任せるからな!!』

　柊ひいらぎ鈴菜が。そして夏野霧きり姫ひめが待っているだろう、あのマンションの最上階。

　全ての事象の至る場所、イマキュレット新稲葉。

　そこが、きっと最後の場所になる。だから、その前に。

『なあ、映見』

「……和人君？」

　最後の感謝を、しっかりと伝えておこう。

　無線機の向こう、地上にいる映見に向けて語り掛ける。今や、確かに通じる俺の言葉で。最後になるかも知れない言葉を、伝える。

『お前には、最後まで迷惑とか心配とか、掛けっぱなしだったけど。でも、俺にはやるべきことがあって、やりたいことがあるんだ』

「…………うん」

『だから……行って来る』

「……行ってらっしゃい」

　映見の声に、気分がスッと楽になるのを感じる。

　そう、俺は決して、一人ではない。

　だから、ここから踏ふみ出だせるのだ。

　床が大きく傾かしいで、図書館が旋せん回かいしていくのが分かる。一旦距離を取り、そして体勢を立て直した後、高速でマンション方向へと突っ込んで行くのだ。

　勝負は、最後の直線に入った。

　失敗を許されない、一発勝負。

　飛翔の邪魔になるのか、佐茅は普段肌身離さず持っている穢殺刃を手放す。

　そして、代わりに俺を抱え上げると、図書館の縁へりに立った。

「……じゃあ、行くよ」

　一歩踏み出せば足場のない虚こ空くうというこの状況で、しかし佐茅は怯えも恐れもなく、身じろぎ一つしない。まさに歴戦の兵士と言った風情。その腕に抱かれている俺は、当然そんなに落ち着いてはいられない。短い脚を必死に伸ばしてしがみつくしかない。

　図書館を包む揺れは、次第に大きく、激しくなっていく。

「って、何だか火を噴いていますわよ!?」

「あー、最初の爆発が響いているのか。やっぱり無茶をさせ過ぎたんだなぁ」

「い、今更何を言うんですの!?　何とかしなさい!!」

「いや無理だって。先輩、ともかくチャンスは一度きりだ、上う手まくやってくれ！」

「ああ、任せておきな後輩。行くよ、犬」

『ああ！』

　視界に映る空の展望が、速さを増した。

　唸うなりを上げる風の音。

　カンカンと壁を鳴らすのは機銃掃射か。

　図書館中に響ひびくアラーム音。

　必死に踏ん張っている真秀と佑斗の声。

　前傾姿勢を取った佐茅。

　ひたすらに、周りに任せるしかない俺。

　脳裏を過よぎる、色々なもの。

　そして、視界に白い建物が映り込んだ、その刹せつ那なに。




　佐茅が、跳んで。

『ほォおおおおおおおおおおおおおおおォォォォォォォォ！！！！！！！！』

　俺もまた、空を飛んだ。




　周囲の時間がスローモーションで通過していく。

　耳を吹き抜ける風切音が、やけにうるさく響く。

　俺は、今、佐茅の胸に抱かれて、大きく飛翔していた。

　視界の隅すみに捉とらえた目的地。その、目指すべきバルコニーの縁まで、数メートル。人類にとっては遠過ぎるその距離は、しかし見る間に近付いている。佐茅の、人知を超えた跳躍が、空を踏とう破はしているのだ。

　このまま何事もなく行けば、十分に届くだけの距離だが。

「……チッ」

　俺を抱いている佐茅が、僅わずかに舌打ちを零こぼす。その意味を訝いぶかるよりも、早く。

「ちょっと我が慢まんしなよ!!」

『は？　……ぬわぁぁぁぁッ!?』

　俺の身体が、再び飛んだ。

　未いまだ空中にいる筈の佐茅によって、思いっきり投げつけられたのだ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【姫萩紅葉】……　その芸術性が高く評価されている、若き天才作家。独特の世界観を持つ文章、その流麗な文体は、国内よりもむしろ海外で評価されており、数々の芸術賞を受賞したという過去がある。その独特の作風が難解な作家、という評判ではあったものの、しかし最近では、国内においても再評価の機運が高まっており、特に先日出版された著作は、子供向きの、絵本という体てい裁さいを取っており、旧来からの読者を驚かせた。しかし姫萩紅葉の特徴である幻想的な文章は確かに息づいており、新たな読者層を開かい拓たくしたと言われている。






　あまりに嫌過ぎる浮遊感。

　脳裏を過ぎるのは、死のイメージ。

『きょおおおおおおおおお！！！！』

　俺の視界に、マンションの一部が見える。

　そして眼下には、夏野の部屋で見たのと同じバルコニーの床が見えている。どうにか、ここまで届いたのだ。

　いや、まだ安心は出来ない。俺は佐茅の勢いある投とう擲てきのおかげで、かなりの速度でバルコニーへと突っ込んで行く最中である。この速度のままで叩き付けられたらちょっとヤバいのでは……そう不安に思った俺の身体が、何かに受け止められる。

　全身を包み込む、冷たい温度。

　柔らかくも硬いという、矛む盾じゆんした触感。

　そして、落ち着いた頃になって、自分の肌へと食い込んでくる僅かな痛み。

『……これって？』

　この感覚には、覚えがある。しかも、どうにも嫌な思い出付きの奴だ。

　落下する筈だった俺の身体をキャッチした、その正体。

　それはバルコニーに仕掛けられており、そして侵入者の気配に反応して展開されたトラップの一つ。恐らくは、姫萩九郎の手によるもので。

　俺の身体をがっちりと絡め取ったそれは、侵入者を捕らえる鉄の網である。

『助かった……？』

　ほっと一息、安心して。

『いや、助かってない!!』

　しかし次の瞬間には、そのトラップのことを思い出した。同じものに、俺は昔引っかかったことがあるのだ。確か、その時に、九郎さんが説明していた内容は。

『これって、薬品が染み出す奴じゃないの!?』

　しかも相当にアレな感じの薬品が！　ドロドロになる奴が!!

　これはマズい、早く抜け出さないと！　この罠のおかげで助かったのに、この罠のせいで死ぬんだとしたら、もうプラスマイナスゼロじゃん！　むしろマイナスだよ!!

『んばお!?』

　落下。不条理を叫ぼうとした俺の身体が、重力のまま、床に叩き付けられる。いつの間にかバルコニーへと渡っていた佐茅の手刀が、俺に絡まっていた網を叩き切ったのだ。

　いや、この網って、鉄製だったと思うんですけど、今お前は素手で斬きらなかった？　穢殺刃がないのにそれって、お前全身凶器かよ。知っていたけど。

『まあ、いいや、ありが──えッ!?』

　助けてくれたメイドにお礼を言おうとして、しかし、その異常に気付いた。

　これまで圧倒的な力を誇ったメイド。倒されても、それ以上の力を伴ともなって戻って来るような、万夫不当の森部佐茅。

　今、その身体が、傷付いている。

『お、お前……』

　見れば、バルコニーのあちこちに、傷跡が走っている。その正体は分からないが、しかしその傷跡を付けた主が、佐茅をも襲ったのだろう。そんな状態で、跳躍を止めることなく完かん遂すいして。しかも俺のことを守る為に、不安定な姿勢のままでバルコニーに向けて投げつけるだなんて。

　どれだけ、その身を張っているのか。

　全ては俺を、夏野の下へと届ける、その為に。

「何、大丈夫さ。こんなもの、掠かすり傷きずだ。それよりも」

　しかし佐茅は、不敵に笑う。

　こんなものなど、幾度も潜くぐり抜ぬけて来た危地だと、そう笑い飛ばして。

「まだ、大変なのはここから、だからね」

『……え？』

　俺から視線を外した佐茅が、構えを取った。その瞳ひとみに、戦意はまだ消えてはいない。その視線が向かうのは、新たな脅威。佐茅は、徒と手しゆでその脅威に向かい合う。

『なっ!?』

　ぎちぎちと音を立てて現れるそれ。

　金属音を纏まとった、異い形ぎようの正体。

『何だぁぁぁぁぁぁ!?』

　バルコニー中に展開された、何本ものアーム。その先端には、尖とがったり鋭かったり、ドリルだったりドリルじゃなかったりと、物ぶつ騒そうな代物が繋がっている。そして全てのアームは、一つの本体から伸びていた。

　黒色の、鳥を模したかのような機械。そいつが、赤い瞳を光らせ、羽と思われる部分を大きく広げて、こちらを威い嚇かくするように立ち上がった。

『これって……まさか九郎さんの？』

　一目見て分かる。それは、姫萩九郎の仕掛けた罠。俺の過去の中、何度も九郎さんの罠に引っかかった経験が、こいつも同じ存在だと告げている。こいつこそが姫萩九郎の集大成、バルコニーから姫萩家に侵入しようとした外敵に対するとっておき。

「そう、こいつは九郎さんが残した最後のトラップ。自律式侵入者撃退装置、姫萩九郎が手掛けた最後の作品……その名も、シスクロウ・ダークマター!!」

『分かっていたなら先に解除しておいてくれませんか!?』

　何でこんなもんをバルコニーに置いておいたんだよ!!　本当に最後までろくなことをしないカラスだな。あいつ。本当何なんだよ!!

「ゴゴゴゴゴゴ」

　俺のツッコミに反応したのか、シスクロウ何とかがこちらを向く。目の前にいるソルジャーではなく、俺の方を見つめているのは一体どういうことなのか。

「九郎さんが言っていた……この最終兵器は、この世からミニチュアダックスフンドを根絶する為に造られたのだと」

『ふざけんな!!』

　俺だな!?　まさに俺のことだな!?

　そして他の無関係なミニチュアダックスフンドにはごめんなさい!!

　どうしよう、こんな奴に構ってはいられないんだけど、しかしこいつだけは絶対にしばき倒しておかないといけない気がする!!　あのシスコンバカトラップガラスめ、夏野の下へと向かう前に、決着を付けてやるよ!!

「ほら、あんたは先に行きな」

　構える俺を、しかし佐茅が手で制した。

　シスクロウを見つめたままで、俺を追い払うように手を払う。

『でも、こいつは……』

「こんな所でグダグダしている暇ひまは、ないんだろう？　あんたには、やるべきことが、あるんじゃないのかい。ここは、私に任せて先に行きな」

『佐茅……』

「安心しなよ、すぐに倒してやるからさ。こんな奴、穢殺刃がなくたって私の敵じゃないとも。帰ったらお嬢様と一緒に焼き芋を食べる約束があるんだ、絶対に生きて帰ると決めているんだよ」

『そういうことは言わないでよ!!』

　無意味にフラグを立てるなよ!!

「ああそうだ、これからあんたは、あのハサミ女に会うんだろう。だったら適当に伝えておいちゃくれないか。お前との決着はまだだけど、それでもお嬢様についてのことでは、世せ話わになった、ってね」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべ。

　姿勢を低くして。

「あんた達は、お嬢様を連れ出してくれた。その分の礼は、今、ここで返すさ」

　言って、飛び出していく。

『……くッ！』

　俺もまた、背を向けたままで、その場を離脱する。

　佐茅の意思を、無駄にしないように。


　　　　　　　　



　佐茅とシスクロウによる戦闘の音を背に、姫萩家を通り抜ける。

　姫萩家内に多少残っていた罠は、記憶を頼りにどうにか回避していく。いつか罠に掛かったのが、今日のこの時の為のものだったとするならば、過去の俺の苦しみにも意味はあったということか。苦しまないのが一番良いに決まっていますよね。

　玄げん関かんからマンションの廊ろう下かに出て、駆け抜ける。

『思った通りだ』

　最上階の廊下には隔壁は降りていない。ここからなら、何事もなく、目的の場所へと向かうことが出来る。

　見慣れた場所に、辿り着けるのだ。

　この間までは普通に暮らし、通り過ぎていたその場所。

　しかし今は、これだけの準備をして、これだけの人を動員して、それでようやく辿り着けるほどに、遠く長い道のりを伴っていた。

　その、最後の場所。

　作戦の、最終目的地。

　夏野の家の、玄関扉の前に。

　不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵が、いる。

　そいつは、走り込んで来た俺を、冷ややかに見つめて。

「成程、そちらから来るとは予想していませんでしたね。下で起こっている騒ぎが陽動だとは思っていましたけど、まさか姫萩先生のお家うちから来るとは」

『柊、鈴菜ぁ!!』

「しかし、この先には進ませません。ここが、アナタにとっての終着点です」

　ようやく、こうして再び、出会えた。

　秋あき山やま忍しのぶの担当編集者。

　夏野を追い込んだ邪悪。

『色欲』の完成を企たくらむもの。

　俺にとってのラスボス。

　いつかの夜に誓った、決戦の相手。

　彼女こそが、夏野の下へと向かう、その最後の障害である。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【穂積雷火】……　疾風迅雷の如ごとき、異形の作家。ある日、突如として文ぶん壇だんに現れ、自らの本名である穂積雷火名義の小説を一冊出版した後、その発売日に作家としての活動を停止するという離れ業を成し遂げた。その、ただ一冊の小説の評判はとても高く、彼女の復帰を願う声は多い。デビュー作にして絶筆である筈の小説の完成度は新人離れしており、『著名な作家がペンネームを変えて出版したのではないか』との噂うわさが立っているが、真相は定かではない。




















「お犬さん。良くいらっしゃいましたね」

　柊ひいらぎ鈴すず菜なの笑顔が、俺に向けられる。

　それは今までに幾度となく見てきた気の抜けたような笑顔ではなく、見ているだけで、底冷えがしてきそうな、そんな凍れる笑顔だった。

「わざわざ、このマンションの警けい備び機能に割り込んで、過か剰じよう防ぼう衛えいモードに誤作動させて、誰もこの場に近付けないようにしたというのに。ミサイルなんかもあったのに、本当に良くここまでいらっしゃいました。流石さすがはお犬さんです」

『やっぱり、あれはお前の仕し業わざだったのか』

「はい。それが、私の仕事ですから」

　マンションの警備機能の誤作動。あまりにも不自然なタイミングで起きた、過剰なまでの防衛。しかし。皆の力を借りることで、俺はようやくこの場に来ることが出来た。

　残る障害は、ただ一つだけ。

　秋あき山やま忍しのぶの担当編集者、柊鈴菜だけだ。

　あの地下駐車場でのことを思えば、何をして来るか分からない。前回は血ち糊のりだけで済んだけれど、今回もそうなるとは限らない。だから、今のこいつから目を逸そらす訳にはいかない。非常に危険な相手なのだ。

　うん、まあ。

　それは、確かにそうなのだけど。

『……何でお前、そんなにへたっているんだ？』

　そうなのである。

　俺に向かい、偉えらそうなことを言っている鈴菜。しかし今、どう見てもその身体からだには力がなく、マンションの床にへたり込んでいるような状態である。良くそんな体勢のままで、俺に対して笑い掛けていたよね。見ようによっては、全身を使って俺の侵入を防ごうとしているようにも見えるけど。

「ふふふ、ここから先には進ませません。秋山先生の邪じや魔まは、決してさせませんとも」

『いや……そんな、へたり込むような状態で言われても』

　何というか、ラスボス的な、威厳的なものが欠片かけらもない。いや別に、ここが最後の舞ぶ台たいだからと言って、血沸き肉躍おどる決戦を所望していた訳ではないのだけど。

『でも、もうちょっと、こう、何かないの？』

「戦いがご所望だというなら、どうぞそちらから。存分に引ひっ掻かいたり、嚙かんだりしてくれても構わないんですよ？」

『嫌だよ、変な菌が伝う染つりそうだし』

　ドＭとか伝染ったら嫌です。

「いやいや、二、三日程度なら、寝なくても食べなくても、問題はないと思っていたんですけどねぇ。全く、歳としはとりたくないものです」

『……二、三日飲まず食わずって、お前、じゃあ、あれからずっと？』

　あの地下駐車場での一件以来、ずっと飲まず食わずで、ここにいるって言うのか？

『何で、そんなことを？』

「おや、『何で』とは、お犬さんらしくないことを言いますね。もし、最高に素晴らしい本が目の前で生まれようとしていたとして。そんな大切な時に、自分だけ食事休きゆう憩けいをしたり、睡すい眠みんを取ったりするんですか？」

『なっ!?』

　鈴菜の言う、最高に素晴らしい本。

　それは、つまり。

「はい。今この部屋の中で、秋山忍先生は執筆を開始しています。『大罪シリーズ』の最終巻『色欲』を。ですから、私は先生の担当編集者として、執筆の邪魔をする何もかもを、通しません。何があろうとも、私自身がこの場で朽くち果はてようとも」

『……そうか。夏なつ野のの奴、もう書き始めているのか』

　予想はしていた。しかし当事者から言われると、僅わずかに考えてしまう。

　視線を扉へと向けると、鈴菜は居住まいを正す。その中にいる相手のこととなれば、鈴菜も無様な姿は見せられないのだろう。残る体力を振り絞ってか、俺の視線を塞ふさぐようにして必死で立ち上がる。

『それじゃあ、夏野は今、この中にいるんだな』

「ええ、私は先生がこの部屋の中に入ってからずっと、ここに立っていました。一度、何か大荷物を持って外出されましたが、ヘリでお迎えに上がってからは、一度もここから出ていません」

『……外出、ね』

　その外出とは、住すみ谷や荘そうに来て『大罪シリーズ』を残して、去って行った時のことだろう。あれは『大罪シリーズ』を書くという意思表示だったのだろうか。

「部屋に入るとすぐに、秋山先生は机に向かい、万年筆を振るい始めました。そうなれば後は、原稿の完成を待つのみ。編集者として、その結末を見届けることが、私に残された最後の仕事です」

『最後って？』

「文字通り、最後です。だって『大罪シリーズ』の最終巻『色欲』の執筆が終われば、私は先生の前からいなくなるつもりですから」

『出版するまでの面めん倒どうは、見ないっていうのか？』

　鈴菜の口から飛び出た、予想外な言葉。

　夏野の下から、離れようとしているなんて。

「ええ、完成を見届けたいのは勿もち論ろんですが、私がそれまで無事でいられるとも思いませんからね。原稿を書き上げた先生に裁さばかれるだろうことも、当然分かっています。甘んじて全すべてを受け止めるつもりですし、逃げたりする意味も権利も理由もありません。ですから私は、原稿が完成してくれたのならば、それで満足して逝いけます」

　そう告げる鈴菜の顔は、本気だった。

　普段通りの、性せい癖へきから来るものでもない。本気で自分がどうなっても良いと、確信している顔。

　鈴菜は、鈴菜なりの信念を抱えて、ここに立っている。自分の信念の赴おもむくままに振る舞い、そのことに一切後悔をしていない。それは俺には理解出来ないものではあるが、しかしきっと、俺が持っている意思と近しいものである。

　一つの作品に掛ける想い。

『大罪シリーズ』の最終巻『色欲』の完成を、心から望む誓ちかい。そこに対する想おもいは変わらず、目指すべきものが、抱いた意志が、同じであっても。しかしそこに至るまでのアプローチが決定的に違う両者。

　鈴菜は、作家の近くに立つ編集者として、必要なものを全て与え、邪魔なものを排除して、道を作ることで、想いを伝えてきた。

　俺は、作家に寄より添そう読者として、作家の意思の力を信じて、彼らが切り開いた道を信じて、その背中を押し続けることで、想いを伝えてきた。

　持つ意思は同じで、しかし決定的に異なる、俺達。

　似ているからこそ、違うと言い張りたい。

　近いからこそ、遠ざかりたい、そんな同族嫌けん悪お。

　柊鈴菜とは、そんな相手だった。

　いつか戦うべきラスボスであると、出会った頃から知っていた。

『…………』

　四本足で床を踏みしめ、鈴菜の瞳ひとみを真っ向から見返す。

　鈴菜の瞳に映るのは、ハッキリとした決意の色。

　最早、自分がどうなろうとも、この場をどく気はないようで。

　しかし、俺にとってもここが阻止限界点。

　今そこにある決着を見届ける、最後の丘の上。

　鈴菜は、自分の全てを費ついやして、夏野を自分の望むステージへと上げた。『大罪シリーズ』の最終巻『色欲』。夏野にとっての最高の作品を完成させる為ために。

　ならば俺も、全てを懸かけて、挑いどまなければならない。

　鈴菜のターンは終わった。故に、ここからはこちらの手番。

　持てる全てを胸に抱く。鈴菜の策さく謀ぼうも、夏野の慟どう哭こくも。乗り越えて、その先へ進む為に、駆け出すしかない。その為に今、越えなければならない。

「どうしたんですか？　何な故ぜ、何も仰おつしやらないんです？」

　周囲の温度が下がる。

　問う声に、冗談の響きは一切ない。

　それは、鈴菜が見せる本物の感情。最初に出会った時、通り魔事件の謎なぞを解いた時に垣かい間ま見みえていた、柊鈴菜という人間の深しん淵えんである。常に冗談交じりの態度を崩さない、しかも変態性癖を兼ね備えた、とても酷ひどくてどうかしている人間ではあるが、しかしその根底には真剣なものが隠れている。

　本に対する本気。あるいは狂気とも映る真まっ直すぐな感情。

　秋山忍という作家に心酔し、その作品を心から愛している。『色欲』が完成する為ならば、いかなることも平気で行い、いかなる外敵をも排除する、そんなマグマのような感情の奔ほん流りゆうが、今ここに現れている。それは、生なま半はん可かな気持ちで踏ふみ込こめば、焼き尽くされてしまうほどで。

「既に秋山先生は、執筆活動に入りました。遠からぬうちに、結果は出ます。最高の作品が、生まれます。それなのに、今更アナタは、何をしようというのですか？　わざわざここに、何をしに来たというのですか？」

　得体の知れない視線が、俺を射抜く。

　姉である柊菜な沙ずなも見せていた、その瞳。

　相手の深層までを見抜き推おし量はかる魔眼。変態性の中から、自分にとって益のある相手かそうではないかを観察する、温度のない視線。初めて会った時は、その視線の強さに気け圧おされた。

　しかし、今の俺にとっては、立ち向かうべきもの、乗り越えるべきもの。

　だから、恐れていた視線を、今は正面から見つめ返す。

　俺が言うことは一つ。

　鈴菜の本気に答えるように。

『……何をしに来たって？　決まっている。秋山忍に会いに来たんだ』

　春はる海み和かず人ひとの本気を、伝える。

「……秋山先生に会って、どうしようというんですか？　まさか、『色欲』を書くのを止めろとでも言うつもりじゃあないでしょうね？」

『ああ、そのつもりだ』

「──ッ!?」

　瞬間、鈴菜が動いた。

　胸ポケットから、青いカッターナイフが高速で引き抜かれると、あの地下駐車場と同じように俺の首筋に当てられる。再び俺の命の危機が訪れようとしている。身体が、あの赤い熱を覚えている。

「……まさか、そんな下らないことを言われるとは思いませんでしたよ。これでも、それなりにアナタのことは買っていたんですけどね。やっぱり、あの時に本当に殺しておいた方が良かったですか？」

　カッターナイフの刃が、俺の首の肉に食い込む感覚。鈴菜が、あとほんの少しでも力を入れれば、本物の血が、この床にぶちまけられてしまいそうで。

『お前、何を勘かん違ちがいしているんだ。話は最後まで聞けよ』

「おや、命いのち乞ごいですか？　そうですね、時間はありますし聞いてあげましょうか」

　鈴菜が、カッターナイフを俺の首筋に当てているせいで、俺と鈴菜の顔が近い。お互いの吐息すら感じられそうな位置で、俺達は向かい合う。

「勿論、この体勢のままですが」

『ああ、望むところだ』

　分かる。恐らく、これが柊鈴菜と語り合う最後の問答になるのだと。

　だから俺は、何の後悔も、気負いもなく、ただ語ろう。

　読者としての言葉を。

　もう一人の読者に向けて。

『何度も言わせるなよ。俺は、夏野の「色欲」の執筆を、止めに来たんだ』

「そちらこそ、何度も言わせないで下さい。不可能です。もう先生は、『色欲』の執筆に入っています。私が仕組んだ通りに。強引な手段ではありましたが、しかし最後の障害を取り除いた先は、完成に向かうだけです。アナタには『色欲』を書いて欲しくない理由があるのかも知れませんが。もう止めることは出来ません」

『何を言っているんだ、お前は。良く聞けよ。俺には別に、「色欲」を書いて欲しくない理由なんてないぞ？』

「………………はい？」

　鈴菜の顔が僅かに歪ゆがむ。

『お前、俺とそこそこ長い付き合いじゃないのか？　俺は生きつ粋すいの読書バカで、秋山忍の第一の読者だ。そんな俺が、何で「大罪シリーズ」の最終巻を読みたくないだなんて思うんだよ。頭おかしいんじゃないのか？　読書バカを舐なめているのか？』

「……や、ちょっと待って下さい、お犬さん。でもアナタは先程、『執筆を止めに来た』とそう仰いませんでしたか？」

『ああ、言ったさ。当たり前だろ』

「は、はいぃ？」

　目に見えて、混乱の表情を浮かべる鈴菜。その手が震ふるえているせいで、カッターナイフの刃がチクチク当たる。

「……お犬さん。さっきから何を言っているんですか？　おかしくなっちゃったんですか？　言いたいことがあるならハッキリ言って下さい。『色欲』が読みたいというのなら、何故、その手を止めさせようというのですか？」

　鈴菜の言葉に、段々と怒りが混じるのを感じる。

「秋山先生には、元々『色欲』を書き上げるだけの条件も力量も揃そろっていました。確かに、最初の頃はスランプでどうしても書けないということもありましたが、今の秋山先生には確かな力があります。それは秋あき月づき先生や姫ひめ萩はぎ先生、そして他の作家先生方や、読者の皆様との出会いがあって。そして勿論、アナタとの出会いと、そして別れの果てに。ようやく、最後の踏ん切りを付けることが出来るようになったのです」

　秋山忍の状態。俺には、それが良く分かる。今まで夏野が出会ってきた奴ら、そして共に過ごした騒動。それは恐らく、秋山忍にも大きな影響を与えていた。だからこそ今、止まっていた『大罪シリーズ』の執筆が開始されようとしているのだ。

　分かっている。

　心の底から、分かっている。

　でも、だからこそ。

『俺は、秋山忍を止めなくちゃいけない。そんな、中途半端なものを書かせる訳にはいかないんだ』

「──ッ!?」

　鈴菜の顔が歪むと同時、首筋に痛みが走った。カッターナイフに力が込められて、俺の首筋を撫なでたのだ。血が流れる感触がする。

「中途半端、とは、どういうことですか？　答えて下さい。まさかとは思いますが、秋山先生のことをバカにしているのではないですよね？」

　一際冷たい、感情を感じさせない鈴菜の声。

　それは、この先の答え次し第だいによっては、全てが終わる可能性を示している。

『お前は、今のこの状況が、夏野にとって本当に一番良い状況だと思っているのか？』

　しかし、俺は他に語る術すべを持たない。

　ただ、想いを伝えるしかない。

「勿論です。事実として、秋山先生は、既に『色欲』を書き始めています。今まで、先生を惑まどわせていたものは、全てこの私が排除しました。全ての喜びと悲しみを与え、全てのお膳ぜん立だてを整えました。これ以上の環境は、有り得ません」

『そうだ、それこそ、お前がやったことだ』

「はい。それが、何か？」

　そう、担当編集者である柊鈴菜がやったことは、秋山忍にとって、最も良い環境を作り出した。『色欲』の障害となる俺を、目の前で排除して。全てのお膳立てをした。

　そして、その結果として。

『秋山忍は、「色欲」を書くしか、なくなってしまったんだ』

「!?」

　さっきから、何度も鈴菜が告げていた言葉。

　秋山先生は『色欲』の執筆を始めた。そう、言っていた。

　だけどそれは、違う。

『夏野は、自分で書くのを選んだ訳じゃ、ない。夏野は、書かざるを得なくなってしまっただけなんだよ』

　そう。

　それ以外のことが、出来なくなってしまっただけだ。

『そりゃ、書くだろうさ。いくらあいつだって。自分が書かないせいで、他の作家達や身内が盛大に巻き込まれた挙あげ句く、目の前で刃にん傷じよう沙ざ汰たまで起こされたらな。いくらあいつがどんなにドＳで、凶暴で、人格破は綻たんしていても。目の前で、自分の周りの人間が危険にさらされて、何も思わない筈はずがない』

　いや、むしろあいつは誰よりも痛みを感じるだろう。

　自分のせいで傷付く誰かがいることで、命を喪うしなう誰かがいることで。

　俺は知っている。この身を以もつて、あいつの涙を知っている。

『お前がやったことは、お膳立てをしようとして。夏野に「色欲」を書かせようとして、ただ、書く以外の選せん択たく肢しを奪うばってしまっただけなんだ。夏野を追い詰めて、無理矢理書かせようとしていたんだよ』

　カランと、乾いた音が廊ろう下かに響く。

　鈴菜の持っていた青いカッターナイフが、床に落ちている。

　いつの間にか、首に受けていた圧迫感が消えていた。

『追い詰められて無理に書いたとしても、それは夏野の本気じゃない。秋山忍は、そんな作家じゃない。自分に降りかかる運命の全てを受け入れて、心身ともに万全な状態になってこそ、『色欲』は完成するんだ。今のこの状況から、逃げるようにして書かれたものが、夏野の、秋山忍の本気な訳がない。秋山忍の本気で全力を込めた最高の作品が出来ること、それをお前だって望んでいるんじゃないのか』

　柊鈴菜が、春海和人が、穂ほ積づみ雷らい火かが、大おお澤さわ映は見みが、そして世界中の読者が。秋山忍を愛する誰もが求める本。

　それは、秋山忍が秋山忍たり得る環境でこそ、生まれるもので。

　今、夏野が書こうとしているものは、本物の『色欲』ではない。

「……何故、秋山先生の本気が見られないと、そう言い切れるのですか？　秋山先生は、原稿用紙を前にして、手を抜くようなことはしない筈です。今、執筆している作品だって、きっと素晴らしいものになるでしょう。それもまた、秋山先生の本気に違いありません」

『ああ、分かっているさ。あいつはそんなに器用な奴じゃあないからな』

　分かっているからこそ、叫ぶ。

　読者の想いを高らかに。

『でもな。あいつは、こんな環境じゃなけりゃ、もっと凄いものを書いてくれる。俺達の期待を遙はるかに超えた、最高で最大で最強な作品を。俺は、夏野を信じている。読者の期待に応こたえ、素晴らしい作品を生み出してくれるあいつのことを、心の底から信頼している。それだけのことが出来る作家だって、そう信じているからこそ、自信を持って言えるんだ。鈴菜、お前だってそうだろう。秋山忍の本気の本気、それを見てみたいと思っているんだろう？　だから、こんなことをしたんじゃないのか？』

　春海和人と柊鈴菜の間で、言葉が通じる理由。

　それは、秋山忍に対する想いの強さ。その強い想いがあるからこそ、種族の壁を越えて、その意識が限定的に繋つながり、言葉が通じるという奇跡を呼び寄せたのだ。

　言葉が通じる相手、それは俺にとって近しい相手。

　こいつは、俺を殺せる筈だった。

　なのに、殺さなかった。

　鈴菜の目的からすれば、俺が生きていることに何の意味もないというのに。そこに、僅かに、鈴菜と俺との間で共有している想いがあると考えるのは、甘いことだろうか。

　いや、ひょっとしたら、こいつだって、そのことが分かっていて、最後の一線を越さなかったのかも知れない。

「ではお犬さんは、どうするつもりなのですか？　アナタの言う、不完全な『色欲』を書こうとしている秋山先生を前にして、お犬さんは何をするつもりなんですか？」

『決まっているさ。話すんだ』

　そう、それが俺にとって出来る唯一のことだから。

「話!?　ことは既に動き出しています。そんな中、何の話をするというのですか!?」

『夏野は今、ただ自分が書かなければいけない、という状況で書いている。そんな中で、あいつが本気を出せる筈がない。最高の本を書ける筈がないんだ。だから、止めてやるんだ。今の執筆を。そして選ばせるんだ、自分が書く道を。強制でも、無理強いでもない。秋山忍の選ぶ道を、自分の手で』

　それは恐らく。

　俺にしか、出来ないこと。

『お前も、読者なんだろ。編集者である前に、一人の秋山忍の読者なんだろう。だったら、秋山忍のことを信じろ。あいつが選ぶ道を。これから書く最高の本のことを!!』

　イマキュレット新しん稲いな葉ばの最上階。

　一人と一匹だけの廊下に、犬の鳴き声が木こ霊だまする。

　こうして俺は、言うべきことを全て、語り終えた。




　既にカッターナイフは床に落ちていて。

　俺に危害を加えようとするものは何もない。

　姿勢を正して、鈴菜を見つめようとして視線を上げる。

『……お前!?』

　そこにいる鈴菜の目の色が変わっていた。その視線に、今までのような澱よどみはない。何の邪気も威圧も、そこには含まれてはいない。ただ、目の前の相手と相対する、それだけを覚悟した目。

　これが、柊鈴菜という人格の、一番奥に存在するものなのだろうか。

　覚悟を持って、本を愛し。

　編集者という仕事に、邁まい進しんして。

　そして秋山忍に認められたという、本来の姿の柊鈴菜。

　飾ることも隠すことも、全てを置き去りにして、俺のことを認識した証しよう拠こだった。

「お犬さん。一つ、質問、よろしいでしょうか」

『……何だ？』

　鈴菜からの問い。それは。

「『色欲』の完成が、アナタにとってどんな意味を持つのか、分かっていらっしゃるのですか？」

　それは、既に幾度となく訊きかれた問いで。

『ああ、分かっている。もし、あいつが「色欲」を書き上げて、もしそれを読んだ俺が、今度こそ死んでしまったとしても』

　だから、同じように答える。

『俺には、後悔なんてない』

　春海和人は読書バカである。

　その一生は、本を読むことだけに費ついやされる。

　最初から、最期まで変わらずに、そうやって生きていくのだ。

　その生しよう涯がいに、後悔なんてある筈もない。

「そうですか」

『ああ、そうだ』

　こうして、じっくりと鈴菜と向かい合うことなんて、これまでにはなかった。恐れ、あるいは嫌い、距きよ離りを取って来たからだ。腐くされ縁えんとも言えるような仲であるのに、相手へ踏み込もうとはしなかった。

　誰よりも遠く。

　誰よりも近い。

　そんな一人と一匹だからこそ。

　僅かなやり取りで、分かる。

　自分の言葉が、相手に到達したということ。自分のやるべきことを認めた上で、それでも生まれた可能性に、意味を見み出いだすこと。自分以外の誰かに、自分の願いを託たくして、任せること。

　想いは通じる。

　確かに、分かる。

　俺の言葉は、鈴菜に届いたのだ。

「……成なる程ほど。これは敵かないませんね」

『あぁ？』

「それに、今回は確かに私の方法がマズかったようです。おかしいですね、どこから間違っていたのでしょう。もう完全に完かん璧ぺきだと思っていたのですが」

　ぼそりと呟つぶやいた、鈴菜の言葉。

　しかし俺は、その問いに答えることなんて出来ない。何故なら、誰も最初から間違ってなんかいないから。

　俺も。鈴菜も。ただ、自分が愛した人の為に、自分にとって最良の方法で応えようとしただけなのだから。




『……それじゃ、早速で悪いんだけど。どいてくれないか？』

　随ずい分ぶんと時間を掛けてしまった。早く中に入りたい。

「行くんですか」

『行くよ』

「それでは、ここでお別れですね」

『ああ、思えば長い付き合いだった気もするなぁ』

「それも、今日で終わりですね」

『ああ、そうなるだろうな』

「別に、名残なごり惜おしいことなんてありませんけどね。むしろ清々します。アナタみたいなのがフラフラしていることが、どうにも我が慢まん出来ませんでしたから。そんなアナタがいなくなってくれるのは、喜ばしいことですとも」

『奇き遇ぐうだな、俺もそうだよ。名残惜しくなんかない、むしろすっきりする。お前みたいなのがウロウロしていることが、本当に嫌だったからな。そんなお前ともう会わなくても良くなるってのは、そりゃ嬉うれしいことだよ』

「それはまあ、こっちの台詞せりふですが。ああ、そう言えば、何をどう、先生に向けて話すというのですか？　今の先生は、執筆に集中しています。近付くものを許さない、ご自分の世界に没ぼつ頭とうされています」

『まあ、それは、慣れているというか。いつもの調子で何とかするよ。こう言っちゃアレだけど、邪魔するのは慣れているからな』

　肉体的損傷だけで終われば良いけど。本ほん懐かいを遂とげる前に、あの世行きなんてことになりかねないのが怖いところだ。

「そうですか。でしたらもう、勝手にして下さい」

『ああ、勝手にするさ』

「勝手に行って、勝手に頑がん張ばって。そうして、勝手に消えて下さい」

『そうとも、俺は俺の勝手にする。だけど、お前の想いは。「色欲」を完成させるというお前の願いは、必ず叶かなえて見せるから』

　俺の言葉に応えることなく、鈴菜は黙って、扉の前から身体を引き。

　そして玄げん関かん扉に手を掛け、大きく開く。

「それでは次は天国でお会いしましょう。あ、でもそれは難しいでしょうかねぇ」

『はぁ？』

「だって！　多分私は地じ獄ごく行きですからねぇ！　いやむしろ地獄が良いです！　地獄が来い！　カモンヘル！」

　鈴菜は、先程までとは打って変わって軽い調子で叫び出す。それはまるで、いつも見慣れた、ドＭの柊鈴菜のようで。

『……大体予想はつくんだけど。どうしてそんなに地獄に行きたいんだ？』

「何を言うんですかお犬さん！　それは当然、地獄の方が楽しそうだからですよぉ！　血の池地獄に極寒地獄、灼しやく熱ねつ地獄に黒こく縄じよう地獄！　ああもう、考えただけで楽しみですねぇ。天国なんて冗談じゃないです!!」

『ああうん、お前はそう言うよね……』

「天国なんかに行ったら、人間ダメになりますよ、きっと」

『お前、元々ダメ人間だもんな』

「なので、お犬さんも、私が地獄に落ちるように、ちゃんと祈いのっておいて下さいね？　約束ですよぉ。何なら指きりしますかぁ？」

『別に約束するまでもなく、お前は地獄に落ちればいいと普段から思っているけどな。あの、ちょっと近寄らないでくれる？　ドＭが伝染るからさ』

　本当に、なんでこいつはいつもこうなんだ。最後ぐらい、もうちょっと真ま面じ目めにして欲しいんですけど。ラスボス認定した身にもなって下さいよ。

『……で、俺は行っていいんだよな？』

「はい、私は地獄のことを想像するのに忙しいので、とっとと行って下さい。私の楽しみを邪魔しないで欲しいですねぇ」

『いや、そりゃ勝手にやれよとしか言えないんだけど……っと』

　鈴菜は手を伸ばして、俺の背を押した。

　俺もそのまま、身を任せて、夏野家に入っていく。

「まあ、そんな感じで、お別れです。本当の苦痛を分け合った、この時から」

　鈴菜の言葉。言われた通りに、振り返ることなく、進む。夏野家の玄関、大罪の門を通り抜けて、先へ。かつての敵に、背を押されて。

　そして。

　去り行く、最後の瞬間に。

「さようなら。先生のことを、よろしくお願いします」

　そんな声が、背後から届いた。

　真面目で、純粋で、何の含みもない、ただの願いの言葉。

　振り返ると、そこには深々と頭を下げる鈴菜の姿があった。

　そして目の前で、閉ざされる玄関扉。

　それきり、何もない。扉の外から音は聞こえず、気配すらも感じない。

　あいつは、自分のやるべきことに、戻ったのだ。

『……全く』

　最後の最後で、やけに殊しゆ勝しような態度を取りやがって。シリアスなんだかふざけてるんだか、良く分からない奴だった。本当に、最初から最後まで、訳の分からない奴だったよ。

　文句を言いたい相手は、もういない。

『よし……』

　この扉の向こうは、俺にとっては既に通り過ぎた場所。もう二度と戻ることのない場所である。後は、とにかく俺だけで先に向かって進むしかないのだ。

　穂積雷火。大澤映見。柊鈴菜。

　俺の声が届く相手とは、こうして別れて来た。

　俺にとってのラスボスとも、ちゃんと決着を付けた。

　残りは、一人きり。

　俺にとっては、最初に自分の言葉を聞き届けてくれた、その相手。

　最初の言葉から、俺の二度目の生は始まった。あの言葉があったからこそ、あいつが俺のことを呼んでくれたからこそ、今の俺はこうしてここにいる。

　だから。二度目の生に決着を付ける為には、最後の言葉こそが相応ふさわしい。

　幕を下ろす為に。

　俺の思いを、終わらせる為に。

　夏野霧きり姫ひめの言葉を、聞く為に。




　さあ。

　これから。

　俺の最後を、始めよう。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【柊鈴菜】……　ドＭ。書しよ林りん社しや第二文芸部の編集者。自らが見出した秋山忍という才能を溺でき愛あいし、その作家としての完成の為にならば、全てを敵に回すほどの覚悟を持つ、破綻した編集者。実際の所、秋山忍以外に担当する作家を持たないという、書林社内でも規格外の存在であるが、それは彼女の能力の高さと、また秋山忍という稀き代たいの作家との相性の良さから、特例として認められている。彼女の仕事振りを見た限りでは、その異常性に誰も気付かないので、外部からは非常に有能な敏びん腕わん編集者として見られている。ただその本性は、本当どうしようもないくらいの変態である。




















　玄げん関かんを抜けて、夏なつ野の家に入る。

　薄暗い。電気が点つけられていないようだ。とはいえ、勝手知ったる家の中だ。すいすいと廊ろう下かを進み、リビングへと向かう。

　そこが夏野の普段いる場所で、秋あき山やま忍しのぶの仕事場である。夏野が今、『大罪シリーズ』の最終巻『色欲』の執筆に没ぼつ頭とうしているというのなら、間違いなくそこにいる筈はず。

『よし』

　一つ気合いを入れて、リビングの中に一歩を踏ふみ出だす。

　そうして。

『……な』

　思わず、息を呑のんだ。目の前に拡ひろがる光景。それは、俺の記憶の中にあるリビングとは違う。たった数日前とは大きく異なる、凄せい惨さんな様子であった。

　傷。

　傷が、あった。

　見渡す限りに傷、傷、傷。

　フローリングの床も天てん井じようも壁も窓も、あらゆる箇所が斬きり裂さかれている。鋭えい利りで細かい切れ目が、部屋中を走っている。まるで、部屋の中を凶暴な怪物が暴れ回ったように、全体的に荒れ果てている。

『これは、ハサミの傷……？』

　こんなことが出来るものを、俺は一つしか知らない。

　夏野の振るう銀色のハサミ、ハサ次郎だ。あのハサミならば、そしてそこに夏野の技が交われば、このような惨さん状じようを表現することも容よう易いである。俺自身も、あのハサミには大変お世せ話わになった。俺の身体からだの一部がどうにかなることは、日常茶飯事。ハサミに斬られまくったせいで、不本意ながら、俺の自己治ち癒ゆ力りよくは上昇していることだろう。

　しかし、どうして、こんなことになっているのか。

　一瞬、あの地下駐車場で見た、夏野霧きり姫ひめの慟どう哭こくが脳裏を過よぎる。あの身を切り裂くような慟哭。まさかあいつは、その勢いのまま、この部屋の中でハサミを振り回して、無差別に暴れ回ったのだろうか。俺のことを、死んだと思ったままで。

『…………いや』

　違う。この無数の切り傷、一見無差別に振るわれたように見えて……実は違う。

　リビングの奥、部屋のほとんどを占める本棚達を見る。整然と、まるで森のように並べられた本棚、そこにも当然、ハサミの切り傷が走っている。

　しかし。

『本は、無事だ』

　本棚に詰め込まれた本。そこに、傷は一切、存在していない。

　ここに並んでいる本は全すべて、背表紙を表に出した状態で並べられている。しかし、そこには一つの傷も付いていない。無差別に刃を振るったのなら、少なくとも本の背表紙部分には傷が付けられる筈だというのに。

　つまりこの傷は、意思を持って付けられたということ。夏野自身が、我を忘れていたということはなく、状況をちゃんと理解した上で、故意に傷付けたということになる。

　果たして、それが、どのような意味を持つのか。

『……本人に、聞くしかないよな』

　本棚から振り返り、部屋の前方部分を見る。

　カリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリ。

　傷に気を取られて、思わず気が付くのが遅れてしまったが、先程から、部屋の中を一つの音が埋うめ尽つくしている。

　カリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリ。

　その音の発生源を見る。

　壁際に置かれた、大きな黒い机。

　そこに座る、一人の黒い人物。

　黒い衣い装しように身を包み。

　長い黒くろ髪かみを振り乱している。

　黒いフレームの眼鏡めがねの間から、細められた赤い瞳ひとみが見える。

　その指先は、目で追うことすら難しい程に高速で動いている。

　夏野霧きり姫ひめが、そこにいた。




『……夏野』

　実際に会ってなかった時間は二日くらいでしかないのに、何だか、随ずい分ぶんと久し振りに会う気がする。ここまで苦労して、どうしても会いたかった相手。

　カリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリと。

　部屋に響くのは、馴な染じみの音。原稿用紙に向かい、万年筆を振るう音である。

　俺は、この音を毎日のように聞いていた。俺が本を読んでいる間、まるで子守歌のように、ずっと流れていた音だ。

　気になるのは、音だけではない。

　夏野の向かう机、その周囲の床が、白く染まっている。

　フローリングの床や、黒く大きな机、側に置かれた観葉植物、その上に何枚も何枚も連なり、覆おおいかぶさっているのは、原稿用紙だった。床一杯に、まるで雪でも積もっているかのように、無秩序にばら撒まかれている。

　それは、原稿用紙を書き上げた端から、夏野が投げ捨てているから。こうして見ている間にもまた、原稿用紙を最後まで書き尽くしただろう夏野が、その一枚を床へと投げる。そして、次の原稿用紙へと取り掛かる。

　その繰くり返かえし。

　次々と、床に積もって行く。

　そうして出来る原稿用紙の山に、夏野は視線を落とすことはしない。今目の前にある原稿用紙だけが全てだというように、落ちたものには目もくれない。ここまで乱雑に投げられては、枚数も順番も分からなくなるだろうに。

　それもまた、僅わずかな違い和わ感かんである。

『おい……夏野』

　呼んでみるも、何も変わらない。

『夏野!!』

　何度叫んでも、結果は同じだ。俺の声は届かない。執筆中の夏野は、極度の集中状態になっている。多少周りで暴れてみたところで気付かないほどに、その集中は本物だ。たとえ耳元で叫んだところで、それでも気付かないかも知れない。

　そんな夏野の集中を突破するには、とにかく近付くしかない。夏野が今も見つめている原稿用紙、その上にまで接近しなければならない。そこまで近付けば流石さすがに、夏野もこちらの存在を認識することだろう。逆に言えば、そこまで行かなければ、夏野に言葉を届けることは出来ない。

　とにかく、近付いてみよう。

　落ちている原稿用紙を踏むのは憚はばかられる。

　そっと避よけながら、机に接近して。

　その瞬間。

　ジャキンという金属音と共に。

『うおッ!?』

　目の前に、ハサミが落ちて来た。

　俺の、今まさに踏み出そうとしていた前足から僅か数ミリの地点に、ハサミの切っ先が突き立っている。正確無比な狙ねらいの一いち撃げき。もう少し前に進んでいたら、ハサミは俺の右前足を貫つらぬいていただろう。ビックリした。

「…………」

『夏野？』

　執筆を止めて、夏野が立ち上がる。硬直している俺の目の前まで歩いてくると、夏野はハサミを引き抜いた。そしてハサミをホルスターに戻すと、また執筆に戻る。

　そして再び、カリカリカリと万年筆の音が響き、原稿用紙が舞まい踊おどる。

　その間、夏野がこちらを見ることはない。

　こちらに近付いてくる時も、ハサミを引き抜く時も、その瞳に俺の姿は映っていない。

　ハサミによる攻撃も、俺の姿を認めて、それから攻撃してきたのではない。ただ反射的に、近付くものを迎げい撃げきするかのように攻撃してきたのだ。

『おいおい、マジかよ……』

　この部屋に辿たどり着つくまでに、マンションに設置された迎撃システムの猛もう攻こうを潜くぐり抜ぬけて来た訳だが、しかしまさか最後の最後になって、こんな人力迎撃システムがあるなんて思わなかった。本当、理り不ふ尽じんは、どこまで俺の行く手を遮さえぎりたいのだろうか。

『まあ、だからって、止まる気なんてないけど』

　今までだって、さんざん理不尽な目に遭あってきた。これぐらい、大したことはない。しかし、このまま進んだところで、待っているのは悲劇。犬の速はや贄にえだ。

『よし、別の方向からなら……』

　ともかく、夏野に近寄らないことには始まらない。真まっ直すぐ近寄るのではなく、大きく回り込んで、窓に近い方角から夏野へと近付いて行く。

　一歩一歩、確かめるように進んで。

　そうして、夏野までの距きよ離りがある程度近付いた、その瞬間に。

『ぬわっ!?』

　またもや俺の眼前に落とされるハサミ。

　やっぱり慈悲のない、正確な一撃。

　攻撃の衝しよう撃げきに、俺が黙って固まっていると、再び夏野はハサミを回収し、そして執筆に戻る。その機械的な行動は、先程と同じ結果を生んだ。

『いや、まだ！　まだだ！』

　三度目の挑戦。今度は、俺以外のもので確かめてみることにする。ちゃぶ台の横に置かれていたクッションを引っ張り出して、それを前面に置き、身体ごと押していく。少しでも、バリケードになるように。

　しかし、聞こえたのは、ザクリとした心地の良い音。

『やっぱり、こうなるのか』

　ある地点を越えたところで、ハサミが落ちて来た。今度のハサミはクッションを貫通し、床へと縫ぬい止とめた。しかしそれも一瞬のこと、夏野はすぐにハサミを引き抜いて、執筆へと戻る。




　それからも俺の実験は続いて。

『……これで全方面、試し終わったか』

　こんなことを繰り返しているうちに、床にはハサミの跡だけが残された。

　机は壁に密着しているので、近付けるのは夏野の横か、後方からに限られる。試しに丸めたタオルを投げつけてみたが、それは空中で叩たたき落おとされた。

　全くの無駄な行為に終わったかと思われたが、しかし、確かな収しゆう穫かくもあった。夏野のいる位置から後方一八〇度、同じ距離で半円状に残された跡。机にいる夏野から、等距離の場所に残された傷。それこそが、夏野が攻撃をして来る危険ライン、俺が夏野に近付ける限界の距離ということになる。夏野霧姫が展開した結界だ。

　無意識での攻撃範囲については分かった。

　改めて、夏野を見る。

　カリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリと。

　夏野は、普段と同じ黒尽くめの格好で、机に向かい、原稿を書いている。

　その姿に、特に目立っておかしなことはない。別に、鬼気迫る表情で書いているとか、血を流して書いているとか、そんな異常は見られない。平然と、そのように出来ている機械であるかのように、夏野は書き続けている。

　少なくとも、そう見える。

　夏野が全力で原稿を書いているというのならば、俺が邪魔をすることは出来ない。作家とは本を生み出す偉い大だいな存在であって、それを妨害するなんてことは、読者としては有り得ないこと。『本の七罪』以前の問題、万死に値あたいする所行だ。

　俺はこのまま、黙って夏野を見守るべきだろうか。

　作品の完成を前に、読者が出来ることなどないのならば。

　俺の出番は、ここにはないのか。

『……いや』

　違う。

　ハサミを何度もかわしているうちに、分かった。

　他の誰にも分からなくても、俺には分かる。俺だからこそ、分かる。

　何な故ぜなら、ずっと夏野の執筆と共にあったから。常にこの部屋で、俺は本を読んでいた。夏野の執筆する姿を、横に置いたままで。それは毎日のように行われて来たこと。だからこそ、僅かな違和感に気付く。

　俺の経験と過去が、訴えている。

　俺達の過ごした日々は、無駄ではなかった。

　それが分かったのなら、もう、迷うことはない。

　前に、進む。

『……良し』

　これから赴おもむくのは死地。挑いどむのは、ラスボスの先に現れた隠しボス。

　近付けば貫かれる不ふ可か侵しんの存在、それこそは虚うつろなる玄げん冬とう姫き。

　しかし、それが、どうだと言うのだろう。

　どうせ、一度は死んだ身なのだ。

　何一つ、怖いものはない。それじゃあ、死ぬ準備をしよう。




　近付く。

　近付く。

　あくまでも自然に、床に刻きざまれた危険ラインを越える。

　その瞬間、測ったようなタイミングで、銀色のハサミが落ちて来る。正確な狙いだ。ハサミはまるでぶれることなく落ちて来て……そして、ライン直上に置かれていたクッションを見事に貫通した。

『今だっ!!』

　それを確認したのと同時、俺は床を蹴けっていた。

　クッションを迂う回かいするようにして、ラインを越える。

　そんな俺の行為を見逃すまいと、ハサミが高速で引き抜かれる。ラインを今まさに越える俺を貫こうとして……しかし、叶かなわなかった。貫いたクッションから、ハサミが容易に抜けないのだ。

　俺が差し出したクッションには、部屋で見つけたロープが詰め込まれている。

　かつて俺を縛しばるのに使ったと思おぼしきロープ。それを、先程ハサミで開けられた穴から押し込んだのだ。内部で絡み合ったロープは、抜こうとするハサミに絡まり、その動きを妨さまたげる。何度も俺を縛り、苦しめてきたロープが、こんな形で役に立つなんて思いもしなかった。

　それでも、一瞬後にはハサミは引き抜かれる。

　鋭さを追求したハサミは、これしきのことでは止まったりしない。

　そんなことは分かっていた。

　俺が欲したのは、その僅か数秒、数瞬だ。

『ッ!!』

　走る。

　ハサミを持つ夏野に向かって、距離を必死に詰める。

　立ち止まればクッションの二の舞だ。だから脇目も振らずに駆け抜けるのみ。

　しかし夏野もさるもので。すぐさまクッションから引き抜かれたハサミが、再び落ちて来る。迫る銀の一いつ閃せん。ミニチュアダックスフンドの身体など容易たやすく貫くだろう、それは必殺の一撃だ。

　だけど、そう来ることも、分かっていた。

　分かっているものを、食らう筈がない。

　ここまで、今日のこの日までに、俺がどれだけの回数、ハサミによる攻撃を受け続けて来たと思っているのか。何度も何度も何度も何度も、銀色の洗礼を受け、理不尽に攻撃され、酷ひどい目に遭って来た。銀色がトラウマになる程の、ハサミ自体に触れられなくなる程の、そんな苛か烈れつな日々があったのだ。

　それに比べれば。

　こんな、正確なだけの一撃なんて、いくらでも躱かわせる。

　二度、三度と、攻撃は続く。しかしどれも、俺の疾走を止めるには至らない。

『とぉっ!!』

　何度目かの攻撃とタイミングを合わせて、最後の行動に出る。

　自分の眼前に突き立てられたハサミの柄を、踏みしめ、蹴ける。

　跳ちよう躍やく。

　身体が、宙を舞う。

　限界を超えて飛ひ翔しようする、俺の身体。

　結果として辿り着くのは、机の上。

　そこには、夏野が万年筆を振るい続けていた原稿用紙が拡げられている。いつものこの机の上は、万年筆が起こす風圧と熱とで守られた聖域、しかし今はハサミによる攻撃の為ため、その手が止まっている。その上に、飛び込む。

　普段ならばこんなことはしない。

　執筆中の原稿用紙という聖域に、突っ込むことなんてしない。それは夏野のみならず、全ての作家に対しての冒ぼう瀆とく行為。絶対に許されない愚ぐ行こうでしかない。

　しかし、それは今回の場合には当てはまらない。

　それは簡単な話。

　俺が気付いただけのこと。

　夏野は何も、書いていないのだから。

『大罪シリーズ』の最終巻『色欲』なんて、決して書いていないのだから。




　勢い付いた身体は、原稿用紙の上を滑るようにして停止する。夏野霧姫の待つ、大きな机の上、原稿用紙に塗まみれた大地に降り立つ。

　その間も、俺の視線は外れることがない。

　多くの想いを背負い、多くの迷いを経て。

　あらゆる努力と、希望と、熱意と、犠ぎ牲せいと、執しゆう念ねんの果てに。

『来たぜ、ここまで』

「……………………………………………………来たのね、ここまで」

　執筆の手を止めて、こちらを向いた夏野が、そこにいる。

　ハサミを振るっている間の、焦しよう点てんを欠いたような瞳は存在しない。

　その赤みがかった大きな瞳には、確かに意思の光が灯ともっていて。

　そして、部屋に入って初めて、この俺の存在を認めた。

　ようやく。

　ようやく、ここまで来た。

　言葉が届く距離、意志が通じる場所に、辿り着いたのだ。


　　　　　　　　



　閉ざされた部屋の中。荒れた机の上。

　ついに、犬と人との視線が交差する。

　しばらく会っていなかった、見ていなかった、紅あかい瞳。

『…………』

「…………」

　こちらを見つめる夏野の顔。この近距離ならばハッキリと視認出来る。

　夏野の顔は、衰弱に染まっていた。書くこと以外、何もしていなかったというように、衰弱し切っている。この様子だと、食事も水分もまるで摂とってはいないだろう。ひたすらに、執筆のみに邁まい進しんしていたと、そう見える。

　今までの夏野には、決して見られない表情だった。

　無言の応おう酬しゆう。

『…………』

「…………」

　夏野はそのまま、俺を見つめていたかと思うと。

「……………………」

　すぐに視線を外し、万年筆を構える。再び、原稿用紙に向かい、執筆を再開しようとして……しかし、その動きが止まる。伸ばされた万年筆を、俺が踏みつけたからだ。

「……ッ!!」

　執筆を遮られた夏野の視線が、こちらを射抜く。

　そこに意気はなくとも、執念がある。

　追い詰められた獣のような、鈍にぶい光がある。

　夏野は俺のことを、煩わずらわしそうに眺めて。

「放しなさい」

『放すかよ』

「放さないと、書けないでしょう」

『放したところで、何を書くって言うんだ？』

「──!?」

　夏野は。

　その一瞬。

　本当に一瞬だけ、何とも言えない表情を浮かべて。しかしすぐに、鋭い視線を取り戻す。殺意のように尖とがった雰ふん囲い気きを纏まとい、こちらを射殺さんばかりに凝ぎよう視しして。

「決まっているでしょう。書くのよ。『色欲』を」

　秋山忍の未完の大作『大罪シリーズ』。それは全七巻からなる分厚い図書。読者を混乱の坩る堝つぼに叩き落とすかのような不可解な文章、乱舞する急展開、圧倒する文章群。しかしその異常さが多くの読者に受け、絶賛の声を得た。そして今では、秋山忍の代表作として広く名が知られている。

　秋山忍の読者なら、誰もが待ち望んでいる、その最終巻。

　それは、俺も、春はる海み和かず人ひとだって例外ではない。

　秋山忍の読者として、『大罪シリーズ』に酔い、憧あこがれ、魅み了りようされて。

　そしてその最終巻の発売を、一日千秋の思いで待っていた。

　どれ程望んでいたのか。それは、人間として一度死に瀕ひんしてしまったとしても。そこから、『色欲』を読みたいという執念を呼び覚まして、その為に復活するという離はなれ業わざを成なし遂とげてしまった程だ。

　心から読みたいと、そう思っている。

　命に懸かけても読みたいと、そう覚悟している。

　だから本来、『色欲』が執筆されるというのなら、俺にその邪魔をする理由はない。むしろ邪魔をすることは、自らの存在意義を裏うら切ぎる行為でもある。俺が俺である限り、最終巻の『色欲』を読むことは、人生の目的でもある。

　目の前の夏野も、それを理解している。俺が、春海和人が、『色欲』の完成を心待ちにしていることを、知っている。俺自身がそう言っていたのだから、当然のこと。

　だから。

「どうして、アナタが、私の邪魔をするのよ」

　夏野の言葉。

　静かに、しかし鮮烈に、俺を咎とがめる声。

「アナタは、この本の完成を望んでいたんでしょう。生き返ってでも読みたいって、そう思っていたでしょう。知っているのよ。いつだってそう、誇ほこらしげに言っていたじゃない。それなのに」

　問う声には、必死さがある。

　こちらの矛む盾じゆんを許さない、意志の強さがある。

　夏野は、振り絞るように、告げる。音量は小さくとも、そこに秘められた意志の大きさはハッキリと分かる。絶対に避さけては通れない命題を、こちらに突き付ける、不退転の圧倒。その強さで、俺の不実を追及する。

「どうして、私の邪魔をするの。何で、アナタが、私の邪魔を？」

　俺に向けられた視線は、燃えるように熱く、逃げることを許さない。

　まるで濁だく流りゆうのような感情の激突。

　断頭台のような、回かい避ひ不可能の問いかけ。

　その答え。俺の、答えは。

『だから。これが「色欲」じゃないからって言っているだろ』

　分からない筈がない。

　考えるまでもない、単純な話なのだから。

『そろそろ、その猿さる芝しば居いを止やめたらどうなんだ？』

「……猿芝居？　それより何よ『色欲じゃない』って。私の書いたものに、ケチを付けようって言うの？」

　夏野の目が眇すがめられる。その視線は俺の心を貫くほどに鋭く。

　だから、告げる。

　あの日、地下駐車場で色々とあって。住すみ谷や荘そうで『大罪シリーズ』を見つけて。それが夏野の手によるものだと知って。この部屋にやって来て、部屋の惨状を見み遣やって。そして、今こうして夏野と相対して、そうして気付いたこと。

『このままじゃ埒らちが明かないからな。いいか、全部言ってやるから、大人しく聴いていろよ。始めるぞ』

　俺にとっての、解決編を。




『いいか？　お前のやっていることは、いちいち、わざとらしいんだよ』




『この部屋だって、色々とおかしいだろ。これだけ傷だらけになっているのに、並べられている本にだけは傷が付いていない。それだけで、お前が正気だってことが分かる。いくら俺の死から逃れるフリを、執筆に没頭しているフリをしたところで、詰めが甘いんだよ、お前は。前に円まど香かが「大罪シリーズ」を破壊した時にも、お前は真剣に怒っていた。今まで俺に対して物を投げるようなことはあっても、それでも本だけは投げつけたりしなかった。お前の中で、本が大切なものだからじゃないのか。俺だって同じ考えだからそう思うんだよ。自分の本でも他人の本でも、無む闇やみに傷付けることはしないんだ、絶対に』




『こうやってばら撒かれている原稿用紙だって、そうだ。お前がこんな、まだ完成していない作品の原稿を雑に扱ったことはなかっただろう。完成した原稿を、鈴すず菜なの前でばら撒いたことはあったけれど、あの時は鈴菜に対する当てつけだっただけだ。そもそもお前の場合、没ぼつになった原稿だってきちんとまとめてしまっておくタイプじゃないのか。いつか見た「色欲」の没原稿だって。俺は読まなかったけど、しっかりとしまっていたじゃないか。こんな風にして適当に原稿用紙を撒き散らすなんてのは、何らかのアピールでしかないんだ。自分は必死になって書いていますよって、そんなアピールをしたいだけにしか見えないんだよ』




『執筆速度もそうだ。お前の執筆速度は、いつだって一定だった。執筆戦とかでもない限りは、常に一定の速度で執筆を行っている。その速度は、そのリズムは、俺の身体に刻み込まれている。どれだけの日数、お前の執筆音を聞きながら過ごして来たと思っているんだ。たとえ僅かな速度差でも、俺には分かるぞ。お前自身に染しみ付ついた速度が、そう簡単に変わることはない。だからこそ、僅かな違いであっても、これが普段通りの様子じゃないって、すぐに分かるんだよ』




『そもそも一番気になったのは、「大罪シリーズ」を俺の部屋に置いて行ったってことだ。どうしてそんなことをしたのか。本当に執筆に逃げ込んでいるのだったら、そんなことをする必要はない。だから、そこには必ずメッセージがある筈なんだ。しかも場所は俺の部屋だ。狂気に呑まれ、逃げるように執筆している人間のやることじゃない。お前は確かな意味を持って、行動していたんだ』




『そんな、数々の違和感から辿り着いた結論。それは、お前が、俺の死にショックを受けているという事実……それを、わざわざアピールしている、ということだ。秋山忍は、俺が首を斬られて死んだという事実にショックを受けて、その衝しよう動どうのままに机に向かい、「色欲」の執筆に逃げ込んで、没頭している。外からの接触を断っている。そんな風に、周りに思わせることが、お前の目的だったんだろう。違うか？　そんな自分を演出することこそが、お前の目指したことじゃないのか？』




　全ての行動に、意味があったのだ。

　結果として、夏野の示したのは、『俺の死から逃げ出し、引ひき籠こもって、執筆することで全てを忘れようと没頭している自分』という虚きよ像ぞう。

　何故、そんな虚像を生み出したのか。

　そして、何故そんなものを見せつけたのか。

　それだって、容易に想像出来る。




『どうしてそんな、周りを騙だますようなことをしているのか。お前が騙さなければならなかったのは一体誰なのか……そりゃ決まっているよな。柊ひいらぎ鈴菜。お前の、秋山忍の担当編集者。『色欲』を完成させる為ならば何だってするあいつを、誰かの命を奪うばうことすら躊躇ためらわないだろうあいつを騙すことが、お前の目的だった。鈴菜の目を眩くらませる為だけに、お前は行動していたんだ』




『鈴菜が「色欲」を完成させる為に取ったのは、俺の排除という方法だった。俺の存在が、お前の執筆を妨げていると考えた鈴菜は、手っ取り早く俺を排除することで、お前に「色欲」を書かせようと企たくらんだ。当然鈴菜は、この計画のことを最後まで隠していたつもりだっただろうが、しかしお前は気付いていたんじゃないのか？　俺よりも長い時間を共に過ごした自分の編集者のことを、その性質を、お前は俺よりも深く理解していた筈。だからお前は、「色欲」の完成する見込みが見えない時に、鈴菜がどんな行動に移るのかを、薄々察していたんじゃないのか？』




『そうして、鈴菜は計画を実行に移す。お前が、雷らい火かとの戦いで弱っている時を見計らってな。お前の目の前で俺を殺すことで、お前に執筆を強要するという計画を。まあ実際のところは、鈴菜は俺を殺さなかった訳だけど。そこはまあ、あいつも甘いよな。とにかく、お前の目の前で、俺は死んだ。鈴菜に、殺された』




『だけどお前は気が付いた。俺が、死んでいないということに。全て、鈴菜の企みだということに。菜な沙ずなの計画を利用した鈴菜が、ついに『色欲』を書かせる為に強硬手段に出たのだとな。つーかお前は俺のことを日常的に斬っていたりしたから、あれが俺の血じゃないことに気付いていたんじゃないのか？　だからあの瞬間、お前は全てを悟って。そして、自分の計画を発動させたんだ』




『お前の考えた計画。それは、不完全な状態の「色欲」を書き上げるということだった。本来の「色欲」とは違う、偽にせ物ものの「色欲」を完成させ、それを本物であると鈴菜に誤認させて「大罪シリーズ」に偽いつわりの完結をもたらすという計画だ。それこそ、お前にしか出来ない。秋山忍にしか出来ない計画だ!!』




　一気に吐き出した答え。

　その荒こう唐とう無む稽けいさに、眩暈めまいがする。

　だってこれは、あまりにも、どうかしている。

　まるで正気とは思えない凶行。

　自分が書いてきた作品への裏切り。

　それまで信頼していた編集者への裏切り。

　そして何より、ここまで付いて来た全ての読者への裏切り。

　そんな幾いく重えにも連なる裏切りを許容し、決意した理由。

　秋山忍が、夏野が、そんなことをした理由。

　そんな狂気とも思える覚悟が、どこから来たのかということを。

　それはきっと、俺が追及しなければいけないことだ。

　だってそれは。

『……そうすることでお前は。俺がいなくなることを、止めようとしたんだな？』

　誰の為でもなく。

　これは、俺の為に。

　春海和人の為に、企てられた計画であるのだから。




『お前は、分かっていた。俺がこうして、犬の身体で生き返ったのが、「色欲」を読みたいという執念から来るものだと、知っていた。それは俄にわかには信じられないことだっただろうけど、でも九く郎ろうさんが実際に、自分のやるべきことをやり遂げた後で意識を失った姿を見て、確信したんだ。俺もまた、自分のやるべきことを終えたら、どうにかなってしまうということを。九郎さんと同じように、目を覚まさなくなってしまうかも知れない、ってことを』




『だから、それを阻そ止ししようとした。と言っても、お前にとっては簡単な話だ。「色欲」が完成することで俺が消えてしまうのなら、「色欲」を書かなければいい。俺は当然文句を言うだろうけど、それでも俺が失われることはない。本来ならば、それで終わる筈だった。作者が書こうとしないのだから、当然のことだよな』




『しかし、俺がいることで「色欲」が執筆されないという事実に、鈴菜もまた気付いていた。そして鈴菜は、「色欲」の完成の為にならば、全てを投げ出すだろう。どんなことをしてでも、俺を殺してでも、な。そして実際、今回みたいな事件が起こった。その鈴菜の執念は、俺が生きている限り続くだろう。何度でも何度でも、俺が息絶えるまで。それで鈴菜自身が滅びることになっても、止まることはない』




『だから、お前は計画を立てた。鈴菜を騙し、一度「大罪シリーズ」を完結させてしまえば、それでもう鈴菜の目的は霧む消しようする。鈴菜がそれ以上何かを企むことはなくなる。そうやって、不完全な状態でシリーズが完結してしまえば、俺をこの世に残らせている執念自体が行き場を失う。他の誰もが認めても、少なくとも俺だけは、不完全な形で終わってしまった「大罪シリーズ」を認めないだろうからな。一度完結した作品が、二度完結することはない。だから永遠に「大罪シリーズ」が完結することはなく、従って俺の未練が果たされることも永遠にないって訳だ』




『……なあ、夏野』

　もしも、そうなった時、俺はどんな感情を持つだろうか。

　間違いなく、激怒するだろう。自分の目的を、最も信頼していた人間の手によって破壊されるも同じこと。そんな不条理に、きっと俺は怒り狂う。自分のことだから、嫌という程に分かる。

　だけど、夏野は、それを選んだ。

　俺の怒りも、嘆なげきも、失望も、全てを受け入れる覚悟をして。

　俺がいなくならない道を、選んだのだ。

　そこまでの覚悟を抱いて自分が想おもわれているということに対して、嫌な感情は湧わいて来ない。俺の為にそこまでしてくれるというその真っ直ぐな想いを、無む下げにすることは出来ない。真しん摯しな思いとは、尊いものだから。

　それでも、認める訳にはいかないのだ。

　他の何を妥だ協きようしたとしても。

　自分の生きる意味、それを違たがえることは。

　決して、出来ない。

『お前は、どうしてそこまで、苦しんでいるんだ？』

　夏野の顔を見つめる。

『顔を見れば分かる。つーか鏡でも見れば、それで分かることじゃないか。今のお前は、本気で参っているような顔をしているんだよ。それは、決して気のせいなんかじゃない。お前は確かに、苦しんでいるんだ』

「……ッ!?」

　見上げた先、そこにあるのは、あまりにも衰弱し切った顔で。普段の力に充ち満ちた表情は、そこにない。目は落おち窪くぼみ、顔色も悪く、生気に欠けている。ハサミの一撃を俺が避けることが出来たのも、ここまで夏野が弱っているからではなかったのか。普段の夏野ならば、もっと的確に俺を追い詰めていただろう。そう、俺が夏野にこうして近寄れたことこそが、夏野が苦しんでいる何よりの証明なのだ。

「そんな、ことは……」

　夏野は、首を振って否定を示そうとする。

　自分には、何も落ち度などないと。しかし。

『ない、なんて言えないだろう。それはお前の気付かない所で、お前に負担が掛かっているということじゃないのか？　「大罪シリーズ」を不完全な状態で完結させるという自分の計画が。自分の作品に手を抜くという行為が。お前自身に、苦痛を与えていたんじゃないのか？』

「違う。それは、違う。私は、私が、そんなことで……」

　夏野は、何度も首を振る。まるで、いやいやをする子供のように。

『じゃあ、どうしてこんなことになっているんだよ!!』

「ッ!?」

『自分の納なつ得とくする形で「色欲」が書けているんだったら、そんなことにはならない筈だろ!!　そうやって、手を抜くことで自分が苦しんでいるってことは。お前が、本当は、心の底では、しっかりとした形で、完全な形で「色欲」を書ききりたいって、そう思っている証しよう拠こなんじゃないのか!?』

　作家にとっての、作品。

　自分の魂たましいを込めた、会かい心しんの一作。

　それは自分の一部を削けずって書いたようなもの。

　己の一部分を外に取り出したようなもの。

　魂を懸けた作品とは、そういうもので。

　だからこそ、そこに託した想いは、決して偽りであってはならない。自分自身に対して噓うそを吐いたとしても、何も意味はない。

　自分の作品と、真の意味で向かい合えるのは、自分だけだ。

　妥協も不安も、自分から見れば全ては透けて見える筈だ。

　これまで多くの作品を書き、向かい合って来た秋山忍にとって、それは自明の理。

　ここに至るまでの作家人生、作品の創作において、いくつも迷いや間違いがあっただろう。全てが完全な作品だったという訳にはいかないだろう。いかに天才的な作家であっても、完かん璧ぺきなものばかりを書ける訳がない。

　それでも。

　一つとして。

　間違っていると思いながら書いたものは、なかったに違いないのだ。




　夏野は……秋山忍は、作家である。

　作家であるのなら。

　その反対側には、読者もまた、存在している。

　作家とは、自らの向こう側に、読者の存在を置くもの。

　読まれている、という感覚を、常に浴びているもの。

　まして秋山忍は、沢山の読者を抱えた、超人気作家なのだ。

　読者達は皆、秋山忍の本を読んで、笑い、怒り、時には涙を流して、それぞれ違う感情を抱く。正しい思いも、間違った思いも。作者の意に沿そう考えも、そうではない考えも。一般的な解釈も、異端の理解も。正の感情も、負の悪意も。あらゆる思いが、一つの作品から生まれ得るもので。

　それを。

　そんな、多くの想いを背負った作品を。

　俺を消したくないという、そんな個人的な理由で捻ねじ曲まげることは、絶対に許されることではない。

　たとえ、誰が許したって。

　この俺が、決して許さない。

　作家ならば、自分にとっての真実を、作品に込めなければならない。そうして生まれるものこそが、真に読者へと届くと、そう言えるのだから。

　それが、たとえ自分を殺すことになるものであっても。

　いや、むしろ、だからこそ。




『俺は、消えても良い』




　夏野を正面から見つめて、告げる。

　俺の、読者の偽らざる想いを。

　作家に、夏野に、秋山忍に、言いたいことを。

「……何を、言うの？」

『俺は、お前の書く最高の作品が読めるんだったら、他には何も要いらない。お前の出す本気が感じられたら、もう他には何も要らない。その為だったら、命すら惜しくはない。だから、書いてくれ、夏野』

「止めてよ。それじゃあ、アナタが」

　消える。

　死んでしまうのかも知れない。

　一時の満足の為に、その後の全てを、擲なげうつ行為。

　分かっている。一度は死んだ身だ、その辛つらさも悲しさも、そして後に残されるものの痛みも、理解している。

　でも。

　それでも。

　読みたい本が、あるんだ。

　死んでも、読みたい本が。

　読まずには死ねない本があるんだ。

『だから、頼む』

　夏野に、俺を殺すかも知れない本を書いて欲しいと、そう頼む。

　なんて、自分勝手な話だろうか。

　円香の時、俺は自分のことばかりを考えていて、後に残される誰かのことを完全に失念していた。自分だけが苦しんで、それで終わるものだと思っていた。

　けれど、残された者には、悲しみがある。

　どうにもならない、行き場のない、深い悲しみが。

　今、俺は、その悲しみを夏野にも味わわせようとしている。しかも、その為の銃爪ひきがねを、自分で引けとばかりに迫っている。それは何という悪魔的な行為、残された者の感情を無視する悪行だろうか。

　それでも、俺は願う。

　願わずにはいられない。

　俺が読者で、秋山忍が作家であるからこそ。

　俺は、本を読む為に、何もかもを、自分さえ犠牲にしても、進む。それは俺のエゴでしかないけれど。そのエゴこそが、俺が俺である根幹、本質なのだから。読者であることを貫くのが、きっと、俺にとって一番相応ふさわしい生き方なのだ。

　春海和人は読書バカである。

　悪いけれど、それに付き合ってもらう。

　ここまで、色々と酷い目に遭って来た代わりとは言うまい。辛いことも、楽しいことも、夏野との日々では色々なものを受け取ったのだから。だから、俺は俺の道を行く。

　こんな読者に出会ってしまったことを、恨うらんでも構わないけれど。

　それでも、こんな読者がいたということを、覚えていて欲しい。




『……そうだ。これ、読んでみろよ』

　纏っていた服を脱ぎ、ポケットの中のものを外に出す。

「何よ、それ？」

　俺の身体に纏っていたそれは、六人の作家によって託された、六通りの想い。六冊の手紙だ。夏野を想うのは、俺だけではない。立場は違い、意思も違うけれど、それでも夏野のことを想い、見ている人達が確かにいる。

『手紙だってさ。俺は読んでないけど。あいつらが、お前に伝えたいことがあるって、そう言っていたんだ』

「……そう。いないと思ったら、こんなことをしていたのね」

『読んでみろよ。たまには読者の側に回るっていうのも、悪くはないだろ』

「……そうね、たまには良いかもね。ちょっと待っていなさい、今から読むから……アナタも何か読む？」

『いや、せっかくだけど、いいや。お前が読んでいる姿を、見ているよ』

「何それ、趣味悪いわね」

『……お互い様だろうが』

　夏野は、俺の置いた茶封筒の束に手を伸ばす。

　中から原稿用紙を取り出すと、ゆっくりと読み始めた。

　俺は少し離れたところで、その様子を見つめる。何が書いてあるのか、読みたい気持ちはあるけれど、それは夏野だけを読者としたもの。夏野だけが、心に秘めるものだ。

　藤ふじ巻まき蛍ほたる。

　秋あき月づきマキシ。

　姫ひめ萩はぎ紅葉もみじ。

　早はや崎さきステラ。

　水み無な川がわ真ま秀ほ。

　穂ほ積づみ雷火。

　時にぶつかり、時に同調した彼女達からの手紙。

　それぞれの方法で、想いで、読者と向き合っている彼女達からの言葉は、夏野にとってどんな考えをもたらすのか、それは分からない。叱しつ咤た激げき励れいして、前へと進ませるのかも知れない。それは違うと、進む道を咎とがめるのかも知れない。

　ただ、分かることは一つ。

　それは、秋山忍には、確かに同じ道を歩む仲間がいて。その進んだ先に存在する誰かがいるということ。何があろうとも、決して一人ではないということだ。

　だから、大丈夫だ。

　たとえ、その先に俺がいなくても。

　きっと、大丈夫だって、そう思えるのだ。




「……ねえ」

　ゆったりとした時間が流れた後。

　こちらを見ずに、夏野が、ぽつりと零こぼした。その手元に積まれているのは、原稿用紙の束。全ての手紙を読み終わったということで。

『何だよ』

　俺もまた、姿勢を正して答える。

　夏野の、赤みがかった大きな瞳が、俺を正面から見据える。

「……アナタ、死ぬのは、怖くはないの？」

『怖いさ。一回体験して、二度とやりたくないと思う程には、怖いよ。でも、それよりも、読めないことの方が、もっと怖い』

「一回死んで、その怖さを分かっているのに、それよりも怖いと言うの？」

『ああ、比べ物にならないほど怖いよ。猟銃で撃たれるのなんかよりよっぽどな。そういや、あの時には、お前にも、辛い思いをさせたんだよな』

「そんなこと、言わないで。私はアナタに、命を助けられたの。そのことを、本当に感謝しているのよ。だから、もう止めて。私のせいで、もう一度アナタの命を奪うなんてことを……させないでよ」

『ごめん』

「謝らないでよ。謝るくらいなら、行かないで」

『それでも、行かなきゃならないんだ』

「死んじゃったら、それで終わりなのに？」

『ああ、死ぬと分かっていても、それで終わりだって分かっていても、俺は読むんだ。読まずに死ねるか。それが俺の、一番の思いだから。だから読んで、それから死ぬよ』

「アナタ、正気なの？　そんなの、絶対におかしいわよ」

『分かっている。分かっているさ。だけど俺は、俺が一番後悔しないように、生きて行きたいんだ。誰の為でもなく、俺の為に。勝手なことを言っているよな。でも、そうじゃないと、俺が俺でなくなるんだ』

「本当に、勝手なことばかりね」

『ああ、そうだ。恨んでくれても構わない』

「恨まないわ。そんなこと、絶対に」

『ごめんな。ありがとう、夏野』

「…………ああ」

　夏野は。

「そう、なのね。アナタは最初から、そんな奴だったわね。決して諦あきらめることなく進んで、どこまでも本を求めて、立ち向かうのね。バカみたいに前を向いて、いつだって本を片手に、胸を張って進むのね……死ぬことも恐れずに」

　そこで言葉を切ると、夏野は立ち上がる。

　赤みがかった大きな瞳を、眩まぶしそうに細め。





「だったら、今すぐ死ねえええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！！！！！！！」

　俺に向かってハサミをぶん投げて来た。




『うほぉぉぉぉぉぉ!?』

　跳躍。

　いきなりの攻撃に、焦あせりながらも必死で回避する。

　数瞬前まで、俺の頭があった位置を通り抜けて、後ろの壁へと突き刺さる。

　ハサミは確実に俺の頭を射抜くような軌道で飛んで来ていたから、そのままボーッとしていたらヤバかった。

『ななななななな何をしやがる!?』

　すっかり気を抜いていたぞ!!

　この流れで攻撃されるとか、お天道様でも予想出来ないことだろ!?

　抗こう議ぎだ!!　訴えるぞ!!　殺す気か!!

　夏野は、こちらをえらい物ぶつ騒そうな目で見つめ、肩で息をしている。その瞳には、いつもの夏野霧姫の、暴力的な光が宿っていて。

「あーあー、何かこう色々と悩んでいたけど、それももうどっかに行っちゃったって言うか、もう頭ン中がぐちゃぐちゃでハッキリしなくて、フラフラで普通に体調も悪くて気分も悪くて吐きそうだし、ついでに意味分かんなくて本当に苦しくてイライラしてどうしようもなくなったから、とりあえず近くにいる手頃な犬に怒りをぶつけただけのことじゃない！　悪い!?」

『悪いに決まっているよね!?』

　どういうことだよそれは!!

　どうしてお前はやることが短絡的なの!?

　犠牲になる俺のことを考えてはくれないの!?

　つーか死ねってのは流石に酷くない!?

「あら？　アナタ死にたいって、そう言っていたじゃない」

『死にたいとまでは言ってねえよ!!』

「うるっさいわね、駄犬。本を読む以外に能がない上に、それ以外のことをどうでも良いと思っているようなアナタに言われたくはないのよ。ええもう、そんな役立たずの駄犬は、私のストレス解消の為の犠牲になるのも已やむ無なしよね」

『犠牲って言った今!?』

「あら、この私の為の犠牲になるなんて素敵じゃない。歴史に残る超天才作家、秋山忍様の犠牲になれることを、末代まで誇りなさい。アナタが末代だけど。そして墓にはこう刻むのよ。『私は生まれてから死ぬまでずっとバカでした、死ぬまで直りませんでした、すいません』ってね」

『死んだ後でも辱はずかしめられるの!?』

「ええ、安心してどうにでもなっちゃいなさい。死ぬんだったら死になさい。アナタがどうなっても、そのバカっぷりは人類の歴史に残るような勢いで生しよう涯がい語り継いでやるんだから。だ・か・ら!!」

　夏野はふてくされたかのように大きな声を吐き出すと。

　俺の背後に刺さったハサミを引き抜く。

「あーあーあーもー」

　頭を掻かきむしりながら、床に落ちている原稿用紙を蹴り飛ばして、すとんと椅い子すに腰を下ろす。次いで、机の上に並んでいるものも全て叩き落とし。万年筆を手に取ると、新しい原稿用紙を目の前に並べて。

　一言だけ。

　こちらを見ることなく、呟つぶやく。

「書くわ。邪魔しないで」

『ああ、俺も読むよ。邪魔するなよ』

　だから俺も、その言葉に、簡かん潔けつに返す。




　ただ、それだけのやり取りで。

　俺達は、これから始まることの意味を、理解した。

　通じ合える仲。いつも通りの言葉を交わして。

　ここから、俺達の日常が始まる。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【夏野霧姫】……　ハサミを持った、黒くておっかない女性。常に黒を基調とした服装をしているのは、本人の腹の中が真っ黒であるからだと思われる。また、脚部のホルスターに銀色の高性能ハサミ『ハサ次郎』を携けい帯たいしており、問題が発生した際には言葉よりも先にハサミを振るい、障害を粉砕する。赤みがかった瞳は、犠牲者の血の色を反射して赤く輝いているという噂うわさがある。性格は傍ぼう若じやく無ぶ人じんにして悪逆非道、とにかくハサミを持って大暴れすることしか頭になく、いつも犬や変態やアイドルをいじめては、高笑いを上げている。一方で、自分を慕したう人間に対しては優しい一面も見せ、温かい言葉を掛けて導みちびいてあげることもあるという。しかし基本的にはサディスティックな性格であるが故ゆえ、近付くことはオススメしない。あと貧乳。以上、春海和人による記載。











　　　七月　一日






　カリカリカリカリ。

　ペラペラペラペラ。

　イマキュレット新稲葉の最上階、夏野霧姫の部屋に響くのは、それだけの音。

　夏野はひたすらに、机に向かい、万年筆を振るう。

　俺はその横で、黒い毛布の敷き詰められた寝床の中で、本を読む。

　その繰り返し。それだけしかない、いつもの日々。

　日が昇り、日が沈み。

　夜が来て、朝になって。

　月が見え、太陽が輝き。

　そんな繰り返しを、微睡まどろむように嚙かみ締しめて。今しか得られないこの穏やかさを、その身に覚え込ませていく。朝と夜とを繋つなぐ、一つの物語にも等しい日々。こんなにも、一日一日が尊いものだと感じるなんて思わなかった。

　夏野の作ったご飯を食べ、お風ふ呂ろに入り、寝る。それ以外の時間は、全て書くのと、読むのとに費ついやしている。何という変化のない日常。どこまでも俺と夏野だけの世界。

　俺達は分かっている。きっとこれが、俺達にとっての最後の日常になるということを。だから互いに何も言わず、自分のやるべきことに集中する。

『ふむ、こうして並べてみると、なかなかに壮観だな』

　さて、目の前に並べられたのは、いずれも縁えんがあった作家の著作である。

　藤巻蛍。秋月マキシ。姫萩紅葉。水無川真秀。早崎ステラ。穂積雷火。

　珍めずらしく新刊の類たぐいは読まずに、少し振り返ってみたくなった。それぞれの作家が書いた本を、その作家自身を知ってから読むと、また違った味わいがあるのかも知れない。

　犬の身体になってからの、約一年間。本当に、色々なことがあった。

　いきなり殺されたり。読書分が欠けつ乏ぼうして死にそうになったり。出会って早々吊つるされたり。妹に監かん禁きんされたり。劇物のカレーを食わされたり。変態に絡からまれたり。暴ぼう徒とに囲まれたり。お漏もらし爺じじいに失望したり。図書室が変形したり。変なアイドルに出会ったり。街中を駆け回ったり。塔とうが倒とう壊かいしたり。変な島に行ったり。落とし穴に落とされそうになったり。メイドに襲しゆう撃げきされたり。引き籠りと話したり。質問を受けたり。遊園地が崩ほう壊かいしたり。アイドルの家にお邪魔したり。サイン会に混じったり。宣戦布告とかされたり。またもや変な島に行ったり。空に打ち上げられたり。図書館ごと墜つい落らくしたり。テレビ出演したり。ライブを見たり。殺されそうになったり。温泉に入ったり。高い所から飛んだり。メカカラスに襲おそわれたり。ドＭと問答したり。

『……うん』

　トータルで考えると、本当に酷いな。少なくとも生前の十数年より、余程濃こい生き方を、犬になってからの時間で体験している俺である。

　それもこれも。

　あの日、夏野に出会った時から、全てが始まった。

　ペットショップでうなされていた俺の、本が読みたいという訴え。その声を、夏野が聞き届けてくれた時から、波は乱らん万ばん丈じようの日々が始まったのだ。それは時に苦しく、時に悲しく、時に辛く、時に痛く、本当に色々大変なことばかりで。それでも、楽しかった。

　出会う筈のない人と、出会って。

　もう会えない筈の人と、再会したりもした。

　変な人や、おかしな人や、妙な人や、どうかしている人もいた。

　その積み重ね、沢山の人々と関かかわって来た毎日が、今ではとても愛いとおしいものだと感じる。どれ一つとして欠かせない、今の自分を構成する大切な要素。今、俺がここにいることは、そうやって多くのものによって叶っている。

　あらゆるものに、感謝を捧ささげて。

　そうして俺は、本を読むのだ。

　飽きることなく、本の世界に飛び込んでいく。本の中で、その作者に触れ、多くを知り、そしてまた次の本へと。終わることのない、幸せな日々。

　たまにハサミで斬られたりすることもあるけれど、それもまた日々の一幕。そんなものが一幕になっているのは絶対におかしいですし、もっと平穏に暮らせるのが望ましいのだけれど……それもまた、人生だろうか。人じゃないけど。犬だけど。

　刻み込むように。

　忘れないように。

　春海和人は、本を読む。

　本を読んで、生きている。




　それでも、いつかは終わりが来る。

　本を巡るこの生き様の、決着となるもの。

　春海和人という物語の、エンドマーク。

　その鐘の音が、鳴る。

　カリカリカリカリ。

　ペラペラペラペラ。

　一人と一匹の間で刻まれていた二重奏。

　その片方が止まる。

　室内を満たしていた、原稿用紙を削る音は止まり。

　代わりに、夏野の言葉が聞こえる。

「…………出来たわよ」

　最後の時が、やって来た。




「書き上がったわよ」

　夏野が抱えている原稿用紙の束を、見る。

　途と端たんに、全身を走る感覚。それは戦せん慄りつだろうか、あるいは歓喜だろうか。それが、自分にとってどれ程大きな意味を持つのかを、この時点で感じ取っているというように、俺の身体は言うことを聞かない。

　若じやつ干かん震えている声で、夏野に聞く。

『ついに、書き上がったのか……』

「ええ、全身全霊で書いたわ。自分で言うのもアレだけど、最高傑けつ作さくよ。これ以上のものは、いくら私といえども、なかなか書けないかも知れないわね。私の全てを注ぎ込んで、作家として終わってもいいと思える程の執念で、書き上げた」

『これが、最後の一冊。最終巻なんだな』

「そう、『色欲』よ」

　汗を拭ぬぐいながら夏野が、ちゃぶ台の上に差し出した、原稿用紙の束。

　夏野自身も、流石に疲労の色を隠せないようで、顔色は悪く……しかし、その瞳は爛らん々らんと赤く輝いている。自分が書いたものに、絶対の自信を持っていると、そう思わせる視線の強さだった。

　その、夏野の様子に、安あん堵どする。

　これこそは本物。秋山忍という作家の、渾こん身しんの作だ。

　改めて、その完成したものを見る。

　厚い。ひたすらに厚い。果たしてこのちゃぶ台は重さに耐えられるのだろうか。ほとんど重箱のような威い容ようを持つ、原稿と呼ぶにはあまりにも巨大な、その小説。

　一番上の原稿用紙には、ただ二文字のみが記されている。

『色欲』。

　長く続き、しかし完結まで期間を置いていた『大罪シリーズ』。その最後を飾る、渾身の最終巻。秋山忍が辿り着いた、一つの到達点だ。

『何というか、興こう奮ふんするな』

「そう？　私は、結構爽さわやかな気分だけどね。こう、今なら何だって真っ二つに切断出来そうなくらい」

『やるなよ？　絶対にやるなよ？』

「今の私はいわばスーパー霧姫３。地球くらいなら行けるわね、きっと」

『や　る　な　よ　？』

　夏野さんが変なテンションになっていらっしゃいますよ。

　まあ、それも、無理もない。夏野にとっても、この『色欲』の完成は、長年の悲願であったに違いないからだ。生みの苦しみを経験して、悩んで、そうして辿り着いたのが、この原稿。ここに至るまで、どれだけの没原稿が生まれ、そして消えて行ったのだろう。多少ハイになるのも、無理からぬ話だ。

　勿もち論ろん、俺も、テンションが上がっている。ついに、現物を見ることが出来た。

　何度も夢に見た、この『色欲』が、ついに手が届く所にあるのだ。

『……おおお』

　気絶しそうな程の興奮。恭うやうやしく、手を伸ばす。これはまさに神からの贈り物。細心の注意を払い、最大の敬意を払って読むべき、人類の宝。そして俺にとっての福音である。

『それじゃあ、早速……』

「まだ本になってないのに良いの？　フェアじゃないんじゃなかったのかしら？」

『今だけは許してくれよ。だって、今の俺は、この興奮を抑え切れない』

　ここまでのものを見せられて、お預けなんてされてたまるものか。俺は今初めて、誓ちかいを破り、出版前の原稿を読もうとしている。でも今だけは許して欲しい。ごめんよ、世界中の秋山忍の読者達よ。

「まあいいわ、ちゃんと読みなさい。誰よりも早く、誰よりも深く。そして、感想を聞かせなさい」

　夏野はそんな俺を、優しげに見つめてくる。

『任せとけ！　極上の感想を繰り出してやるからな!!』

「初めての読者なんだから。アナタの感想次第では、また一から書き直しなんてことも有り得るんだから、慎しん重ちように読みなさいよ」

『え、まさか、そんなことが……』

「そうなったら当然、執筆時間に応じた分の肉体をアナタから貰もらうことになるけど」

『読ませて頂きます!!　可及的速やかに!!』

　急いで、本の世界に飛び込んでいく。

　焦るのはどうかと思うんだけど、もう本当に今の俺には我が慢まん出来ない。

　さあ、これが、俺にとっての最後の読書。

　一ページずつ、一文字ずつ、心を込めて読み進めよう。

　それでは、失礼して。

　俺は、本を……『色欲』を、読む。

　夢にまで見た、『色欲』の世界に、飛び込んで行く。


　　　　　　　　



　それは、異い形ぎようの物語だった。

　それは、人間の物語だった。

　それは、愛の物語だった。

　恋愛ものかと思えば、サスペンス。青春ものかと思えば、ミステリー。幻想ものかと思えば、ホラー。一つとして同じ展開はなく、一つとして予想通りの結果はない。古今東西、あらゆる物語のエッセンスを集めて、固めて、こねくり回して再構成したかのような、色とりどりの千変万化。

　読者はひたすらに翻ほん弄ろうされ、自分が読んでいるものが分からなくなって。

　しかし、胸の中には満足がある。満たされていると、そう確信する。

　濃く深い物語の奥底まで沈んでいくと、今まで読み進めてきた道行きが、巨大な螺ら旋せんを描いて渦巻いていることが見える。この巻のみならず、ここに至る『大罪シリーズ』の既刊全てに意味があって、全てが作者の手による計算の内だと、最後の最後で理解するのだ。本を読んでいた自分が、実は作者の中を歩んでいたのだと、そう分かった瞬間に、何もかもが結実し、そして終わり往ゆく。

　そうして残るのは、幸福感。

　ここまでの全てが肯こう定ていされる、幸せな読後感。

　それは、そんな物語だった。




『……ふぅ』

　ため息と共に顔を上げる。

　読み終えた。

　読み終えて、しまった。

　久し振りに空気を吸ったような、そんな感覚。あるいは生まれ変わったかのような。世界の全てが、目新しく見える。

『……あれ？』

「読み終わったみたいね」

『ああ、でも、ここは……』

　読み始めた場所とは違う。ここは、夏野の膝ひざの上。

　いつの間にか、こんな所で読書に勤いそしんでいたらしい。

　食事も休きゆう憩けいもない、長時間の読書だったが。夏野もまた、ずっと俺に付き合ってくれたのだろうか。それは悪いことをしたと思う。何しろ今の自分には時間の感覚がない。どれだけの間、この『色欲』を読むことに費やしたのか、全く分からない。

　それくらいに、集中して読んでいた。

　本の世界に浸つかり、没頭し切っていた。

　この『色欲』には、それだけの魅み力りよくがあった。ここまで生きて来て良かったと、そう心から思える程に。

　これが最後の読書ならば。

　ああ、本当に、悪くない。

　夏野は笑って、俺の頭を撫なでる。その手触りは、どこまでも優しく。

「それじゃあ、感想、聞かせてくれる？」

『感想……そうだな、感想、か』

「ええ。最初の感想を、私に頂ちよう戴だい。私の全てをあげたんだから。アナタの全てを、ここで、表して」

『ああ、分かった』

　思えば。

　こうして、夏野に対して正面から感想を伝えることは、ほとんどなかった。

　それは、妙に気恥ずかしかったというものもあるけれど。自分と夏野との距離が、近くなってしまったから、という理由もあるのかも知れなかった。思わぬ奇跡によって近付いた秋山忍という作家だから、本人に対して素直な思いを口にすることに、少し気後れがあったのかも知れない。

　しかし今、俺が読んだのは、秋山忍の頂点たる作品。

　作者の究極が、ここにある。

　それならば、こちらもまた、読者の究極となって示すしかない。読者の意地を、ここで表現するしかない。

　この本を。『色欲』を読み終えた、俺の感想を。

　言いたいことは、沢山ある。まして相手は作者で、これは未いまだに発売されていない。今、ここで意見を言えるのは、俺しかいない。

　脳内では、いくつもの言葉が現れては消えて行く。

　しかし、そのどれもが、この『色欲』を表すのには不適切なような、そんな気がした。

　言葉では言い表せないものもある。

　自分の中の溢あふれる思いが、口に出せば陳ちん腐ぷになってしまいそうで。それでは、この胸の中に渦巻いた幸福を、十二分に表現出来ないだろう。

　だから、一言だけ。

　万感の思いを込めて。

　ここに至る全てのものに感謝して。

　それこそが。

　読者が表現出来る、最大にして最上の、言葉だと信じて。




『面白かった』




　それだけを。

　そう告げた瞬間に、意識が浮上した。

　ふわりとした感触。身体から、意識が抜け出るような感覚。自分の存在が、そのまま吸い上げられていくかのような感覚。いつか見た虹にじ色の景色が、視界を埋め尽くす。

　落ちてきた場所を、遡さかのぼる。

　行くべきだった場所へと、浮上する。

　膝に乗せられたまま、夏野と目を合わせる。

　人と犬。

　作者と読者。

　まるで違う俺達だけど、それでもきっと、共有し合えるものがあって。そんな俺達だからこそ、ここまで来られたんじゃないかと思う。こいつじゃなければ、俺がこんなに満足して逝いけなかった。

　最後を看み取とってくれるのが、夏野で良かった。

　後悔はない。幸せのままに、消えて行ける。

「もう、行くのね」

『ああ、そうみたいだ。ごめん』

「何を謝っているのよ。まあ作家としては、なかなか良い経験だったわ。ええ、アナタみたいなどうかしている駄犬と過ごす日々、少なくとも、退たい屈くつだけはしなかったもの」

『それは、お互い様だと思うけど』

「そうかも知れないわね。うん、そうね、楽しかった。私一人じゃ、やらないようなこともやった。知らないことを知った。知らなくても良かったことも、知ったような気もするけれど」

『まあ、それこそ、お互い様だ』

「だから本当に、アナタには感謝をしているのよ。作家として、だけじゃなくて。私自身としても、色々と、得るものが大きい毎日だった。自分が、日ひ毎ごとに成長していく、その実感があった」

『それは良かった。ああ、本当に』

「勿論、駄犬のせいで余計な面めん倒どう事ごとに巻き込まれたりもしたけれど」

『だから、それはマジでごめんなさい』

「そういうことも含めて。痛みも苦しみもあったけれど。それ以上に、楽しさや嬉うれしさがあったから。残される悲しみよりも、そんな思いを抱きながら進んで行けるこの先の未来に希望があるから、笑って別れるのよ」

『そうだな、そうしてくれるなら俺も、他でもない、お前の声に応こたえて、お前の所に来られたことが、良かったって思うよ』

「もう会えないことよりも、出会えたことが嬉しいの。だから」

『ああ、だから』




「アナタに出会えて、本当に良かった」

『俺も、お前と出会えて、本当に良かった』




　夏野の瞳から、涙が零れる。

　しかし、俺の顔に落ちる涙とは裏腹に、夏野の顔は、笑顔だった。

　笑って見送られる、そのことに感謝をする。

　それだけの想いを、夏野が抱いてくれていると、分かるから。

　俺もまた、だから、笑みを浮かべる。

　何の後悔もなく、晴れやかな気持ちで、終わりを迎えることが出来るように。

　身体が軽くなる。意識が薄れるのを感じる。

　しかしそれは、恐ろしいものではない。

　行く先は明るく。気分も悪くない。それに何より、これ以上の終わりはないと、そう胸を張って告げられるような、そんな晴れやかな終わりだから。

　だから、俺も笑おう。

　心からの満足と共に。

　笑って、お別れをする。




「お休みなさい。良い夢を……和人」




　言葉に抱かれるようにして。

　深い眠りの中に、落ちて行く。

　これが、俺の物語の終わり。

　一人の読書バカが。

　一人の執筆バカと出会い。

　楽しく過ごしたバカ騒ぎの、あっけない終わり。

　あるべき場所へと戻り、夢の続きを見るという、それだけの結末だった。















『って、ちょっと待ったああああああああああああああ！！！！！』




　一度閉じた瞳を開けて、顔を上げる。

　新たな視界の中にあるのは、夏野の赤みがかった大きな瞳。涙を浮かべたその瞳が、まるで信じられない物を見たかのように見開かれている。

「……え？　ちょっ、ちょっと、どういうこと!?」

　僅かに震える、うわずったかのような声。いつも冷静沈着か、あるいは狂喜乱舞驚きよう天てん動どう地ちな夏野には珍しい姿。それは、一切の誇こ張ちようもなしに、ただただ混乱しているようで。

「アナタ、死んだんじゃなかったの？　『色欲』を読んで、成仏したんじゃ……」

『い、いや、ちょっと待ってくれ。その話は後だ!!』

「あ、後って!?」

『そうだよ、すっかり忘れていたんだ!!』

「はぁ!?　何を!?」

『使命だよ、使命!!』

　しかし夏野は、依然として俺を驚おどろいた顔のままで見て。

『お前と一緒に引き籠っていたから、その間に出ていた新刊を、全く読んでいないじゃないか！！！』

「………………はぁ？」

『ああもう、約一ヶ月か。まさかそんな長いこと引き籠るとは思わなかったぞ。全く、その間にどれだけの新刊が出たことか。ちょっと待てよ？　紅葉が書いた小説の載のった雑誌とかも出てるんじゃないのか!?　今から手に入るかな!?　いやいや、雑誌だけじゃないぞ！　「花束とサブマシンガン」だって「戦国ガラムマサラ」だってもう出てる筈だ！　俺が発売日を忘れる筈がないからな！　くそ、一生の不覚！　それだけじゃない。「ひだまりのレゾンデートル」も「縄じよう文もん無む双そう」も「ペテン師の帰還」も！　「恋するトーテムポールはいつも臆おく病びよう」も「自殺行進曲」も「禁じられたゴング」も「ガール・ミーツ・超合金」も「岡山バーサス」も「ＢＯＥＳ」も「安やす兵べ衛え語ご録ろく」もだ!!　何でこんなに逃してるんだ。何をやってるんだよ俺は！　あ、「ＯＮＬＹ　椀わん」も「ひとつ屋根の下の天国も！」も「世の中そんなに甘くない」もか!!　正気か俺！　何をやってるんだ春海和人！　そうだ、小説だけじゃないぞ！　読みたい本は、いくらだってあるんだ！！！』

　こんな大事なことを忘れているなんてどうかしている。

　しかし、嘆なげくことはない。今日の俺は一味違う。黄金の読書体験を経たことで、今の俺は絶好調、月の表面に書かれた文字すらも読める程にパワーが漲みなぎっているのだ。

　夏野の膝の上から降りて、雄お々おしく宣言する。

　全身に力を込めて。

『本が、読みたい!!』

　世界中の本に向けて。

　歴史上の本に向けて。

　命懸けで本を生み出す作家に向けて。

　命懸けで本を楽しむ読者に向けて。

　ひたすらに。真っ直ぐに。

　読みたいというこの想いを、ただ叫ぶ。




『よっし、じゃあ買いに行くぞ！　ああでもな、ここ最近まで見逃していた新刊を一気に買うとなると、流石に犬の俺だけじゃあ厳きびしいな、重量的に。よし夏野、ちょっくら付いて来てくれよ。俺の荷物持ちとして!!』




「……………………は？」




『いや、荷物持ちと言っても、それは雑用じゃない。本という尊いものを運ぶ訳だから、それはもう本職の仕事と言っても過言じゃない。本だけに。本当に大切な仕事なんだぞ？　本だけに。その大役を夏野、お前に任せると言っているんだ。心して拝はい命めいするように!!』




「…………………………………………は？」




『さあ、そうと決まれば善は急げ。まずは本ほん田だ書店。売り切れていたら、ちょっと遠出して、大和やまと書店まで行ってもいいかもな。ともかく、あらゆる本に触れたい気分だ。うおおおおテンション上がって来たああああ！！！！』





「……………………………………………………………………………………は？」






『案ずるな夏野、お前にだって当然読む権利はあるからな。俺の読んだ後という条件はあるものの、そもそもお前の金で買うものだし、お前の本棚に入れさせてもらうから、いつでも好きな時に読めばいいさ。何、いざとなれば俺がおすすめの読み方でも教授してやろうじゃないか。という訳で出発するぞ、ボケっとするな！　俺が本を待つんじゃない、本が俺を待っているんだ!!』





「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………は？」






『さあ、レッツゴー、ブックストア！　全ての本に出会う為にぐぇぇぇぇぇぇ!?』

　飛び出した身体。

　しかし、急にブレーキが掛かる。

　どうやら、尻尾しつぽを後ろから摑つかまれているらしい。しかも摑む握力が、尋じん常じようではない。このままだと俺の尻尾が断裂する勢いである。つーか痛みが大き過ぎて感じられないレベルに達しているので本気でヤバい。

　これは、何だか久し振りに経験するような。

　この理不尽。これから絶対に酷いことが起こると分かっているのに、それなのにどうすることも出来ないと分かってしまう感覚。

　振り返りたくない。

　だって、俺の背後に、何かがいるもの。

　悪魔よりも恐ろしく、魔王よりも凶暴な、何かがいる。きっとエスタークみたいな凶悪な顔をした何かが。

　その何かの名を、夏野霧姫という。

『あ、あの、夏野さん？　ちょっと放してくれないと、書店に行けないんですけど？』

「ねえ、駄犬」

『何でしょうか、夏野さん。そして、あなたの声が、今までにない程低くなっているのは、どういうことなんでしょうか』

「知りたい？」

『いえその、自分で言っておいて何ですが。それを聞くことで俺にメリットがないような予感がするので、聞かないでおきます。だから放して下さい』

「そう、知りたいのね？」

『いや、そんなことは一言も言っておりません、サー。ただ尋常じゃないくらいに嫌な予感がするというか、それを聞くことで俺に莫ばく大だいなデメリットが生じる危険性に今更ながら気付いたので、放して頂けるとこれ幸さいわいです、サー』

「そう言わずに、教えてあげるわ」

　夏野は俺を引きずり、顔の前にまで持ち上げる。

　見たくはないけれど、見てしまう。

『うわぁ……』

　見なけりゃ良かった。

　その顔には、獰どう猛もうな笑み。

　目の前の獲え物ものをどうやって食べようかなー、などと舌なめずりをするライオンのような、捕ほ食しよく者しやの笑みである。

「本当、私は悲しんでいるのよ。この世の理不尽に対して」

『噓だぁ、めっちゃ笑顔じゃん……』

「そうね、逆に笑顔って感じね。もう今の私の頭の中は相当大変なカオスになっているから自分でも制せい御ぎよ出来ない位なんだけど、言いたいことも星の数ほどあるんだけど。本当、私がちょっとしんみりしちゃって、悲しくなって、涙さえこらえてみたりして、そうやって必死になっていたところで、こんな結末になると、ねぇ？　本当、訳が分からなくて嫌になるわ。私ってこんなに弱かったのかしらって、自分のこととなると分からないものよね。ああ、それでも一つ、確かなことがあるわ」

『そ、それは……？』

「簡単なことよ？　私は今すぐ、ズタボロになった駄犬の姿が見たいの。それが私の、素直なき・も・ち」

『素直過ぎて最悪ですよね……』

「だからちょっと、ズタボロになってくれる？」

『無茶を言わないで!?　そんな要求聞ける訳ないだろ!?』

　無茶振りってレベルじゃないし、頼み事としておかしいよね!?　つーか、それは単なる犯行予告だからな!!

「ああ、そうね。私が間違っていたわ」

『お、おう。分かってくれたか』

「なってくれる、なんて曖あい昧まいな聞き方じゃ駄だ目めよね。ズタボロにしてあげる。私が」

『そういうことじゃないですよね!?』

　分かってないな!!

　ああもう、話が通じない!!

「何を言っているのよ。話が通じないはこっちの台詞せりふよ」

『……はぁ？』

「あれだけ盛り上げて、『色欲』を読んだらもうそれで成仏死亡ハイさようなら、ってな感じで感極まっていたのに。少しだけ、ほんの少しだけ、泣きそうになってあげたのに。どうして今、私に襲われて怯おびえているのかしら、ってことよ」

『その答えは「お前が襲って来るから」としか言えな……いいえ真面目に答えますからハサミをしまって下さい』

「答えなさい」

『いや、それは……あのさ』

「何よ」

『よく考えたらさ。本ってこれからも出続けるんだよな？』

「……は？」

『この先も山ほど出る本のことを考えると、おちおち死んでもいられないというか。まだまだ知らない本が発売されていくのに、死んだくらいで読書のチャンスを逃すなんて、そりゃお前、おかしいだろう』

　そう、新しい本は、日々出版される。

　それは、俺が死んだ後も生まれ続けるということだ。

　俺が読めない本が、俺が読むことの出来ない本が、生まれ続けるということだ。

　いやいや、ふざけないで頂きたい。そんな、俺を置き去りにしたバカげた話を、みすみす見逃すとでも思っているのか。

『それにさ。お前、これからも作家、続けるんだろ？』

「え？　ええ、続けるわよ。当たり前でしょ。『大罪シリーズ』は終わったとしても、まだまだ『夢ゆめ見み』だって終わってないし。いくらでも書きたいものがあるもの」

『お前が、書き続けるって言うのにさ。俺が先に死ぬっていうのは……それはお前の一番の読者として、どうなんだ？』

「……え？」

『だって、いつか言っただろ。俺は秋山忍の読者で。お前の側に居続けるってさ。だから、俺は生きる。生きて、お前の本が読みたい。お前が書く本を、これから先も、ずっと読んでいたい。その思いがある限り、俺は生き続けるよ。生き続けたいんだ。秋山忍っていう、最高の作家と共に、永遠に』

「………………………………そう」

　夏野は、顔を伏せる。その顔が、何だか妙に赤く染まっているようで。

「…………こ、これはつまり、プロポーズってことよね？　今すぐ婚こん姻いん届けを出しに行った方が良いわよね？　こ、こんなことなら、寝ている間に無理矢理しなくても良かったわね、やっぱり本で読んだ知識だけじゃあまり上う手まくいかなかったし。まあ、これからいくらでも機会は……あ、名前も考えておかないと……」

『夏野さん？　急に何を言っているの？』

　ゴニョゴニョと何を言っているのか分からないんですけど。

「な、何でもないわ。ただの未来の話よ。私達の」

　再び上げた顔は、既に普段の夏野の顔色に戻っていて。

「アナタが生きている理由に関しては、まあ理解したわ。読書バカっていうのは、本当に便利なものね」

『ああ、読書バカ万歳だ!!』

　春海和人は読書バカである。

　強ごう盗とうに猟りよう銃じゆうで撃うたれて死んでも、本を読む為に、犬の肉体で復活したのだ。

　そんな読書バカは、読みたい本の為に蘇よみがえる。

　何度でも、必ず。

『何てったって、バカは死んでも治らないんだからな!!』

「ええ、分かったわ。アナタが筋金入りのバカだってことがね」

『はん、何とでも言え！　それじゃあ、本を買いに行こうぜ！』

　そう言って、部屋を飛び出そうとする俺を。

　しかし夏野が、背後から押さえ付ける。

「待　ち　な　さ　い」

　背後から聞こえる声。その声が凍こごえるほどに冷たくて、押さえ付ける腕の力も、異常に強くて。どうやら俺のピンチはまだまだ続いているらしい。おかしいな、巧たくみな話術で回避した筈なのに。

「まだ問題は残っているわよ」

『な、何ですか？　問題って？』

「問題は、この私の怒りよ。私のこの、限界に達した怒りは、読書バカなミニチュアダックスフンドをズタボロにすることでしか解決しないんだけど、どう思う？」

『俺に何を言えと!?　質問が限定的過ぎるんだよ!!』

「じゃあこうしましょう。その、読書バカなダックスフンドを私の前に連れて来たら、特別に許してあげるから……あら、連れて来たのね、良く出来ました。それじゃあ、私は今からお仕置きを開始するから、覚悟しなさい」

『どうすれば俺は助かったんだ!?　答えを教えて!?』

　話を聞く限り、最初から詰んでいましたけども。こういう理不尽な感じ、本当に懐なつかしい。懐かしいってだけで、別に望ましいものじゃないってのが、玉に瑕きずですけど。

　マズい。このままでは書店に行けなくなる。こうなったら、正面突破しかない。一度は夏野の攻撃を避け切ったこの身体、やれば出来る!!

『うりゃっ!!』

「あ、待ちなさい!!」

　夏野の手を振りほどき、逃げる。

　夏野の魔の手から脱する為。

　そして、書店に向かう為。

　俺の清浄なる読書の為に、ここは逃げの一手しかない。逃げて、その先に待っている本の為に。俺は、ひたすらに逃げる。

「待ちなさい、この駄犬!!」

『待つか、この駄人間!!』

　当然ながら、追いかけて来る夏野。

　背後に迫るハサミの音。

「今だったら、首一つで、勘かん弁べんしてあげるわ!!」

『元々一つしかないだろ!?　ケルベロスじゃねぇんだから!!』

「ほらほら、逃げられるものなら逃げ切ってみなさいな、駄犬!!」

『勘弁してくれよ！　俺はただ、本が読みたいだけなんだから！！！』

「無・理♪」

『ですよねぇー』

「ほらほら、早く逃げないと、大変なことになるわよ!?　具体的には、二度と私の下から離れられないようになるくらい!!」

『どういうことなんだよ、もう!!』

「お仕置きターイム♪」

『助けてえええええええええええええええええ！！！』






《以下の単語が用語集に登録されました》

【春海和人】……　犬。読書バカ。本を読むことが三度の飯よりも、どんな食べ物よりも、どんな風景よりも好きな、ただの犬。その一日は本を読み始めることで開始され、その一日は本を読み終わることで終結する。本を愛し、本に愛されているかどうかは分からないけれど、とにかく本と共にあろうとする、本の犬。その、本を求めて邁進する生き方は、たとえ命を喪うしなっても、変わることはなかった。

【秋山忍】……　年齢も性別も不明の覆ふく面めん作家、改め天才女性作家。デビューして以来、多くの作品を世に送り出している。その作風は一言で言えば、混こん沌とん。一度読んだだけではまず理解出来ない程の物語の突飛さ、場面転てん換かんの唐突さなど、非常に読書の難なん易い度どが高い。また、ラブストーリーからサスペンスまで、一つのジャンルに縛しばられない多た岐きに渡る作品を刊行しているが、あくまでもその根底には王道の展開がある。読者の期待に応え、また読者の意表を突くといった、読者を楽しませようとするそのひたむきさこそが、秋山忍が今もベストセラー作家として第一線で活かつ躍やくしている、その一番の理由であると言われている。中でも一番の人気シリーズが、『大罪シリーズ』と呼ばれている全七巻の小説である。秋山忍の著作の中でも最高レベルの難解さを誇るこの小説、その最終巻が発売された際には、多くの読者が店に行列を作り、社会現象を巻き起こした。現在の文ぶん壇だんを語る上で、避けては通れない偉い大だいな作家である。














　今日も、この新しん稲いな葉ばの街では、沢山の人々が暮らしている。




　新稲葉駅の北側、商店街の中ほどにあるペットショップ『ＩＧＧＹ』にて。

　店主の犬いぬ飼かい潔きよしは、店の前を掃そう除じしていた。店内の動物の世せ話わを一通り終えると、カウンターの中の椅い子すに座り、傍かたわらに置いてあった本を手に取る。

「えっと、どこまで読んだかな……」

　大好きな動物達に囲まれて、本を読む、それは彼にとって至福の時間。

　自じ慢まんのアフロを一ひと撫なですると、本の世界に没ぼつ頭とうして行った。




　新稲葉駅の南側、駅前にひっそりと佇たたずむ本ほん田だ書店にて。

　店長の本田文ふみ夫おは、今日発売の新刊を、平台に並べていた。

「……ふう、こんなものかな」

　自分にはディスプレイの才能があるな、と大きく息を吐つく。妻や娘達からは、毎回色々と指し摘てきを受けることもあるのだが、どう見ても今回は完かん璧ぺきである。

「おーい、今日発売の分を並べたよー」

　返事が聞こえるよりも早く、店の奥から娘達の足音が響いて来る。

「お、お父さん！　大丈夫！　わたしがやるから！　ほら、そうだ、お店の外の掃除をお願いしてもいいかな？」

「やよいもお姉ちゃんのお手伝いするー！」

「……う、うん」

　どうやら、完璧ではなかったようだ。

　今日も、書店の一日が始まる。本を通して、人を繋つないで行く一日が。




　新稲葉駅のホームにて。

　東ひがし川かわ高校の生徒である大おお澤さわ映は見みは、父親の大澤愁しゆう山ざんと共に電車を降りた。

「映見よ、済まないな。こんな遠くまで逃げ出した儂わしに付き合わせて」

「う、ううん、仕方ないよ……ママが怒ると、怖いからね」

「ああ、死ぬ所だった。と、父は少し御手洗いに往いく。若じやつ干かん出てしまったのでな!!」

「わざわざ言わなくても良いから。うん、じゃあ改札出たところで待っているからね」

「ぬ、ぬおおおおお限界だ!!　すまん映見よ！　一時間で済ませてくるから!!」

「時間掛かり過ぎ、じゃないかな？」

　大澤映見……藤ふじ巻まき蛍ほたるは、ホームから見える一ひと際きわ高い建物の方を見る。

　作家としての道は、果てしなく遠い。彼女はまだ、そのスタートラインに立ったばかり。だからこそ、その高みに、少しでも近付く為ために。




　新稲葉商店街の中程にある洋食店『煉獄炎火灼鎌メギド』にて。

　編集者の柊ひいらぎ菜な沙ずなは、目の前の作家、穂ほ積づみ雷らい火かと昼食を取っていた。

「……あの、雷火ちゃん？　頼み過ぎじゃないかな？」

「書くのには、エネルギー、使うから。沢山」

「最近、経費を使い過ぎてビッグファイアから色々と睨にらまれているんですよねぇ、テレビのこととかも色々と言われたし。ここの食事代、大丈夫ですかねぇ。まあ……その分、書いてくれるのなら、良いですけど」

「そう。じゃあ、追加する」

　そうして激辛料理を食べ終わった後、二人は打ち合わせを開始する。

『穂積雷火』の名を冠する本の完成を、目指す為に。




　新稲葉商店街の端に、突とつ如じよ出現した図書館にて。

　作家の水み無な川がわ真ま秀ほは、執しつ事じである汐しお待まち佑ゆう斗とに呆あきれられていた。

「ご主人、どうするんだよ、これ」

「し、仕方ありませんわよね!?　制御を失った『風待の文蔵ビブリオテカ・ウエントス』が墜つい落らくしてしまったんですから、ここに図書館を開くしかないでしょう！　再利用ですわ!!」

「ご主人。あの、流石さすがにどうかと思うぞ」

「う、うるさいですわ！　こっそりどうにかしようにも、こうして人が集まってしまったんですもの！　しょうがないでしょう！」

　空から降って来た、ということで、新稲葉で注目の的まとになっていたその図書館。今日も朝から、多くの住民達が、訪れている。

「さあ開館ですわ！　図書館の扉は、常に開かれているものですから！　佑斗、館長は貴方あなたですわよ！」

「はいはい」

　そうして、新たな図書館の扉が開く。

　本は、誰もが読めるもの。

　全すべての人に読まれるべきだという、その理想の為に。




　新稲葉商店街の、とある商店にて。

　春はる海み円まど香かは、友人二人と共に、買い物を楽しんでいた。

「何ここ!?　こんなチープでキッチュなお店、初めて見たわよマドカ!!」

「ああもうアリス、そんなに暴れるなって、ほら」

　二人の友人の声を背後に聞きながら、春海円香の視線は、色取り取りのスパイスが並べられた棚の上を彷徨さまよっている。

「えーと、円香。さっきからやけに真剣だけどさ。別に、そんな気合い入れなくていいんじゃないか？　どうせ、ただの調理実習なんだしさ……」

「ううん、これは調理実習用じゃないよ？　楽しみにしててね。このお店、珍しい食材が沢山揃そろってるみたいだから。今日は特製カレーだよ!!」

　友人に笑顔を向けながら、春海円香は、目の前に置かれたスパイスを手に取る。

「うん……頑がん張ばらないと、ね」

　円香は、今日もカレーを作る。

　これから来る、暑くて悲しい季節を乗り越える為に。

　自分の先を行った兄に対して、恥じないように生きて行く。




　新稲葉の片隅に広がる、新稲葉公園にて。

　メイドの森もり部べ佐さ茅ちは、ターゲットの来訪を待っていた。

「おや、少し早く着いてしまったようだね。それじゃあ、掃除でもしているか」

　時間潰つぶしの為に公園を掃除する。手にした武ぶ装そう箒ほうき『穢殺刃ケガレザツパー』を使い、落ち葉を掃はく。ついでに木々の剪せん定ていや、邪じや魔まな岩の破壊も行う。箒一本あれば何でも出来る。

「そろそろ、来る頃かねぇ」

　遠くから、聞き覚えのある声が響く。メロディに乗って自らの存在を誇こ示じする、堂々とした宣言。お目当ての焼き芋屋がやって来たのだ。

「さて、お嬢じよう様さまの為、買い占めてやろうじゃないか」

　懐ふところから出した財さい布ふを握りしめ、駆け寄っていく。

　全ては、彼女の敬愛する主人の為に。




　新稲葉の誇ほこる高層マンション、イマキュレット新稲葉の入り口にて。

　マッスルトレーナーの宗むな像かた腕わん力りきは、自身の経営するスポーツジムへと急いでいた。新しくジムのメンバーとなった、早はや崎さきステラと共に。

「宗像師匠！　これで本当に、俺にもムキムキの肉体が手に入るんだよな？」

「ハハハ、ランニングの後のトレーニングが、一番筋肉に効くからね！　それはもう、パーフェクトボディがお待ちかねさ!!」

「マジかよ！　流石宗像師匠だ、勉強になるぜ！」

　並んで水分を補給し、そして更なる運動を開始する。

　二人は努力を重ねて行く。全ては人間の神秘、偉い大だいなるマッスルの為に。




　イマキュレット新稲葉、そのロビーに設置された大画面テレビ。

　画面に映っているのは、今を時めくアイドルの活かつ躍やくを特集した番組。

「さあ、あたしの溢あふれる輝きよ、テレビの向こうの皆に届きなさい！　限界なんて輝かないものは存在しない。ハイパーなあたしの抑え切れない輝きで、視聴者が気を失うくらいの最大限の奇跡を見せるわよ!!」

　自らの存在を全力で輝かせるアイドル。

　舞ぶ台たい袖そでから見守る仏ほとけ坂ざか大だい門もんに呆れられながらも、自分を曲げることはなく。秋あき月づきマキシという名のアイドル作家は、今日も最前線を疾走する。

　彼女が止まる日は来ない。月がいつも夜空で輝くように、秋月マキシという名の輝きは決して消えることはない。

「そしてあたしは、また輝くの!!　スーパー・シャイ☆ニング！！！」

　いつまでも、皆を照らし続けるのだ。




　イマキュレット新稲葉最上階、廊ろう下かにて。

『もーみーじー！　マイスイートシスター紅葉もみじ！　今日も紅葉に会えて嬉うれしいよ！　大好きだよ！　ぷりちーもみじ！　Ｍ・Ｏ・Ｍ・Ｉ・Ｊ・Ｉ！　フゥー！！！』

「…………はぁ」

　廊下を移動する作家の姫ひめ萩はぎ紅葉と、その頭上を飛び回る黒いカラス。紅葉は、そんなカラスに向けて非難するかのような視線を向ける。

「兄さん……死んだ筈はずじゃなかったのですか」

『何を言っているんだい。僕が紅葉を置いてどこかに行く筈がないだろう？』

「私の成長を見届けて、満足して成じよう仏ぶつしたのではなかったのですか」

『満足だって？　ああ、確かに紅葉は成長したよ。でも、そんな、より輝きを増した紅葉に言い寄って来るゴミ虫がいるに違いないからね！　舞い戻ってきたのさ！　僕の新たな使命は、紅葉に近寄るダニ共を撃げき退たいすることだよ！』

「和かず人ひとさんといい、兄さんといい……こちらの気持ちを何だと思っているのですか」

『そうだ！　まずは第一に、あのクソ犬をどうにかしてやらないと！　バルコニーに仕掛けたトラップも破壊されていたし！　許さんぞあの犬畜生め！！！』

「……分かりましたから、ここの収納スペースに入って下さい。邪魔なので。あと黙っていて下さい、うるさいので」

『椅子の下かい!?　ああ、片時も離れたくないってことだね！　大丈夫だよ紅葉、これからはずっと一緒だから!!　世界一愛してるよ紅葉!!』

　カラスを、乱暴に車椅子の下に押し込んで、紅葉は珍めずらしくもため息を吐き。そのまま、自分の部屋へと向かう。そこは既に、彼女にとっての檻おりではない。




　イマキュレット新稲葉最上階、とある部屋の扉の前にて。

「あの、先生？　いつまで私はこうしていれば良いのでしょうか……先生ぇ？」

　柊鈴すず菜なは、縄なわでぐるぐる巻きにされた状態で放置されていた。

　この扉の前を通るのは、この部屋の住人以外にはいない。そして、この部屋の住人は彼女のことを完全に無視する。結果として。

「ほ、放置プレイですかぁ？　さ、流石にちょっと厳きびしいんですけどぉ。そ、そろそろ体力も気力も限界っていうか。お腹なかも減っていますし、何より、水が足りないのが辛つらいっていうか……喉のどがもう限界で。いや、全然まだ放置して下さっていても、こちらとしては構わないどころかむしろウェルカムですけどねぇ!!」

　今日もまた、彼女は放置される。

　彼女の担当作家が、次の本を書こうと決意する、その日まで。




　そして。

　とある部屋にて。




　春海和人と夏なつ野の霧きり姫ひめが、話をしていた。

　犬と人。

　読者と作者。

　読書バカと執筆バカ。

　全く違う、一匹と一人。

「……そう言えば、温泉に行ったって聞いたんだけど？」

『ん？　ああ、お前への手紙を書くって言って、皆で温泉旅館に集まったんだよ。マキシと真秀が企たくらんでいたみたいなんだけど、あいつらは本当に妙なことばかりするよな』

「ふーん」

『何だよ、急に。何か気になることでもあるのか？』

「ええ、気になるわね。凄すごく」

『何が？』

「アナタが、男湯に入ったのか、それとも女湯に入ったのか、ってことよ」

『よし！　話を変えよう！　これを見ろ、映見の本の告知が載のっているぞ！』

「私が部屋に籠こもっている最中に、それは随ずい分ぶんと楽しそうで良かったじゃない。私が一人で寂しく、原稿用紙と向かい合っている時に、アナタは他の女とイチャイチャしていたと、そういうことね」

『イチャイチャはしていないぞ!?』

「じゃあ、ネチャネチャしていたのね？」

『それはどういう行為の擬音なんだよ！』

「あらそれを私に言わせようとは、とんだエロ犬ね。温泉じゃなくて、直接噴ふん火か口こうにでも叩たたき込こんでやりましょうか」

『燃え尽きちゃう!!』

「ほら、準備しなさい。私達も、今すぐ温泉に行くわよ。そろそろハサ次郎も研とぎに行かなきゃいけないし、丁ちよう度ど良かったわ、刃物温泉に行きましょう」

『おい、こら、放せ！　俺は本を読まないといけないんだ!!　温泉なんて入っている場合じゃないんだって。つーか、何その不吉な名前の温泉!?』

「……そう、私とは温泉に入りたくないと言うのね。他の女達とは入っても、私如ごときと一緒に入る温泉はないと言うのね？」

『あ、いや、そういう訳じゃないよ、確かにお前の凹おう凸とつのない身体からだでは、映見やマキシ達と違って、一緒に温泉に入ったとしても何の面白みもないかも知れないけど、だからって別に、私如き、だなんて自分を卑ひ下げしなくても……』

「そう、死にたいのね」

『しまった！　本音がつい!?』

「選びなさい。この場で三枚に下ろされた後で温泉に浸つけられるか、それともこの場で輪切りにされた後で温泉に浸けられるか」

『は、刃物が関係しない方向でお願いします!!』

「分かったわ。手刀でみじん切りにした後に浸けてあげる」

『大して変わらないよな!?』

「はい、準備終わったわね？　それじゃあ、行くわよ!!」

『ちょっ、ちょっと待って！　本当に行くの!?』

「当たり前でしょ。し、新婚旅行の準備はずっとしていたんだから！」

『だから、俺は本を読むんだってば！　ま、待て、引っ張るな！　本がどうにかなっちゃうし、俺もどうにかなっちゃう！　俺と本を離さないでくれぇ!!』

「行くわよ！　私達の、新しい未来に向けて!!」

『本を読ませてぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！！！！！』




　本を読む為に。

　本を書く為に。

　生きている限り、目指すものがある、一匹と一人。

　いつまでも、どこまでも。

　自分達の決めたその道を、決して違たがえることはないだろう。

　自分と正反対の、同じ道を歩んでいる誰かが、すぐ側にいるのだから。




　春海和人は読書バカである。

　夏野霧姫は執筆バカである。

　読むバカと書くバカ。

　今日も追われ、追いかけ。

　斬きられて、斬って。

　本を読んで、本を書く。




　こうして。

　犬とハサミの物語は、続いて行く。

　一匹と一人のバカ騒ぎは、終わらない。

　誰かがそれを、覚えている限り。





終わり







「っていうのが次の本のあらすじなんだけど、どうかしら？」

『台無しだ!!　お前台無しだよ!!』

「何を言っているのよ。『大罪シリーズ』がようやく完結したっていうのに。早く次を書け次を書けって、アナタが急せかすからでしょう？」

『当たり前だろ。楽しみにしているんだから、早く書けよな！』

「この私を急かすなんて、一体何様のつもりなのかしら。作家を追い詰めるな云うん々ぬん、ってのは何だったのよ」

『それはそれ!!　これはこれだ!!』

「清すが々すがしいわね、この駄犬。まあいいわ。早く次を書くから、大人しくそこで本でも読んで待ってなさい」

『ああ、任せとけ!!』

「書くわ。邪魔しないでよ」

『読むぞ。邪魔するなよ』




　そうして。

　夏野霧姫は、原稿用紙に向かい。

　春海和人は、本に向かう。




　カリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリカリ。

　ペラペラペラペラペラペラペラペラペラペラペラペラペラペラペラペラ。




　本を書く音と、本を読む音。

　作者と読者が刻む、二重奏。

　本によって奏かなでられるその音が、一人と一匹だけの室内を満たして行く。

　決して離れないように響く、二つの音。

　それは、犬とハサミが紡つむいだ、一つの物語。





一人と一匹のバカ騒ぎは、いつまでも終わらない










あとがき




　※本書に出てくるミニチュアダックスフンド、カラスはフィクションです。実在のミニチュアダックスフンド、ハシブトガラスとは異なりますので、予あらかじめご了りよう承しよう下さい。




　こんにちは、更さら伊い俊しゆん介すけの『更』です。この度たびは『犬とハサミは使いよう10』をお手に取って頂き誠まことにありがとうございます。少しでも楽しんで頂けたなら、大好きな長期シリーズの最終巻を、無事見届けられた時ぐらい嬉うれしいです。

　さて、前巻での予告通り、最終巻でした。

　最終巻ということで、あとがきにもそれなりにネタバレなどが書いてありますので、本文を先にお読みになることを強くお勧すすめ致します。というか、お願いします先に読んで下さい。早くネタバレを書きたいんだ。




　そんな訳で、以下は重大なネタバレが含まれていますのでご注意下さい。

　死を越えてまで一冊の本を求めた春はる海み和かず人ひとの物語は、お読み頂いた通りとなりました。今、これを読んでいる読者の皆様にも、『あれの最終巻を読むまで死ねない！』という作品が一つや二つ、三つや四つはあることでしょう。僕はパッと思い浮かんだだけで五作ほどありました。うん、絶対に絶対に読み終わるまでは死ねません。

　命を投げ出してまで待ち望んだ最高の本、何を投げ出してでも読みたかった最愛の本。そんな本を読み終えた時、胸の中に去来するのは、最後を見届けたことへの満足感と、終わってしまったことへの少しの寂しさ、そして次に生まれるだろう新たな本に対する期待なのではないかと、そう思います。本は生まれ続けます。作者と読者がいる限り、本が絶えることは決してありません。一冊の本の後には、新たな本が生まれ、その本は、きっとまた読者を新たな世界へと連れて行ってくれるでしょう。そう、本の先に待つのは、やはり本なのです。本読むの楽しいよ。ビバ読書！

　とまあ、そんな本と、作家と、読者への歪ゆがんだ想おもいを、何一つ遠えん慮りよせずに好き勝手に書き続けたのが、本作『犬とハサミは使いよう』でありました。本や創作を題材とする作品は世に多数ありますが、その中でも飛びっきりに頭が悪くて、ただやりたいことを全て詰め込んでいるだけの、頭を抱えそうになるぐらいの不条理。そんなバカ騒ぎを最後まで書き続けられたことが、とても嬉しいです。

　温かく見守り続けて下さった担当編集者のＡ様、毎巻素す晴ばらしすぎるイラストを描いて下さった鍋なべ島しまテツヒロ様には、一生足を向けて寝られそうにありません。そして、ここまでお付き合い下さった読者の皆様。本当に、ありがとうございました。








あとがき２




　という訳でこんにちは、更伊俊介の『伊』です。『犬とハサミは使いよう』シリーズの最終巻となる一〇巻をお読み下さいまして、誠にありがとうございます。




　長らくご愛あい顧こを頂いた本シリーズも、これにて最終巻と相成りました。一巻が発売されてから三年半ほど経たちますが、それは即すなわち私達の作家人生の長さでもあります。ここまでの長い間、この『犬とハサミは使いよう』を続けて来られたのは、ひとえに皆様の応おう援えんあってこそでした。

　一〇巻分という長丁場、当初から考えていたエピソードは全すべて詰め込むことが出来ましたし、登場するキャラクターの誰もが、無事成長を遂とげることが出来たと思います。

　登場人物それぞれが抱えていた問題に対し、それぞれ何らかの決着を付けることが出来たことは、キャラクターを生み出した作者として、非常に嬉しいことです。イラストを描いて頂き、あるいは声優さんに声を吹き込んで頂いたキャラクター達は、僕達の想定を越えて大きく成長してくれました。その成長を最後まで書き切るということこそ、自分が生み出したキャラクターに対して作者として責任を取るということではないかと、そう思います。こうして一つの物語が終わったとしても、それでもその先の書かれざる物語において、作者の手を離れてしっかりやって行けるように……などと考えるのはさすがにセンチメンタルが過ぎるかも知れませんが、そのくらい強い想いを各キャラクターに込めて書きました。誰もが愛着のある、替えの利かない存在です。

　とはいえ、ぶっちゃけタフな連中なので、作者なんていなくても勝手によろしくやっていくでしょうけれど、そんなキャラクター達に対してもお礼を言いたい気分です。流石に気恥ずかしいのでここには書きませんけども。

　しかしこの三年半、本当に色々なことがありました。『犬ハサ』は小説だけでなく、ドラマＣＤになったり、漫画になったり、アニメになったり、ゲームになったり、様々な媒ばい体たいにてメディアミックスをして頂きました。僕達自身も、イベントに出させて頂いたり、サイン会をさせて頂いたりして、読者の皆様の声や『犬ハサ』に関かかわった沢山の方々の声を聞くことが出来ました。

　本当に、多くの人々のご尽力に助けられて、ここまで来ることが出来ました。ただひたすらに、感謝しかありません。周りの誰が欠けても『犬とハサミは使いよう』という作品が、ここまで来ることは出来なかったと、そう思います。

　本当に、本当にありがとうございました。

　そして、これからもよろしくお願い致します。








あとがき３




　もうちっとだけ続くんじゃ、という訳であとがき３です。思いのたけを込めすぎて、謝しや辞じを書くのをすっかり忘れていました。

　以下、三千世界をあまねく照らす太陽よりも輝く謝辞を送らせて頂きます。

　担当編集のＡ様。イラストレーターの鍋島テツヒロ様。ファミ通文庫編集部の皆様。第十二回えんため大賞の選考に携たずさわった全ての皆様。デザイナーのＯ様、Ｈ様。漫画家の大おお庭ば下か門もん様。少年エース編集部のＵ様、Ｈ様。アニメ『犬とハサミは使いよう』の制作スタッフの皆様。犬ハサ製作委員会の皆様。犬ハサのキャラクターを演じて下さった声優の皆様。夏野さんフィギュアを製作して下さったグリフォンエンタープライズ様。スマホ向けゲームを製作して下さったエヴァーレッド様。広州天聞角川の皆様。拙せつ作さくの製作・出版・流通・イベント・メディアミックス等に携わって下さった全ての皆様。家族。友人達。職場の皆様。コミックトレイン様。第一書林様、平安堂書店様、ときわ書房様。南海ブックス様。イベントなどでお世せ話わになった書店様。拙作を置いて頂いていた全国の書店様。そして何より、今この本をお手に取って下さっている読者の皆様。

　皆様のおかげで『犬とハサミは使いよう』は無事に最終巻を迎えることが出来ました。一人と一匹のバカ騒ぎ。一冊の本を巡る作者と読者の物語。最後までお付き合い頂きまして、本当に本当にありがとうございました！




　さて、最後に次巻予告です。

　ここまでしつこいぐらいに『最終巻』と謳うたっていたにもかかわらず、しれっと登場する次巻予告。いんだよ、細けぇことは。そんな感じで『犬とハサミは使いよう』、本編の方は今巻で完結しましたが、短編集や外伝がもうちっとだけ続きます。




　まずは、『犬とハサミは使いよう　Ｄｏｇ Ｅａｒｓ ４』。

　短編集の最終巻が今冬発売予定。こちらには本編の後日談的なエピソードも収録。一〇巻においてイマイチ活かつ躍やくするシーンのなかった妹、春海円まど香かさんも大活躍の予定です。




　次に、『犬とハサミは使いよう　ＡＮＯＴＨＥＲ』。

　外伝です。こちらは来春頃に発売予定。アニメ化に際し、ＢＤ／ＤＶＤの初回特典として付けさせて頂いた『犬と○○は使いよう』シリーズの再収録に、書き下ろしを加えた一冊。シリーズ上、最もカオスな本になる予定です。ロボットとか魔法少女とかが出ます。あと名探偵も。




　そして、『犬ハサ』に続く新作の方も現在鋭えい意い執筆中。

　次は、世界中を巻き込んだバカ騒ぎの物語をお届けさせて頂きます。

　まだ、具体的な発売時期は分からないのですが、なるべく間を置かずにお届け出来るよう頑がん張ばります。前に書いた二冊が発売する頃には、色々と発表も出来ている筈はずですので、ファミ通文庫様の公式サイトなどをチェックして頂ければ幸さいわいです。




　長くなってしまいましたが、ひとまずこれで。

　またどこかでお会いしましょう。

　それでは、全ての本と、本を愛する人達に祝福があらんことを。
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